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　ロッツガルド学園の正門。

　普段なら夜よ更ふけでもそれなりの数の学生が出入りし、不ふ夜や城じょうの如ごとく明かりが消える事のない場所。

　しかし今は人影もなく、アンティークなガス灯にも似た魔術式の街路灯が、無人の石いし畳だたみを寂しく照らすだけだった。

　僕──深み澄すみ真まことは従者の識しきと二人だけでそこを歩いている。

　どこか目的地があるわけじゃない。要は騒さわぎを逃のがれて来ただけだ。

　何かあれば駆けつけるつもりだけど、すぐには呼ばれないだろう。

　ロッツガルドの現状は小しょう康こう状態。街中で暴れていた変異体の増殖はひとまず落ち着いてるし、僕達の根回しも功を奏して、討伐もまあそこそこに進んでいる。どちらかと言えば、魔族から奇襲を受けたという知らせ以外詳細が分からないリミアとグリトニアの方が深刻だと思う。

「相当焦あせっていましたな。リミアの王も、グリトニアの皇女も」

　少し考えるように顎あごに手を当てて、識が口を開いた。

「当然じゃないか？　やっぱり国の首都を攻撃されるっていうのは、戦局としてはよくないでしょ？」

「そうですね。場合にもよりますが、今回のように奇襲を仕掛けられるのは相当に〝まずい〟状況です」

「だったらあの人達だって焦るよ。それにしても……魔族側はロナと、もう一人魔将がいるらしいけど、鉄壁の守りを誇ほこるステラ砦とりでに陣取っていた彼らが、なんで自分から攻撃を仕掛けたんだろう？　砦から出ちゃったら、せっかくの防御力をみすみす捨てるようなものだよね」

「相手の戦力を削そぐだけの目的なら籠ろう城じょうしていた方が得策です。ただそこは戦争ですから、いつかは攻めなければ相手を倒せません。まあ、常時砦に篭こもっているという印象を相手に与えておけば、奇襲はかけやすくなります。これまでの守勢こそ、奴らの撒まいたエサだったのかもしれませんね」

「うーん、確かにそうなんだけど……」

　今回の魔族の進軍について、識の見解を聞く。

　リミアの王都ウルとグリトニアの帝都ルイナス、魔族はこの二箇所に同時攻撃を仕掛けていた。これも僕には意味が分からない。

　歴史の授業で習った限りだと、戦争において二正面作戦──つまり戦力の分散は、決まって悪あく手しゅだ。余程国力に差がない限りは負けるんだそうだ。

　戦略的な事を詳細に聞いたわけじゃないけど、その時先生が言っていた事はなんとなく分かる。

　敵が二人いるなら、同時に相手にするよりも一人ずつ順番に倒す方が絶対楽だと思うから。

　二国が同時に攻撃してきても凌しのげる防御手段を持っている魔族なら、尚更だろう。

　今まで聞いた話から推測すると、魔族にも攻勢に出るほどの余裕はないと思うんだけどなあ。

「まあ、ヒューマンを倒すという魔族の目的を考えれば、攻めるのは不思議じゃないのか……」

「しかし、リミア、グリトニア両国の戦況を知る立場にいる王族達の焦り方は少々異常でした。彼らに魔族の動きが予測出来ていないはずは……いや、ヒューマンならばそれも有り得るのか？　魔族がいつまでも攻勢に出ないなどという保証はどうやっても得られるはずはないが……」

　識は僕に答えてくれているようでいながらも、自分自身の思索にふけっている。彼にも今回の魔族の侵攻には納得がいかない点があって、色々整理が必要なんだろう。

　と言っても、僕よりは状況がよく見えているはずだ。

　他の二人の従者──澪みおは用事に行ってまだ戻らないし、巴ともえは亜あ空くうだから、識に教えてもらうのが一番早い。

「何か変なところがあるの？」

「魔族は十年前の大侵攻を中断した後、内政と軍備、それに技術研究に時間を使ってきました。端的に言えば国の力を高めていたという事になります」

　識の言葉は凄すごく分かりやすくて良い。つまり、力を付けるために一旦立ち止まったんだな。

「国土を広げたから、そういう時間が必要だったんだよね？」

「はい。言い換えると、今の彼らは大侵攻をかけた時の彼らではないという事です。成長しているのです」

「女神の干かん渉しょうを削ぐような道具まで持ってるし、そうだろうね」

「恐らくあの道具とて、対策を打たれるのを承知の上で見せたのでしょう。魔族は現在、間違いなくヒューマンを遥かに上回る魔術を得ています。ヒューマンも当然、それは考慮しているはず……なのですが」

「が？」

「奇襲の知らせを受けた時の両国の反応を見ていると、まるで予期していなかったように感じられました。私でも今回の魔族の攻撃のネタは分かります。彼らは姿を隠す術式を発展させていましたから、それを用いて部隊を少しずつ移動させて森や谷に隠し、後から転移のマーカーを使って一箇所に集合させたのでしょう。帝国の場合は部隊が数箇所に出現したようですが、方法はさほど変わらぬかと。マーカーを増やしただけで対応出来ますし」

「……なるほど」

　確かに姿を偽り隠す魔術ならば、識が言ったように部隊単位での隠いん蔽ぺいも可能かもしれない。

　魔族はヒューマンに偽装して、平気でこの街ロッツガルドにも来ていたし、ローレル連邦にも入り込んでいる。

　そういえばローレルの祭事を取り仕切るお偉いさん、彩さい律りつさんの護衛にも魔族が二人紛まぎれていた。彼女にあの二人が今どうしているか聞いたら、国元からの指示で帰還したって言っていたが……それはつまり、ローレルにはあの二人に指示を出せるような立場にすら魔族が入り込んでいるって事になる。

　転移だって、湖の畔ほとりにマーカーを作っておいて、そこに集合するように制御するのはそこまで難しくない。魔族にも識くらいの知識があるとしたら──多分あるんだろうけど──出来ない事じゃないだろう。

　念話にしても偽装にしても、転移の技術にしても、魔族が扱う魔術はその一つ一つがヒューマンのかなり先を行っている。

　ヒューマンは女神や精霊に祝福や助力を授けてもらう事に慣れているから、魔族のように自力でガシガシ発展させていくという発想が一部の人にしかないように感じる。その辺りの違いも大きいかもしれない。

　ただし、ヒューマンにはまさにその女神というアドバンテージがあるから、そこまで一方的に魔族優勢って構図にはなっていないけど。

「もしこれほど深く攻め込まれてなお、ヒューマンが魔族の実力を低く見ているか、女神の加護だけでどうにか出来るなどと思っていたとしたら……彼らはこの戦いで大きな敗北を喫するかもしれません」

「まさか」

「いえ、私もまさかとは思います。流石さすがに女神の覚かく醒せいと勇者の降臨だけで勝利出来るなどと思ってはいないはずですし、リミアやグリトニアのような最前線の国家なら、魔族の技術を幾つも盗んでいてしかるべきです」

「そりゃ、相手の方が優れた術を使うなら当然だよね」

「しかし、今回の騒動で彼らはこの程度の念話の妨害にも対処出来ませんでした。もちろん、国王や皇女が対処出来ないのは別段おかしくありません。彼らは為い政せい者しゃであって技術者でも術師でもないのですから。ですが、本職がいる両国の都からこの街に念話を届けられないという事は、戦場で飛び交う念話すら盗めていないと考えてもいいでしょう」

「……」

　確かに、識の言う事はもっともだ。

「もう一つ、リミア王もグリトニアの皇女も、〝この街が囮おとりとして襲撃を受けた〟と言っていました。これもまるで状況が見えていない事を証する発言です」

　ん、そこは当たってるんじゃ？

「なんで？　ロッツガルドに各国の要職の人間が集まったところで事件を起こす。そうしたら各国は鎮ちん圧あつと救援のために軍を動かさざるを得ないんじゃない？　僕らがいようとお構いなしでやられたのは腹が立ったけど」

「若様。よろしいですか？　この騒ぎが本命か囮か……それを考える事自体が問題の本質から目を逸らす為の魔族の罠と言えるでしょう。そういう意味では、王族クラスが学園祭の来らい賓ひんとしてこの街に集まった時点で、ロッツガルドでの作戦は完成していると言えます。王族の救援に大軍が動けば儲もうけもの。逆にもし囮と判断し、事態を軽視してどの国の軍も動かなかったとしても、その時は変異体が街中に溢あふれて学園都市が滅ぶだけ。ヒューマンは背後に危機を放置する事になり、魔族に損はない。実際、我々がいなければ変異体の数はあっという間に数百を超えていたでしょうから」

　騒ぎから二日目で増殖をほぼ止めたから百足らずで済んだけど、放っておけば何百体かは発生していたかもしれない。となると、今の戦法で変異体に対処しても、純粋に数で押し切られる。多分増援を待つまでもなく、この街は終わっていただろうな。

「どっちに転んでも良かったって事か。じゃあ、この街の被害状況がどうあれ、ロナの計画にとってはあまり重要ではないわけだ」

「ええ。王国と帝国の一部の軍を引き寄せられたのと、アイオン王国のステラ攻めの援軍が周辺都市で足止めを食っている事。この辺りが最低限思惑通りに行っていますから。ただ、かけた手間を考えると、もう少しこちらの被害を期待していたでしょうね」

「ローレルは？」

「元々ローレルは物資しか送る気がないと踏んでいたでしょうから……どうでしょう。護衛に魔族が紛れていたとお聞きしましたが、もしかしたら略奪や妨害を考えていたのかもしれません。その魔族が去っているので詳細は分かりませんが」

　物資すら素通りさせまいとしてたんだったら……なんか怖いな。

　まさに囮！　って感じだよ。

「でもそれって、立派な囮じゃない？」

　僕は改めて識に問いかける。

「……もしロッツガルドを囮にするなら、確実を期してもう少し騒ぎの規模を大きくしたでしょう。若様、ロナが考えている本当の囮は……帝国です」

「っ！」

　なんで!?

　あんまり僕と情報量は変わらないはずなのに、どうしてそんな結論が出るんだ!?

　意表を突いた識の発言に驚かされた。

　識は僕のリアクションにポカンと口を開けて、沈黙している。

　もしかして呆あきれられた？

　これでも、頑張っているんですが。

　……もう少し猶ゆう予よをください。

「王都へは星せい湖こからウルめがけて一斉進軍。一方帝都へはステラからルイナスを目指すための部隊が、ルイン川を渡河した辺りを中心に数箇所に分散して進軍しています。そして両国の主力の性質や魔族の現状、時期などを考慮すると、答えは自おのずと導かれます。事実として攻撃を仕掛けた以上、此こ度たびの戦い、狙いは王国です」

　識の目がキラーンと光った。

　ああ、なんか昔の識、いやリッチを思い出すな。

　色々企たくらんでいた時のいやらしい目をしてる。

「王国を落とす、って事？」

　それは一大事だな。また一つヒューマンが追い込まれる事になるんじゃ。

「いいえ。奴らの狙いは王国の至宝」

「至宝？」

「勇者です。ここで何がなんでも王国の勇者を討うち取る気です」

「!?」

　またしても衝撃的な一言。

　僕らがここに来てまだ一年ほどしか経っていないけど、魔族はもう勇者を殺す段階まで戦争を進めているのか？

「かの勇者達の資質は、私も話に聞いた程度しか知りません。しかし、傀儡くぐつを作る帝国の勇者と、狂信者を生む王国の勇者……両者の性質を考えたなら、将来的により大きな脅きょう威いとなり得るのは後者でしょう」

　傀儡と狂信者。

　ああ、確か巴と澪が以前に話していたな。

　人を魅了する力と人を惹ひきつける力。

　澪はどちらも同じものと考えていたようだけど、巴が違いを説明していた。

　相手を魅了して虜とりこにする──魅了された人間は、やがてその者の言葉がなければ何も判断出来ず、嫌われる事を恐れるあまり動けなくなる人形と化す。

　一方、他者を惹きつけて引っ張る場合、その者のために死力を尽くそうとする意思を持った狂人を作る事になる。突き詰めるとそうなると、巴は言っていた。

　魅了も途中まではカリスマと同じような作用らしいんだけど、到達点が違うとかなんとか。

　限界までその影響を受けた人なんて、僕はどちらも見た事がないから、なんとも言えないけど。

　──ふと巴と澪のやりとりを思い出す。




「まあ、魅了されきって、相手の言葉がなければ動けぬなど、哀れの極みじゃの。相手が望んだ以外の行動をすれば嫌われてしまう、捨てられてしまうという恐怖が全てを縛しばるのじゃからなあ。それで何も出来なくなっておれば、本末転倒じゃ。いちいち細かく指示を与えねば何も出来ぬ輩やからなど、ゴーレムと変わらん」

「私は若様に魅了されきっていても、そんな事はありませんが？　かといって、魅了の深さは誰にも負けませんよ？」

　巴のたとえ話に、澪は何な故ぜか不満げな顔で反論した。

「力による魅了か、そうでないかの違いじゃなあ。……いや、澪が特別なのかもしれんが。なんにせよ、お主ぬしはそうはならんじゃろう。安心せい」

「……それは喜んでいいのか、私が至らないと言われているのか」




　こんな会話をしているなんて、ウチは平和だな。

　改めて識の話を吟ぎん味みすると、一つの疑問が湧わいてくる。

「狂信者を生む……だから王国の勇者を先に潰つぶしたいって事か。だけど、確かツィーゲから何十人かの冒険者がリミアに行ったよね？　勇者に連れられてとかなんとか。彼らが合流したとなると、魔族にとっては王国の方が戦力としてはきつい相手なんじゃないの？」

　リミアに移ったのは荒野でそれなりに戦える冒険者だ。戦いのノウハウだって持っているはず。

「王国で今一番力を持っているのは、若様の仰おっしゃる通り、その冒険者上がりの兵と勇者のパーティでしょう。ですが、その冒険者上がりの兵には大きな弱点もあります」

「弱点？」

「彼らは荒野で鳴らした実力者です。向こうで調練に参加すれば、ある程度の集団戦闘はすぐ覚えるでしょう。戦場でも活かつ躍やくが期待出来るほどには」

「そりゃあね」

「しかし、元々染み付いた気質という物があります。彼らは冒険者。攻めるのは得意でも、街や拠点を、特に大規模な戦闘で防衛するのは苦手です。傭よう兵へいや騎士なら話は別ですが、冒険者は本来身軽。守りの戦闘では百ある己の力のうち、精々五十も出せれば上出来かと思います」

「そこまで極端じゃないさ。ツィーゲに魔物が襲撃をかける事だってあるんだから、防衛の戦闘も出来るだろう？」

「そうであれば良いのですが……荒野に点在するベースで一年保もった場所は栄える、などという言葉があります。私が攻め手で冒険者を相手にするなら、彼らに守りを強しいる展開を狙いますな。確実に落としたいのならば特に。住民の安全を気にかけ、守るものを目一杯に背負わされた防衛戦など、騎士でも苦労する状況。奇襲も加われば……さて士気はどうなりますやら」

「……王国、沈むかな？」

　識に可能性を聞いてみる。

　会った事もない勇者、それも女神の息がかかった相手。

　助けに行くべきか？

　リミアにまで助けに行けば、関係も深くなってしまう可能性が高い。行かずに済むならそれが一番だ。

「どうでしょうか、滅亡まではいかぬと思います。魔族も決して余裕があるというわけではありません。この戦闘には再侵攻の始まりを大々的に知らしめ、威圧する目的もあります。つまりは、ハッタリですな。その象徴として勇者さえ殺せれば、王国の蹂じゅう躙りんまでやる気はないかと。もし国が沈むほどの被害が出るとしたら、肝心の勇者がどこかに逃げているという場合でしょう。もちろんこれは、私の推測にすぎません。一部不明な点もありますし、魔王やロナの考えを全て見通すのは流石に難しいので」

　そう言って識は苦笑する。

「まだそこまで深入りはしない、か」

「じきに北は冬になります。そうなれば攻めるも守るも雪と氷が邪魔をしますからな。極寒の中で行軍するなど自殺行為です。今は勝ち逃げをするには良い時期とも言えましょう」

　ハッタリかあ。でも、勇者を殺す気だけは満々、と。

　月つく読よみ様の言葉を思い出す。

　──気にかけてやってくれ、か。

　しかし助けに行くにしても、僕らも結構手詰まりだったりする。

　そもそもリミアまで行く〝手立て〟がない。

「……助けに行こうにも、転移するのはなあ」

「あ、そうでしたな。巴殿が……」

　そうなんだ。転移を使うとまずい事情があるのだ。

　ついさっきの事──巴を含めた偉い人とのやりとりを思い出した。




　僕と巴、それに識は来賓でもトップクラスの権力者であるリミア王、リリ皇女、彩律さんらに呼び出されていた。

　アイオンの一番偉い人はもうこの街を出発してステラに向かったらしくて不在だったけど、各国の重じゅう鎮ちん揃い踏みである。

　彼らはリミアとグリトニア両国への転移を求めて僕らに詰め寄ってきた。

　転移は巴の持つ脇わき差ざしの能力だという事にしていたので、巴はここでも一ひと芝しば居い打って、「この混乱で何度も使ったので、もう限界に近いのです」などと、嘘八百を並べる。

　のらりくらりと矛先をかわしながら申し訳なさそうにしている巴に対して、リミア王とリリ皇女は頭を下げたり、深読みすると脅きょう迫はくとしか思えないような言葉を並べたり、手段を選ばずに転移を要請してきた。

　業ごうを煮やしたお二方が標的を僕に変えてきた時なんて本気で怖かったよ。

　流石に国を背負っていると迫力が違う。リリ皇女なんて僕より少し年上くらいの年齢だろうけど、胆たん力りょくというか何というか、僕とはまるでオーラが違ったしね。

　血筋によるものなのか教育の賜たまものなのかは分からないけど、凄い人達だ。

　ただ、怖くはあったけど、商人ギルドのザラさんに感じたような苦手意識は、不思議と感じなかった。心に余裕がある状態であれば聞き流せる。

（若、もう十分です。頷うなずいてやってください。良い仕事でしたぞ）

　巴からの念話。

　そろそろ頃合いだろうと巴に合図しようかと思っていら、彼女の方から話を振ってくれた。

［分かりました。緊急事態ですので仕方ありません。巴、出来るか？］

　ちょっとばかり険しい表情を作って、魔力の筆談で皇女達に返事をする。

　転移が無理だっていうのは交渉のためのブラフ。後は巴がなんとかするだろう。

「……若、出来ぬ事はございませんし、やれと言われればこの巴、やってご覧にいれます。しかしこの上二度も転移を行えば、剣がとても保ちません」

［どういう事だ？］

「破損するでしょう。おそらく直せませぬが……本当によろしいのですか？　クズノハ商会を支えてきたこの剣を失っても」

　なるほど……。僕はようやく脇差に転移能力をつけるなどという、よく分からない猿芝居の真意を知った。

　転移の根拠を道具に移す。それによって、道具が壊れればもう転移は使えないと相手に思わせるのか。

　すると、これからは転移なしでやっていけば良いのかな。それとも、巴は今後も転移を使うために別の理由を考えてあるんだろうか。

　ともかく、ここは巴の芝居に乗っかるべきだ。

［構わない。魔族との戦争を支えておられる方々の願いだ。私達で力になれるなら協力しよう。その剣の代わりがあるかどうかは分からないが、縁があればまたどこかで巡めぐり逢う］

「……分かりました」

　沈痛な面おも持もちで少し悩んだ後、巴は僕と識から少し離れて、リミア王、リリ皇女、彩律さん、それにいつの間にかいたルト──いや、この場では冒険者ギルドのマスター、ファルスと名乗ってたか──と一緒に何やら相談を始めた。

　王都までは距離が遠すぎる、とか帝国なら街道の端であるロビンまでだ、などと仔し細さいを詰めているようだ。

　少しすると、巴は脇差を抜き放ち、勿もっ体たいつけて霧の門を二つ開いた。

　リミアの王と騎士が霧の門を潜くぐって消え、続いてリリ皇女と側近らしい数名が別の門に消える。残ったのは、リミアの王子と帝国の侍従が数人。

　ご丁寧な事に、リリ皇女らの姿が消えたところで脇差が砕け散った。

　悲壮感溢れる顔をして膝ひざを突く巴。

　よくやるよ、それ偽物じゃないか。もちろん、口にはしないけど。

　巴の様子を見て、彩律さんとリミアの王子、それに侍従の顔に僅わずかながら安あん堵どが浮かぶのが分かった。僕達が転移出来なくなって安心したのか。

　僕達が変異体相手に見せた戦力に転移能力が加わると、彼らには脅威に思えるんだろうけど、辛そうにしている巴の前でその感情を見せるのはどうかと思う。

　少し抗議したくもなったが、それよりも先に僕は巴に歩み寄って、そっと肩に手を置いた。

［大丈夫か、巴。脇差の件、すまなかった］

（くくく、奴ら安心しておりますな。まったく、そんな甘い頭だから魔族なぞにいいようにされるのです。愚か愚か）

　……ちょっとでも心配して損した。

　結局、巴はしばらく一人にして欲しいと言ってこの場を去った。一人になる──つまり亜空に行ってきますと念話で僕に言ってきたから、今巴は亜空にいる。

　こういう経けい緯いがあって、僕達が今リミアまで転移すると色々まずいのだ。




「つまるところ、勇者がどれだけの力を持っているか、そこが勝負の分かれ目です。もっとも、魔族もそれを見越した上で短期決戦を狙って仕掛けているでしょうから、何かしら特異点になるものがなければ魔族の思惑通りに事が進むと思います」

「特異点……ロッツガルドの僕らみたいな？　何か良い手はあるかなあ？」

「はい。我々が向かうのはまずいかもしれませんが、たとえば存在を知られていない翼よく人じんやゴルゴン、それにアルケーを送って援えん護ごする手であれば使えるかと」

「それは絶対駄だ目め。僕達のうち誰も行かない戦場に、亜空の種族だけを行かせて戦わせるなんて。だいたい翼人なんて空を飛ぶんだよ？　いい的まとにしかならないじゃないか」

　亜空に住む人だけを使うという提案を全力で拒絶すると、識が割と本気な目で訴うったえてきた。

「……若様。翼人は相当強い種族ですよ。上う手まくすれば彼らだけで国を落とせるほどに。彼らと若様の相性が絶望的に悪いだけなのです。それにゴルゴンとて、戦場に放てば極めて短時間のうちに戦闘を終わらせられるほどの凶悪な能力を持っています。最悪、後で任意の者の石化だけ解いてやれば問題はありません。即死をさせない石化という、極めて特殊な能力の使い手なのですから」

　翼人、本当に強いか？　僕の攻撃から逃げようと雲の上に隠れるほどひ弱なのに。

　ゴルゴンだって、なんらかの手段で石化を無効化されてしまったら、硬質化した髪を動かす能力だけで戦わなくちゃならない。彼らだけを戦場に送り出すなんて心配だ。

「うーん……。識がそう言うなら、考えてみるけど。でも今回の侵攻は魔族も結構本気なんでしょ？　勇者だって彼らを魔物だと思って攻撃してくる可能性もある。それはちょっと嫌だよ」

「む……そう仰るなら仕方がありません。成功率が高く、こちらへのデメリットも少ない妙みょう手しゅかと思ったのですが」

「しかし困った。勇者を見捨てたくはないんだけど、正面切って向こうにも行けない。……ところでさ、識。王国の話ばっかりしていたけど、帝国はどうなの？　帝国が本当の囮だというなら、そんなに心配いらない？」

　そう、勇者は二人いるんだ。

「そこは私も確証が持てません。幾つか気になっている点はあるのですが……」

「話してくれる？」

「王国と帝国への二面攻撃をするには、ステラ砦に配備されている魔族の戦力では流石に少ないのです。しかも帝国側を攻める戦力はわざわざ分散させています。そこから帝都を落とそうという意図は感じられません。ですが、帝国の勇者には飛竜という高機動力があります。もし勇者が帝国側は完全に囮だと判断したら、すぐに王国の援護に向かうでしょう。すると、リミアを攻撃している魔族は帝国の勇者と王国の勇者に挟きょう撃げきされる形になります。帝国の勇者は一度に多勢を相手にするのが得意のようですから、その力は無視出来ません。さらに戦闘が長引けば、ステラ砦攻撃のために集結していた部隊までもが戻ってきて、劣勢どころか全滅しかねません。これでは意味がない」

「うん」

「よって、魔族が帝国側の戦力を分散させた意図が何かあるはずなのですが、それがよく分かりません。私が気がかりなのは、若様が以前話された〝竜殺し〟の事です。分散の意図は読めませんが、もし彼女が帝国に向かった部隊に紛れていて、帝国の勇者を確実に足止めするのなら、リミアの作戦への補強にはなります。しかし、竜殺しは未だ魔族についた事を世にあまり知られていない状況。このような戦いで勇者と戦えば、間違いなく世界中に裏切りを知られます。果たしてあの者がそれを良しとするのかどうか……」

「竜殺し……ソフィアか～。あいつの事はさっぱり分からないからなあ。会ったのも一度きりだし、何考えているかなんて尚更だよ」

　上位竜を連れているという一点では僕と共通しているソフィア。

　でもその思考はまるで読めない。

「ロナがどちらに現れるかにもよりますな。もしも帝国なら、部隊の分散は帝国の手て札ふだを見るための捨て石とも考えられますが、なんとも……」

　識は頭を捻ひねって、再び思考の海に沈んでいった。

　とにかく、王国も帝国もかなりまずい状況ではあるみたいだ。話を聞く限りリミアの方がやばい感じだし、何か手を打つべきかとも思う。やっぱ同郷の人だし、放ってはおけない。

　ロッツガルドで僕らが動いている間に世界がこんな事になっていたなんて。

　この一件、思ってたより大きな事になりそうだ。
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　ロッツガルド学園の一画にある塔。

　そこに、冒険者ギルドマスターにして上位竜であるルトが一人佇たたずんでいた。

「真君が打った無自覚な奇跡の一手。あのタイミングでの念話の復旧。魔族による勇者殺害と時間稼ぎを目的とする作戦はほぼ完璧に作用すると思ったけど、これは少し荒れそうだね」

　彼は塔の上から門付近にいる真と識を見る。

　普通ならこの距離から真達を特定する事は出来ない。相当な視力だ。

　目の良い者でも、豆粒のような人影を見つける事が出来る程度。夜ともなれば尚更だ。

「あの一手で、彼は魔族との関係性を否定する切っ掛けを作った事になる。さらにクズノハ商会の力を大国に見せて、脅威を感じさせる事も出来た。ロッツガルドで皆に親しまれ、愛される商会となる以上の、ジャックポットみたいな大きな利点を得たわけだけど……」

　彼らが動くタイミングがもっと早ければ、あるいは遅ければ。

　臨時講師ライドウもクズノハ商会も、魔族との結びつきを否定するのが難しくなる状況も有り得た。

　巴の立ち回り次第ではあるが、彼女が元々設定していた時期を、ルトは少し遅いと思っていた。

　そこにきて真が引き当てたタイミングは、良い時期の中でもさらにピンポイントで良い。

　長い時間を生きるルトでさえ、思わず驚きの言葉を口にした。

　何せ、自ら提案したのではなく、権力者から強引に頼まれての事。これならば真には目もく論ろ見みや意思などはないと、多くの人が思うだろう。自分で狙えるものではないからだ。

〝そういう〟星の下に生まれていなければ出来ない事。ルトとて笑うしかない。

　もっとも、堪こらえきれぬ笑みをこぼす彼には、別の思いも混じっていたが。

「何しろ、真君だからなあ。こうやって時折大当たりを引く星の下にいても、あれだけ色々やらかすんだ。今回だってジョーカーも一緒に引いてるんじゃないかって、つい疑ってしまうね」

　そう。根拠はないが、真はツイていない。

　ルトはそれをよく知っている。だからこそ、真がただ望ぼう外がいの結果を得るだけなどとは、彼にはとても思えなかった。

　意図せず上位竜と戦う羽は目めになり、ピンポイントに災害の蜘く蛛もと遭そう遇ぐうする。出会った人の言葉が分からず、普通の容姿なのに蔑さげすまれる。あっちに行ってもこっちに行っても、彼は何かに巻き込まれてきた。まさしく〝そういう運命〟であるかのように。

「しかもその全てを乗り超え、時にプラスに変えてここまできている。今回は、何をしてくれるんだろうね、君は──ッ!!」

　突如、ルトは楽しそうに真を見つめていた目を見開き、上空の何もない星空に向けた。

　真が見たら驚いたであろう、ルトの焦りと驚きに満ちた表情。

「馬ば鹿かな！　今動けるはずが!?　無茶をするね、貴女あなたも!!」

　その言葉の直後──雲の切れ間から陽光が差し込むように、夜空から金色の光が降る。

　ロッツガルドの街の一画が、見る者を無意識に荘そう厳ごんな気持ちにさせる神こう々ごうしい光で溢れた。
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「若様！　虫です!!」

　識の切せっ羽ぱ詰つまった声。

　その言葉は合図だ。

　僕が以前〝あいつ〟に拉ら致ちされた時に、皆で対策を立てたうちの一つ。女神の干渉を示す合図。

　識の言葉のすぐ後、僕ら目がけて夜空から金色の光が伸びてきた。

　たなびく光のカーテンを、縦に細く裂さいたような光だ。

　人々の目には綺き麗れいにも厳おごそかにも映るかもしれない。でも僕にとっては胸むな糞くそ悪くなるだけの光。

　間違いなく、あいつだ。

　僕は識の合図を聞いた直後から、反射的に詠唱を組み上げていた。

　拉致対策──流石にこの状況で使う事になるとは考えていなかったけど。

　術のイメージと仕組みは単純。

　嵐に対して船がそうするように、僕はアンカーを下ろして強制的な転移に耐える。それだけだ。

　咄とっ嗟さに駆け寄ってきた識ともども、光が僕らを呑のみ込む。

　空を見上げた時に感じたが、結構範囲が広い。光のカーテンは学園の正門とその奥に広がる庭園の一部まで包み込んでいる。

　やがて僕らを認識したのか、光のスポットが狭せばまってきて、同時に引き上げられるような力を感じた。

　引っ張る力を感じる、それはつまり僕があいつの力に抗あらがえているという事だ。

　女神の力に抵抗出来ているという事実に、少し嬉しくなる。以前より明らかに前進していると実感出来たから。

「す、凄すさまじい力です。若様、大丈夫ですか!?」

「まだ問題ない。ちっ、さっさと諦あきらめて消えればいいものを。……く、長いな！」

　今はまだ上手い事耐えられているが、思ったより干渉時間が長い。

　抵抗はまだ可能だけど、このまま長引けば徐々に僕の作ったアンカーが削られて、いずれ連れて行かれるだろう。我が慢まん比べというやつだ。

　同時に攻撃も仕掛けてやろうかと思ったけど、あいつが〝どこ〟にいるのか位置が掴つかめないからやりようがない。

「……若様、問題が」

　識が苦く渋じゅうに顔を歪ゆがめながら訴えてきた。

「何!?」

「このままではヒューマンの注目を集めかねません。この光を見た者の幾人かは女神の光だと気付くでしょう。それに抗っている我らの姿を見られるのは……」

　げっ！

　ここは学園の正門。事件で人ひと気けが少ないと言っても、人の目がないわけじゃない。

　これは……まずい。

「うぐっ」

　僕らの動どう揺ように呼応するかのように、転移にかけられる力が強まる。

　あの虫、嫌がらせの天才かよ!!　タイミングが神がかってる！

「若様、これではここ数日間の行動が全て無駄になりかねません。神殿から神の敵と宣告されるのは不都合が多すぎます。ひとまずは私が周囲を闇で覆いましたが、神の力の前ではいつ消し飛ぶか……」

　こんな状況でも冷静だね、識は。

　僕はまたあいつの意のままになるのかと思うと、嫌で嫌でしょうがないんだけど！

　……くそ。

　商会のメンバーとして、皆頑張ってくれた。

　僕も頑張った。

　ここまで、それなりに上手くいっていると思う。

　……くそおおお!!

　僕は体から力を抜く。

　力負けじゃないからな。連れて行けよ、畜ちく生しょう。

　時間にして十秒と少し。僕と女神の力比べは僕の負けで終わった。

　僕達は、周囲の石畳や地面と一緒に引き上げられ、光に呑まれた。
















　幸い、女神の光を見て最も早く駆けつけた連中でさえ、恐らく僕と識の姿を確認出来ていないだろう。

　識の助言に心から感謝する。

「ありがとう、識。僕一人なら意地になって張り合っていたと思う。悪いね、付き合わせて」

「まさか、こんなにも早く女神と会う日が来るとは思ってもいませんでした。な、なに……良い、経験です」

　青ざめた顔で言われても、ちっともフォローにならないよ、識。

　大体、あいつが顔を見せるのかどうかさえ疑わしい。

　そんなやりとりのすぐ後。

　僕と識は、僕がこの世界に来て最初に見た、あの白金の空間に連れてこられた。

　一緒に引き上げられた石畳と土ど砂しゃが上から降ってくるとかいう最悪な展開にならなくて良かった、なんて思ったり。
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　あの女神の声を聞いた場所。

　次にここに来る機会があるとしたら、あいつに一発入れる自信がついて僕の方から乗り込む時だと思っていたんだけどなあ。

　しかし、さっきの感覚を思い返すと、まだ対策は十分じゃなかったみたいだ。

　……本当に、上手くいかないもんだ。

　まだ、神ってのは遠いかあ。

　何故か荒野に落とされてからの事が色々と頭に浮かんで、冷めた笑いがこみ上げてくる。

「ふふふふ」

　まったく。

　どうして……どうしてあの虫の都合でもう一回ここに来なきゃならないんだ!!

「わ、若様？」

　僕の様子に気付いたのか、識が恐る恐る呼びかけてくる。

　僕は無言で懐ふところから護身用の打うち根ねを取り出す。

　これは、笹ささ穂ほ槍やりの穂先に短い柄と矢羽が付いた特殊な武器だ。不格好な短剣のようでもあり、やけに短い矢にも見えるが、尻に紐ひもが仕込まれているのが大きな特徴だ。僕が多少なりとも扱える数少ない武器でもある。

　本来はもう少し大きいから、懐に忍ばせる物ではないんだけど、暗器みたいな扱いも出来るように、一回り小さなサイズで作ってもらっている。

　刀身を覆う鞘さやを外して、柄から伸びる長い紐を手に持つ。

　だらんと宙に揺れる打根。

　体を半身にして、右腕の根元から打根の先までを一つのしなやかなモノと意識する。そして、振り上げざまに前方の一点を狙って一気に撃ち放った。

「!!」

　打根が激突した一点を見つめる識。

　どこで仕切られているのかも分からない部屋だが、僕から何メートルか先で打根が止まり、光り輝く壁──であろう場所──にヒビを作る。

　残念ながら貫くには威力が足りなかったようで、やがて打根は音もなく下に落ちた。

　ヒビはしばらく残っていたけど、結局は消えてしまった。

　女神、腐っても神なんだよな。まだ事を構えるのは危ないかもしれない。

　怒りに任せてつい部屋に八つ当たりしてしまったけど、一撃を見届けて少し落ち着いてきた。

　あいつの事は色々考えているし、出来る限り冷静であろうとは思っているんだ。でも……正直今回の拉致も含めて、冷静なままで〝虫〟と話していられる自信はない。

「多分、ここは女神の領域。前にも来た事がある」

　打根を回収し、遅くなったけど識に説明する。

「やはり、そうですか」

　緊張を感じてか、識が少し俯うつむく。

　そうか、今回は識も一緒だった。それなら少し安心出来るな。

　それに、世界中どこに吹っ飛ばされたって、僕は念話が使える。戦場に放り出された時だって、ここは経由しなかったとはいえ、結局亜空に逃れる事は出来た。

　そう、以前ほど恐れる事はないんだ。

　確実に勝てるとは言えないけど、僕はあいつに近づいてはいる。

「あそこまで直前にならないと反応出来ないとなると、カウンターで相そう殺さいするのは不可能でした。予あらかじめ警戒していれば、あるいはもう少し早く気付けたかもしれません。申し訳ありません」

　やや怯おびえが見える識に言葉をかける。

「いや、識も拉致経験者になった事だし、次こそは対策すれば良いよ。僕だってアンカーをかなり削られていたんだ。あのまま耐えていても結局駄目だったと思うから、気にしないで」

　その直後、巴と澪から念話が入った。

　彼女達には取り敢えず臨戦態勢で待機していてくれ、とお願いして念話を切る。

　亜空に待機する一方で、学園には身代わりを置いてもらう。これも対策の一つ。

　女神にどこまで行動を把は握あくされているか分からないから、念には念を。

　今回の拉致で識ってカードは女神に確実にバレてしまうだろうけど、可能なら巴と澪はまだ伏せておきたいと、淡く考えている。

「は、はい。しかしこんな事を話していて大丈夫なんでしょうか？　女神の領域なら、ここでの会話は全て筒抜けでは？」

「別に構わないんじゃない？　だって聞かれていても僕らは結局あいつに抵抗するし、今回だって何かしていた事くらいは察知しているだろうから」

　大体、そこまであいつが万能かね？

　識が思うほど大した奴じゃないと思う。

　ひょっとしてあの女神相手なら、拉致対策も一発で成功するかなって思っていたのも事実。魔族だって例の指輪で女神の干渉に対抗出来たんだから、僕らだって出来るかなーって思ってみても、ねえ？

　まあ、たかが一回の失敗だ。次こそは上手くやるさ。

　女神も即座にこっちを殺す気はないようだし。

「女神が相手だというのに……落ち着いておられますな、若様は」

「なんかね、吹っ切れたというか。ホント、あいつ自分勝手でさ。僕も人の事は言えないけど。それに、もしもあいつが姿を見せる気なら、一発くらい殴なぐれるかもしれないじゃん。あのキングオブ自分勝手をさ」

　キングじゃなくてクイーンか？　まあいいや。

　本当にそのくらい吹っ切れていた。驚くほどに静かな心境だ。

〝随ずい分ぶんと、舐なめた事を言うようになったのね、ミスミ〟

　気配が生まれた。この空間の全てに存在しているかのような巨大な存在感。

　識が身を震わせるのが分かった。

「これは女神様、お久しぶりです」

　位置の特定は……駄目か。

〝一生あそこにいろと命じたのに、あっさりと破ってくれて。それに戦場を手伝わせてあげようと呼んでやれば無茶をする始末。この場所でもさっき暴れたわね？　お前は自分の立場を分かっているの？〟

　拉致しておいて、よく言うもんだ。

　無茶も何も、いきなり竜殺しなんかと戦わせておいて、どっちが無茶なんだって言い返したいね。

　それに僕は、月読様に自由を認めてもらっているんだ。

　女神とかいう虫神じゃなく、〝神様〟にね。

「事情の説明もなく、いきなり竜殺しなんて恐ろしい人と戦わせる。神とはいえ、身勝手じゃございませんか？」

〝……神が人に対してする事に身勝手などないの。使われる者はただその幸せに喜び、打ち震えなさい〟

「ご冗談を。僕とは全く考え方が違うようで残念です。それで、今回はお姿を拝ませてもらえるので？」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに応対する。

　女神の言葉一つ一つが気に入らない。彼女に対する先入観というか、第一印象はなかなか強力だ。

〝その物言いの後でよくも。お前に見せる姿などないわね。魔力と気配の遮断などという面倒な事が出来るようになっていたお蔭かげで、お前の居場所を知るのに苦労したわ。まさか学園都市とは、随分と入り込んでくれたものねえ？　さっきは一瞬気配が強まったみたいだけど、今はまたいるのかいないのか分からない影の薄さ。神官達をかなり使う羽目になったわ〟

　界で気配を探った代償に魔力が漏れたのを、しっかり感づいていたみたいだ。

　厄やっ介かいな事に、気配が乱反射して一定しないから、悔しいけど奴がどこにいるのか掴めない。

　識も女神の位置を把握出来ていないようだ。

〝ん？　一緒にいるのは……ヒューマン？　いえ違う。でも魔力は確かにヒューマンの……しかしミスミに似て存在感の薄い奴ね〟

「……っ」

　探るような気配。

　女神は識の事が気になっているようだ。

　彼の場合元ヒューマンだけど、魔力云うん々ぬんって言うならむしろリッチやアンデッドのそれじゃないのか？

〝まあ、良いわ。亜人にせよゴーレムにせよ、大した力を持たぬようだし。さてミスミ。これからリミアにお前を送るから、そこで勇者を助けなさい。魔族の奇襲であまり良い状況ともいえないの。まったく、小こ賢ざかしい奴らだわ〟

　こいつ、本当に苛いらつくな。

　思えばこの世界に来たのも、それからの面倒事も全部こいつのせいだ。こいつが阿あ呆ほうな事をやらずに大人しく僕を勇者にしておけば、なんの問題もなかったんじゃないか？

　僕が言われるままに魔族と戦ったかはともかくね。

　荒野で上位竜に襲われる事も、ヒューマンに醜みにくい、不ぶ細さい工くだと後ろ指差される事もなく、商売さえしていなかったかもしれない。

「女神様がご自身でなされば良いでしょう。僕みたいなのに頼らずとも」

　嫌味たっぷりに言い返してやる。

　識は彼女の登場から一言も発していない。神との初対面で言葉を失っているんだろうか。

　声だけのやり取りも対面と呼ぶのかは分からないけど。

　で、魔族が奇襲してくるから勇者を助けろと。

　識の見立てでは、魔族の本命はリミアの勇者。

　女神がわざわざ僕を探し出して使おうと思うくらいだ。結構ピンチなのは間違いないらしい。

　……帝国の勇者も援護に向かえてない、つまりは識の読みが当たっている可能性が高い。

〝お前に言われるまでもなく、出来るのならそうしているわ。神には神の事情があるのよ。お前などが知る由もない事情がね。限られた干渉ならともかく、神が気軽に降臨出来るとでも思ってるの、お前は？〟

　心底馬鹿にした口調で尋ねられる。

　知るか！　神なんているかどうかも分からない世界で育ってきた僕に聞くなよ。

「以前は魔族にさえ、その干渉を妨害されていたようでしたが？」

〝あれはもう二度とさせないわ。──ん、お前と話している時間などないの。答えは是ぜのみ。行きなさい〟

　女神の声が微かすかに詰まり、口調が少し早くなった。

　何か状況が悪化でもしたのか？

　でも、このまま問もん答どう無む用ようで転移させられるのは御免だ。

　結局言いなりじゃあ、面おも白しろくない。特に、この女神の言うがままってのは。

「行っても!!　最悪僕は魔族側につくかもしれませんよ？」

　女神が発する魔力の作用を感じた僕は、大声で意思を伝え、アンカーを再度形成する。

　もし本当に、女神が戦場に対して自由に援護や干渉が出来ないというなら、ある程度の取引なら出来るんじゃないか？

　珍しく冴さえた頭で、そんな事を思った。

　案の定、女神の力が収まっていく。

〝……正気で言っているの？　お前も一応はヒューマンに連なる者。そして、勇者はお前の生まれた世界の人間よ？　それを助けずに魔族につく理由は一つもないはずよ。もういいかしら？　くだらない反抗期に付き合うほど暇じゃないの〟

　……反抗期？

　ふざけるな!!

「あははははは!!　あるじゃないですか！　貴女が嫌いだからですよ！　意思に従いたくないからですよ！　どうです？　魔族と気が合いそうじゃないですか、僕は!?」

　商人ギルドで代表のザラさんが態度を豹ひょう変へんさせた時の事を思い出す。

　女神がどんな反応をするのか見たいのもあったけど、僕もつい、彼みたいに態度を変えて大声で怒鳴ってみた。いっそ〝俺〟とか言って、もっと荒っぽくした方が良かったかな。

　でも〝俺〟って妙に言い難にくいんだよな。昔から〝僕〟だったし、多分一生変わらない気がしなくもない。

　──と、それは置いておいて。

　僕は別に取引に応じてもらえなくてもよかった。

　リミアに行って勇者を助けるのも満まん更ざらじゃないし。

　女神相手に取引だなんて、短たん慮りょだとも思う。その場の思いつきだし、要求すら決めてない。

　そもそも僕が一人で突っ走って、良い結果になった事があるだろうか？

　答えは痛いくらい分かってる！

　でも！

　以前と何も変わらない女神の言い草に、どうしようもなく怒りを覚えた。

　喉のど元まで何かがこみ上げて、ただ感情のままに自分が動いているのを認識する。

〝なんて愚かな……まるで子供の癇かん癪しゃく。この世界唯一の神である私を否定して、一体どうするつもりなの？　お前も魔族も、いえ、この世界の全ての住人は、私の加護なく生きていく事など出来ないのに〟

「笑わせるな。僕はそういう世界で十何年生きてきた。むしろ、神にべったり頼りきって生きるヒューマンの方が僕には理解出来ないんだよ！」

　祝福だの加護だのと、ヒューマンなんて連中はどこかおかしい。

　魔術も技術も、少しは自分達で発展させようと思うべきじゃないか。

　女神にしたって、自分は唯一の神様だと偉そうにするなら、外見を磨く以外の事もしっかりと導いてやるのが役目じゃないかと思う。無駄に亜人を蔑む事ばかり教えやがって。

〝お前がいた世界と他の世界を同様に考える事自体が、無知の証拠よ。この世界では私がルール。従わない気なら、ここでお前を消しても良いのよ〟

「下へ手たな脅おどしだね。もしお前にそれが出来るなら、前の拉致まがいの転移の後でそうしてたはずだろう。僕はお前の思惑通りに動かなかったみたいだから。お前は〝絶対のルール〟じゃない。嘘を言ってる。何が神だ、この歪んだ世界でさえ、全部を思い通りに出来ない欠陥品のくせに！」

　女神については僕だって色々と考えてきた。

　こいつは僕が想像する唯一神とか絶対神みたいな、全知全能の類たぐいじゃない。世界の現状もそれを物語っている。

　今だって神様のルールとやらで縛られて直接手出しが出来ないから、僕を使って勇者を助けさせようとしているじゃないか。

　苦肉の策だってのが僕にも透すけて見える。

〝……そう。この領域に呼んでやっただけでも、お前には過ぎた扱いだったようね。私の姿を見る事なく、お前はここで──〟

　あ……。

　背筋に冷気が這はった気がした。

〝女神様、ご面会の方々がこれ以上待たせるつもりなら実力で入ると仰ってます！〟

　突然、何か別の声が空間に響く。かなり焦った感じだ。

　女神は苛立ちを隠さず、それに応じる。

〝っ！　何度も何度も！　察しなさいよ、会いたくないって言っているのを！〟

　背に感じた冷たい気配が遠のいたのを感じて、気持ちが落ち着いていくのが分かった。

　こみあげたものが静かに胃の方に戻っていくような。

　……言いすぎたか？

　怒りのあまり、理性を無視して暴言を吐いていた。

　こいつ相手に冷静でいようとするのは、今の僕にはまだ難しい。それだけ言いたい事も色々溜まっている。用事だけ言われて都合よく使われるのは本当に我慢出来ない。

　今ここでこいつとやり合って、どこまで戦えるか。

　正直、やってみたい気もする。──いや、していた。

　でも、正気にかえって周りを見ると、識はガタガタと震えている。

　武者震いじゃない。恐怖で全身を震わせていた。

　識を相当な危険に晒さらしてしまった。

　正直、僕には女神と戦った時の勝率がまだはっきりとは分からない。

　識には何かの指標があって、その上で震えているのかもしれない。

　女神には僕を消せない何らかの理由があると思っていたけど、もしかして裏道を使えば抜けられる程度の障害だった？　だとすれば、やっぱり今は時期尚しょう早そうなのか……。

　割って入ってくれた女神の配下らしい声に少し感謝する。ニンフとか呼ばれてたっけか。

　僕にとっては考える時間が出来た。

　女神達の声が漏れ聞こえてくる。

〝しかしながら、原初の世界よりの……〟

〝分かった！　すぐに行くわ！　お前は戻ってあいつらを宥なだめて──〟

〝きゃ、きゃあああああああああ〟

　突如、何やら尋常じゃない悲鳴が響いた。

〝く、まさか強引に!?　あの脳のう筋きん！〟

　あいつが明らかに動揺している様子が声から伝わってくる。

〝ミスミ！　貴方あなたが私に不満を持っているのは理解したわ。ならこれを最後にしましょう。以降、貴方が積極的にヒューマンに敵対しない限り、お前には干渉しない。これでどうかしら？〟

　なかなか良い提案な気がする。

　でも、素す直なおに受けてやるんじゃ気が収まらない。ついさっき消されかけたかもしれないとはいえ、女神への怒りが萎なえたわけじゃないんだから。

　戦えないまでも、何かしらの意い趣しゅ返がえしはしたい。

「それじゃ足りないな。お前の要請で、僕とは直接関わりのない勇者を助けに行くんだろう？」

〝……なるほどね。ご褒ほう美びが欲しくてゴネたって事。ふん、人間はその欲深さが気に入らないのよ。私のヒューマンも、ベースになった人間のその部分だけは取り除けなかった。ヒューマンでありながら人間として生きていたお前にはお似合いね。……とは言え、今の命拾いもそうだけれど、お前は運が良い。今は交渉に割さく時間すら惜しい。望みを言いなさい、ただしすぐに〟

　すぐ!?　どうする、何を望む？

　はっきり言って考えなしの嫌がらせ目的だったから、パッと思いつかない。

　今の僕に必要なもの？

　装備品はドワーフが作ってくれる。魔法関連は既にこいつがくれた〝理解〟があるし、多分魔力の量だけなら女神を上回っているだろう。となると、この外見を変えてもらうとか？

　……冗談じゃないな。僕は生まれてからずっとこの姿で生きてきた。こいつに弄いじってもらってまで美形になりたいなんて全く思わない。

　どうしよう。

〝時間切れ。望む物も決めずに何かを欲しがるだなんて、餓が鬼きみたいな卑いやしさね〟

「……ならば、この方に共通語の祝福を頂きたい。これまで神殿では貴女を警戒して頼んでおりませんでしたから」

　立ち尽くす僕の横から、声が割って入った。

　識？

　そうか、言葉。共通語が使えれば便利だ。筆談に慣れすぎていたから、まるで考えてなかった。

　それなら、大きすぎない手頃な望みに思える。

〝お前の発言を許した覚えはないわよ、雑ざ魚こ。でも……ふぅん。ミスミの子、お前共通語話せないの？〟

「ああ、お前の呪いの所せ為いでな」

〝私はヒューマンの言葉だけを除外した理解を与えただけよ。学習しても話せないなんて、亜人に劣る無能ね。事実、あれらは学んで共通語を話せているでしょうに〟

「……言い争いを始める時間はあるのか？　女神」

　あ、特に意識しないのにタメ口になってる。僕はどれだけこいつが嫌いなんだ。

〝様が抜けているわよ。どこまでも腹が立つ事。流石は私の世界を捨てた者の子。良いわ、その程度なら先払いであげましょう……あら、入らない？　おかしいわね。こんなもの、入らないはずがないのに〟

　僕の頭、脳みそが両手で掴まれて揉もまれているような、異様な感じがした。

　共通語の祝福ってこんな気持ち悪いのかよ!?

「ぐ、ううっ」

〝苦しいの？　妙ね。……でも良いわよね、望んだのは貴方なんだから。それで何があっても私は知らないわ。後で死んでも私の責任ではないと、理解しておきなさいよ〟

　頭の中をまさぐられる感覚が強くなる。まるで揉み潰されたような不気味な感触と、偏へん頭ず痛つうを思わせる鋭い痛みが断続的に響く。

　うっ、最悪の気分だ。

　こいつの前で呻うめくなんて死んでも嫌だから、表情を歪ませるだけで苦痛に耐える。

　こみ上げる強い嘔おう吐と感に、ただただ閉へい口こうした。

〝ふん、これで終わり。では約束したわよ。人から持ちかけた神との約やく定じょう、果たさぬならその時は覚悟しておくのね。勇者に迫る危機を排し……そうね、ついでにあのステラ砦も落としなさい。出来なければ死ね、いえ死んでもやるのよ〟

「内容、は……勇者の保護、ステラ砦を落とす。この二点、間違いないな？」

　女神との取引を確認する。

　くそっ、これで共通語を話せなかったらこいつ絶対許さん。

〝……ええ、さっさと消えなさい！　うっ、もう来たの？　今こちらから──〟

　突如来る浮遊感。

　これも、前と同じか。

　女神の気配が言葉と共に急激に遠ざかる。

　言いたい事ばっかり言って、こちらの返答を待たないのは基本的に変わらないんだな。さっきの交渉が成立したのが奇跡に思える。

　もしかして、原初の世界の客がどうのっていう話が追い風になってくれたのか。どうか、あの虫がその客から酷い目に遭わされますように。

「若様、鼻血が……それに目からも血が出ています」

　鼻の下と目尻を手で拭ぬぐうと、ベッタリと血がついていた。

「え、ホントだ。くそ、あいつ人の体に何か無茶したんじゃないだろうな」

　鼻血くらいは経験あるけど、血けつ涙るいなんてやばそうだぞ？

「若様、あれは……やはり神です。私など戦力になれる気がしませんでした。ですがいつの日か……いえ、近いうちに必ず──！」

　識は女神に対して自分の無力さを思い知ったみたいだ。巴と澪は、識から後でこの話を聞いてどう感じるんだろう。ちょっと気になる。

　だけど、識が無念を伝える言葉は、最後まで続かなかった。

　僕と識が外的な力で密着させられる。

　無理矢理押し込められる嫌な感覚が身を包む。

　そして……。

　僕らは捻ねじられるような感触を味わいながら、急激に下方に撃ち出された。

　恐らくは今回も高高度から。




「お、おおおおおお!?」

　突然の落下に慌てふためく識。

「識、その決意は嬉しいよ。お互い、頑張ろう」

「若様!?　ここここれは一体!?」

「僕は三回目だからね。いい加減、悟さとるよ。もうテーマパークの絶ぜっ叫きょう系も全部いける気がするんだ。リミア王都直行便でしょ多分」

　喚わめく識に抱きつかれながら、雲を突き破って恐らく戦場に落ちていく。視界がぐるぐる回る中で、僕は至って冷静だった。

　まだ激突までは大分あるように思える。

　着地の制御はセルフサービスだろうから、早めに動く必要があるな。

　あいつの事だから、月読様がしてくれたみたいな着地の保護は多分期待出来ない。

　そうだ、女神は今頃取り込み中だろうし、巴と澪に位置を伝えて呼んでおこうか。

　……待てよ。

　巴と、澪。この二人なら……。

　識も言っていた。

　亜空の皆をもっと評価するべきだって。

　だったら、うん。

　もう……動いてしまおう。

　世界もいい感じで混乱しているみたいだし。

（巴、澪）

　僕は二人に念話を繋ぐ。

　識はまだ大分混乱している様子だから、彼への指示は後にしよう。

（……ご無事でしたか、若。大事ありませんか？）

　すぐに巴からの返事。澪も鼻息荒く応える。

（あの女神！　今度は何をされたのですか若様！　お怪け我がなどはございませんか!?）

（大丈夫だよ、二人とも。識が一応あいつを感じているから、後で聞いて参考にしてみて。で、二人に頼みがあるんだけど）

（もちろん、どこへなりと参りますぞ。今どちらです？）

（お任せくださいませ!!　すぐにでもお傍そばに──）

（今は多分リミア王都上空。でも、二人はここに来なくて良い）

（っ!?）

（えっ!?）

　巴と澪が僕の言葉の内容に驚く。

　んー、どうしようか。

　翼人とゴルゴンはやっぱりまだ不安だ。

　なら……。

（巴、澪。こっちは僕と識で大丈夫。だからお前達と、それにハイランドオークとミスティオリザードで希望する者がいれば、その彼らで）

　一旦言葉を止める。

　巴は僕の言わんとしている内容を察したのだろう、言葉にならない熱が感情に混じり、こちらにまで伝わってきた。

（ケリュネオンをとれ）

　その場所の情報自体あまり知らないから、細かな指示などは僕には出来ない。

　だから追加で幾つか大まかな事だけ伝えて、あとは巴と澪に指揮を任せて。

　ロナが変異体を放った事により、当初の計画とは少しだけ形を変えたが、作戦を発動させた。

　念話を切って大きく息を吐く。

　それじゃあ、後は……。

　戦場が近付いていると意識すればするほど、不思議と頭が冷たく冴えていくのが分かる。

　所しょ詮せん僕は飛び抜けた才能があるわけじゃないけど、こういうのは少しゾクゾクする。

　殻からを破っている瞬間のような、一段上に歩を進める感覚。

「識、着地の制御は僕がやるから、しばらく姿を隠せるように周りを闇で覆ってくれる？」

「わ、分かりました。やってみます」

「それからね……」

　眼下に炎上する大きな街を確認出来た。

　夜を照らす明かりじゃなくて、街を焼かれているのだと分かる距離。

　ギリギリで間に合ったな。

　僕と識の姿は金色の光の尾をつけた黒い玉に包まれて、リミアの王都へ突っ込んでいった。
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「……のう、澪」

「……」

「滾たぎるな」

「……ええ、震えるほどに」

　亜空にいた巴と澪は、向き合いもせず各おの々おの前を向いたまま目を閉じていた。

　女神の干渉。主の二度目の拉致。

　真と一緒にいた識にも幾つか言いたい事があった二人だが、真から告げられた言葉に衝撃を受け、そんな些さ細さいな事は忘れてしまっていた。

　それは真の意識の変化を感じさせる命令だった。

「これで亜空に四季が訪れますわね。嬉しいでしょう巴さん」

「ふふ、分かって聞いておるだろう澪。〝そんな事〟今はどうでも良い」

　巴は身を支配する喜びと、際限なく高まっていく士気に打ち震えながら口元を歪める。

　真に願ったはずの亜空の四季。

　なのに彼女はそれを、そんな事と言った。

「初めてじゃ。若から、自分のために戦えと、戦場に赴おもむけと命じられたのは。そうか、このような気持ちになれるものなんじゃなあ……。ケリュネオンを若が望まれ、そして儂わしらに〝手に入れろ〟と命じられた。くくく、くくくくく！」

「本当に……あの方のために動くのはもちろん嬉しいですが、こうして言葉に出して伝えられ、任されるというのが、ここまで心地好いとは」

　彼女達にとって大事なのは、真が自発的な命令を下したという事実。

　これまで真に色々と頼まれもしたし、命じられもした。

　しかしそこにはいつも、真が純粋に欲するものを叶かなえるというよりは、別の意図が含まれる事ばかりだった。

　ケリュネオンとて、最初はロッツガルド学園に勤める司書エヴァからもたらされた情報である。

　しかし、真は自分の両親の事もあってこの国に強い興味を抱いた。

　彼が自分で色々と考えて、それで〝欲しい〟と結論付けたのだ。

　巴と澪の主人である深澄真。彼が欲しいと言ったものを、彼からの命令により手に入れて献けん上じょうする。

　主の私情を叶える。

　二人にはそれが、堪らなく嬉しかった。

「まずは儂が示した場所だけで構わない、と若は仰ったが……分かるな、澪？」

「もちろん。一帯全てから魔族も、それに与くみするものも消えてもらいますわ」

「うむ、すぐにでも行って二人で暴れたいところじゃが。若は亜空に住む種族の事もお認めになりつつあるようじゃ。ここは奴らにもこの喜びを分けてやらねばならぬ。同じ亜空に暮らす若の民としてな」

「……ええ。リザードとオークでしたね」

　真は二人に最低限の指示は出している。

　かつてケリュネオンという国であった場所にある、巴が以前地図で示した地点付近を手に入れろ、と彼は命じた。

　それに際して、巴と澪両名だけでなく、希望する者がいるのならハイランドオークとミスティオリザードも参加して構わないと言ったのだ。

　亜空に住む亜人や魔物達を、ただ守護し、共に暮らす友人として見ていたこれまでの真からは想像も出来ない言葉である。

　しかし、事実だ。

　真は希望者と言ったが、巴も澪も確信している。

　この話を伝えれば、ロッツガルドからの呼び出しに備えて待機していた部隊以外の者までもが参加したがると。

　むしろ、巴などは既にロッツガルドに呼ばれてしまったリザード達の方がハズレを引いたのかもしれない、とすら思っていた。

　すぐさま二人は、亜空での真の住まいを出て、それぞれの種族に事情を伝えに行った。

　時を置かずして、巴が向かったリザードの居住地、澪が向かったオークの居住地で咆ほう哮こうが湧き起こる。

　歓喜の雄お叫たけびだ。

　巴と澪は満足げに頷き、出撃について真の言葉と目的を神しん妙みょうな面持ちの戦士達に伝えた。

「若も別の場所で戦っておられる。良いか、完全なる勝利を若に届けよ」

「お前達が亜空で過ごした訓練の日々、そしてそれをお認めになられた若様。どちらも裏切る事は許しません、全力をもって臨みなさい」

　筆頭に立つ巴と澪の言葉が静かに響く。

　次いで、亜空でも滅めっ多たに見ないほど巨大な霧の門が出現した。

　この時、言葉はなかった。

　歩き出す二人を追い、リザードとオークの混成部隊が門をくぐり、静かに消えていく。

　内に秘めた熱が、口を開く事で僅かでも外に漏れるのを嫌ったのか、爆発するその瞬間までじっくりと溜めているのか、それは分からない。

　亜空はこの日、初うい陣じんを迎える。
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「疲れる、などと言う時ではありませんものね」

　澪が左手を前に出した。

　特に強く力を込めて、手ではなく袖そでから解放のイメージを放つ。

　彼女を中心にして不可視の魔力が高速で広がっていく。もしも見る事が叶ったなら、それは幾いく重えにも重なった巨大な蜘蛛の巣の形だと分かるだろう。

　澪が人の身を得た後、不得手であった感知の力を高めるために身につけた術だ。

「期待しておるよ、澪」

　隣に立つ巴が、腕組みしながらチラリと目をやる。

「ええ、期待なさいませ。いきますわ」

　ケリュネオン。

　かつてヒューマンの小国があった場所。

　深澄真──いや、クズノハ商会代表ライドウに従う者達が今、この地にいた。

　巴と澪を先頭にして、ずらりと並んだ魔物達。荒野にいたハイランドオークとミスティオリザードだ。数こそ合わせて百名にも満たないが、いずれも並外れた猛も者さ達である。

　皆完全武装しており、月明かりに照らされて、時折武具が鈍く光を反射していた。

　その彼らが、澪の言葉に呼応するように、「おお！」と感嘆の声を上げた。

「網レーダーと共有リンクか。実に便利な術じゃ。周りの事が手に取るように分かる」

　満足そうな巴の言葉。

　澪が自らの感知するエリアを他者と共有させた瞬間だった。

　範囲にして約二十キロ。今回の作戦エリアを考えると十分すぎる広さである。

　実質彼女が感知するエリアはもっと広大なのだが、その全てを共有しても意味はないと判断しての事だった。

　例外的に巴とは全てのエリアを共有していたが、オークとリザードには作戦エリアを含む限定的な範囲の感知を共有するに留まった。

　巴がレーダーと言ったのは的確な表現だ。

　亜空から出現した部隊は今、個人個人が頭の中にレーダーを表示しているような状態にある。

　まだ接敵もしていないのに、これから攻め入る拠点にどの程度の敵がいて、戦力がどう偏かたよっているのかすら完全に把握していた。

「さて、夜襲ですわねえ。どれほど足あ掻がいてくれるのか……」

　澪が不敵に微ほほ笑えむ。

「宣戦布告も……必要ない。もう〝済んでおる〟からな。若の意向、此度は全て汲くむ」

「ええ。ああ……もう我慢できません。行きますわ、お先に失礼」

　澪が一歩を踏み出すと、その姿がゆらりと消えた。

「む、澪！　……致し方なし、か。儂も完全に同感じゃしな。お前達、儂も今こ宵よいは手加減が出来るか分からぬ。澪は砦の奥か。なら儂は亜空の門を確保しに行く。しばらく儂らには近寄るでないぞ」

　巴は澪の行き先を確認して笑みを浮かべると、部隊を振り返る。

　普段なかなか見る事のない闘志に満ちた巴の表情と言葉に、オークもリザードも神妙に頷く。

　隠せぬ熱を、その瞳に宿しながら。

「皆も、同じ気持ちであろうな。ハイランドオークよ、ミスティオリザードよ、存分に暴れよ。逃げる者は追わずとも良い。分かっておるな、これは表向きケリュネオンと魔族の戦争じゃ」

　巴はそこで一度言葉を切り、大きく息を吸った。

　抜き放った太刀で天を突き、皆の意思を集める。
















「若に捧げる戦いくさじゃ！　歯向かう者全てを！　徹底的に！　蹂躙してみせよ!!」

　言うが早いか、巴は地を蹴けり宙に浮き上がる。次の瞬間には霧に包まれて消えていた。

　怒号のような雄叫びが一帯に響き渡り、勢い余って天に色とりどりのブレスが輝く。

　ミスティオリザードの仕し業わざだ。

　開戦、いや殲せん滅めつの始まりだった。




　大軍とはとても言えない部隊が、大軍と違たがわぬ地鳴りの如き轟ごう音おんを上げて行軍する。

　彼らが目指すのはケリュネオンにおける魔族の本拠地。現在は街を一部改修して砦として使用している場所。

　この地に駐ちゅう屯とんしている魔族の軍隊の規模は、巴が事前調査した段階でおよそ二千。

　前線を担になうほどの練度はないが、軍隊としての戦闘に充分耐え得るレベルの部隊である。

　先行して内部に潜入した澪に気を取られてはいたものの、彼らは外から迫る魔物の混成部隊の存在にも、一瞬気付くのが遅れた程度で迅じん速そくに対応し始めた。

　固く閉じた門に魔術による防御力の強化を施ほどこし、外壁上には弓矢と魔術師部隊を配し、敵の位置を把握。すぐさま迎撃を開始する。

　内部で澪が暴れている事を考慮すれば、評価に値する反応速度とも言えた。

　しかし、相手が悪かった。

　無論防衛部隊には知る由よしもないだろうが、今彼らが相手にしているのは、危険きわまりない〝世界の果て〟で当たり前のように生活し、しかも亜空で上位竜や災害の黒蜘蛛、それに〝魔人〟に鍛きたえられたデタラメな連中。ただでさえ強敵であるのに、今やその者達の士気は最高潮にある。

　とても手がつけられるものではない。

　実は巴や澪によって砦の内部に転移してもらえば、オークとリザード達は外から城門を突破する必要すらなかった。しかし彼らは、わざわざ真正面から攻撃を仕掛ける事を望んだ。

　全ては遠き地で戦う彼らの主に、その力を示すため。

　ケリュネオンの砦は彼らが主に捧げる供く物もつ。

　矢も術も、彼らに向けて放たれる攻撃全てが阻はばまれる。

　ただの一矢も届かない。

　何かが違う──防衛部隊がこの戦いに異変を感じた時にはもう遅かった。

　襲撃者達が動いた。

「行きなさい！」

　オークにしては幾分華きゃ奢しゃな、術師風の女性の合図。

「応!!」

　刃やいば付きの巨大なメイスを持った大柄なオークの戦士、アガレスが吠ほえる。

　大地を蹴った瞬間その体が赤く発光し、前方に押し出されるように空を飛んだ。

　勇ましく命じた女性はエマ。

　単身突っ込んだアガレスにとびっきりの強化魔法を施した後、再び彼女は外壁上からの攻撃の防御にあたった。普段デスクワークをする彼女からは想像出来ないほど、今は戦士の顔をしていた。

　オークが門に突っ込もうとする意図を察して、防衛側の魔族達も即座に反応する。

「防御壁、強度は！」

「十分！　かけ直しでも補強でもすぐに対応出来る！」

「よし、まずあのオークから潰すぞ！」

　放物線を描いて門に急接近するハイランドオークに、魔族の攻撃が殺さっ到とうする。

「おおおおお!!　止められるものかあああ!!」

　大柄なアガレスが、自身の巨きょ躯くに引けを取らぬほどに巨大なメイスを両手で持ち直し、振りかぶる。そのまま体勢を微み塵じんも崩す事なく、門にその一撃を叩きつけた。

　まるで雷が落ちたかのような、一ひと際きわ大きな音が夜の砦に響き渡る。

　やがて、もうもうと上がる煙の中から、大きな影が一つ起き上がった。

　未だ視界は晴れないが、砦を守る堅けん牢ろうな門が残ざん骸がいと化しているのは明白。

　砦への侵入を阻むべく、幾つかの影が駆け出し、オークの戦士に攻撃を仕掛ける。

　だが、結末は無残だった。

　メイスが素早く二度振り払われると、突進した全ての影は、元来た方向に吹き飛ばされていった。

「荒野の豚を舐めるなよ。たかが小勢と油断するな、全力を尽くせ。俺よりも強い者など後ろに幾らでもいるぞ！　お前達が弱ければ、俺達もまた全力を出せんではないか！」

　砦のかがり火に赤く照らされたアガレスが叫さけぶ。

「続けー!!」

　砦の中に雪崩なだれ込む亜空の軍勢。

「やらせるな！　どこの誰とも名乗らぬような者達に、これ以上──」

「たかだかオークにリザードマン、それも百もおらぬような連中に!!」

　たかがオーク──その通りである。

　一般的に、オークやリザードマンは魔族の軍の中であってもさほど地位は高くない。

　魔族の支配下にある土地で砦を守る者達にしてみれば、自分達が世界の果てから来た強力な魔物の軍勢に攻められているなど、想像出来ようはずがない。

　全力で抗おうと、その抵抗は虚むなしく、ただただ蹂躙されていく。

　亜空の軍勢が放つ士気は未だに衰おとろえを見せない。

　砦を守る二千の兵に、百未満の兵が、しかも分散して挑む。

　澪の恩恵によって敵の位置や状況を正確に把握しているリザードマン達は、三人一組の最小構成で分散し、集結しつつある敵部隊を食い破っていく。

　無む謀ぼう以外の何ものでもない。

　真が言葉だけ聞けば、兵法を無視した戦いだと呆れただろう。

　本来なら門を破る事さえ出来ないほどの兵数差なのだから。

　だが。

　それでも砦の門をこじ開け、あろう事か二千の守兵を挑発してみせた。

　亜空の軍勢全員が戦況を理解している。

　既に澪が大きな反応に辿たどりついた事、巴が目的とする地まで凄まじい速度で駆け上がっていく様を。

　誰も彼もが、我も続けと拳に力を込めていた。

　魔族にとって悪夢に等しい戦いは、まだ始まったばかりである。
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「あら、巴さんには悪いですけれど、私当たりみたいですわ」

　砦内部の、元は大きな会議室だったと思おぼしき空間。

　そこで澪は、彼女の言うところの当たり──つまりはここにいる連中の中では強敵であろう相手と出会っていた。

　大部屋の奥に潜む影が口を開く。

「……何者かと聞けば、答えてくれるか。女」

「ええ、もちろん。澪と申します。貴方は？」

「……魔王様にお仕えする兵の一人。それ以上を求めるか？」

「名前が分からなければ、後で誰をどうしたかご報告出来ませんもの。困ります」

　澪はころころと笑いながらその男に応じた。

「我が名はレフト。変異竜ミルディドラゴンのレフトだ」

　上半身は人に近い姿ながら、下半身は大蛇。真が目にしたら、ナーガと形容しただろう。

　貫かん禄ろくもあり、力も感じる。手にしている槍は、ただの脅しではない濃密な魔力を放っている。

　大きな獲物を滅ぼして真に報告したいと思っている澪にしてみれば、うってつけの獲物である。

「あら、竜族の突然変異。珍しい。蛇かと思いましたけど」

「澪と言ったか。宣戦布告もなく攻めてくるとは……一体貴様らは何者だ？　オークとリザードの部隊、ヒューマンの軍とも思えぬが」

「うふふ」

　澪は本当に上機嫌だった。

　嬉しくて、嬉しくて、嬉しくて。

　戦場の只ただ中なかにいるのだと理解していても、表情が綻ほころぶのを止められない。

「答える気はなし、か。すまんが、俺が偶然ここにいたのがお前達の不運。潰させてもら──」

「いいえ、答えて差し上げますわ」

　澪が妖あやしく目を細めた。

「っ!?」

「私達はもう宣戦布告を済ませていますわ。いえ、貴方がたが〝した方〟ですのよ？」

「……なんだと？」

「私達はケリュネオン。この国から出て行くのはそちら、魔族の方ですわ」

「ケリュ、ネオンだと？　かつてここにあったヒューマンの国か？　お前は亡国の兵を名乗るというのか？」

「違います。ケリュネオンは滅んでいません。ずっと、ここにあったのです」

「……狂っているのか？」

　どこか恍こう惚こつとした澪の話しぶりを前に、レフトは怪け訝げんそうに顔をしかめる。

　彼から見れば、麻薬でも服用しているかのような澪の様子は、不審に映って当然だ。

「ふふふ。〝そうなる〟のですよ。これから、私達の手で」

　態度も言葉も変わらぬまま。レフトならずとも、今の澪には狂気を感じたかもしれない。

「ステラ砦から北の地は全て、我らが支配する地だ。このケリュネオンもまた魔族の開拓地の一つ！　世よ迷まい言ごとに付き合ってやるほど、暇ではない！」

「……だから都合が良いのですよ。貴方がたの言う事など、ヒューマンはあまり信じませんしね。この……彼らにとっての暗黒領域に、滅びなかった国が一つあったと言ったところで、誰にもそれを否定する事など出来ないのですから。その国がそこに確かに存在しているのならば」

「な、に？」

　澪の言葉の中に、狂気に駆られた者の妄もう言げんと断じる事が出来ない確信めいたものを感じ、レフトは一瞬言葉を詰まらせる。

「なんて……本当は私にはよく分かりませんの。実はその辺りはどうでもいいというのが私の本ほん音ね。貴方を始末して、この地を若様に捧げる。それだけが一番大事な事。ここがケリュネオンだった所でも、ケリュネオンであり続けた所でも、どちらでも構わないのですわ」

「お前は、お前達は一体何を？」

　始めましょう、とばかりに澪は手にした扇おうぎでレフトを指した。

「どうやら、ただ殺すというわけにもいかんか。色々と話してもらわなければならぬようだ」

　手に持つ大槍を澪に向けるレフト。

　半人半蛇の身がうねる。

「私に勝つ事が出来たならば好きになさい。……うふふ、門を破りましたか。あの者達もまた、若様に勝利を捧げんと力を尽くしているようですね。無論、今日この日、それが出来ぬ者は私達の中にはいないでしょうが」

「このプレッシャーは、単なる狂人の集団に出せるモノとも思えぬ。よもや勇者と出会う前にこのような戦いをする事になろうとはな」

　変異竜のレフト。

　この時偶然に砦に駐屯していた魔将の一人。

　並の兵なら恐れて逃げ出すであろう魔族の幹部である。

　その大物の殺気を全身に受けながらなお、澪は目を細めて笑っていた。
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「なるほど、ね」

　帝都郊外にある目立たない邸てい宅たくの一室で、女が幾つかのデータが記載された書類に目を通していた。

　角はないが、明らかにヒューマンとは異なる青い肌が目を引くその女は、タイトなスーツを着込んで、その上に仰ぎょう々ぎょうしい装飾の施されたマントを羽は織おっている。

　魔将の一人、ロナだ。

　彼女が身に着けているマントは魔将だけに支給される物。郊外といえども、ヒューマンの都の中でこれを着ている姿を晒すのは、随分危険な事である。

　ロナは気にした様子もなく、堂々たる様子で室内に腰掛けていた。帝都内でありながら、ここが安全だと彼女が自信を持っている事が窺うかがえる。

「おつかれ。私も人の事は言えないけど。ロナって大胆よね」

　ふと、ノックもなしに扉が開き、青い髪の女と少年が一人、部屋に足を踏み入れた。

　ロナは手にしていた紙束を丸めてポンと机を叩くと、顔を上げる。

「ソフィア。別に適当に暴れてくれていいのよ？　貴女の力なら勇者と鉢はち合あわせせずにかき回せるでしょうし、それに帝国の秘蔵部隊とやらもあっさり皆殺しにしたじゃないの。その調子でどんどんやって頂ちょう戴だい」

　この訪問者達を一いち瞥べつしたきり、ロナはまた別の資料に目を落とした。

「どうにも手応えがなくてねえ。この無駄にしか思えない分散攻撃と、攻める気が感じられない回りくどいやり方に、一体なんの意味があったのか、つい気になっちゃったのよね」

「帝国軍には十分被害が出ているじゃない。攻める気は十分にあるわよ。気にしないで欲しいわ。それにソフィアもランサーも、帝都で姿を見られるのはまずいんじゃないの？　今ここの部隊が押され気味だから、後ろから援護でもしてくれると有難いんだけど？」

「そうやって各個撃破されそうな部隊を囮にして、私達が挟撃を仕掛けて殲滅する。はじめはそんな作戦かとも思ったんだけどさ、違うでしょ？　ロナは結構容よう赦しゃなく部隊を使い捨てにしてるし。私らは部下じゃなくて協力者なんだから、ちゃんと情報の共有はして欲しいのよね」

「……ふぅ。作戦状況下よ？　一応二人は私の預かり。協力者なら円えん滑かつな作戦遂すい行こうにも協力なさい」

「だそうよ、御み剣つるぎ？」

　ソフィアが同行者の少年──ランサーに水を向ける。

「やる気を削がれる言葉だ。何かを掴んだと思しき相手から聞かされれば、特にな」

　二人は不機嫌さを隠しもせずにロナを見る。

　一方ロナも冷たい目と厳しい表情で、部下から上がってくる情報を整理して戦況の推移を見つめていた。

　以前真と対たい峙じした時のようなおどけた様子や女性らしい仕し草ぐさは、今のロナからは一切見られない。

　彼女は資料を読み取る目を一旦止め、将としての表情を保ったまま、協力者の二人を見る。

「帝国の勇者には二面性があるわ。明らかに攻撃的だったり、かと思えば慎重になったり。それは作戦の性質とは無関係にスイッチしている。この原因を知っておけば、後々有利になると思ったから、今回はその調査を行いたかっただけよ。あとは帝国が育てているっていう秘蔵部隊の実力を知りたかった。そっちは貴女達があっさり引っ張り出してくれて、そのうち一部隊を全滅させてくれたから、助かっているわ。お蔭様で対策が練れそう。どう、これで良い？　……言っておくけど、今のは貸しよ」

「なるほど～。帝国の引き出しを開けまくって中を見たかったって事。ふぅん、それはそれは。まあ、あの部隊は大した事ないわ。別に私達じゃなくても、どうとでも出来るでしょ。アンバランスで隙すきが多いから」

「ええ。冒険者ギルドのシステムに干渉しているのかと焦ったけど、なんの事はない。暴いてみたら勇者の特性の一つだものね。王国にも伝わっていたら面倒な事になったかもしれないけど、幸いその兆ちょう候こうはまだない。あちらはイオが本気になっているから、今度こそ終わりでしょうしね」

　ロナがソフィアの言葉に頷く。帝国に最近出現していた高レベル部隊の正体が予想よりはるかに粗末な物だった事は、彼女にとって明るい情報だった。

「あの子のパーティはどうやらレベル制限がなくなっているみたいね。養殖みたいに高レベルの兵士が量産されてるのは不気味だったけど、レベルだけ高くてもねえ？」

「ロナ、貸しだと言うのなら勇者の二面性とやらも話してしまうべきだろう。なに、きちんと見返りは用意してある」

　ロナとソフィアの会話に、ランサーが割って入った。

「……いやらしいわね」

　心底嫌そうに少年を見つめるロナ。

　ただでさえ、彼らは話すべき事とそうでない事の区別をつけない。

　しかも、分からなくてつけないのではない。分かっていてなおその区別を無視するので、非常にタチが悪い。

　ロナが二人を全く信頼していない根拠の一つでもあった。

　実力は認めざるを得ないとしても、この二人に背中を預ける事は出来ない。

　利害が一致していると確信出来ない限り、重要な作戦へは参加させたくない、というのがロナの本音だった。

　だから今回も、この二人をリミア王都ではなく帝都の作戦に同行させて、ロナ自身が彼らの行動に目を光らせているのだ。

「帝国の勇者、岩いわ橋はし智とも樹きは対軍装備の扱いに長たけた勇者よ。高火力の武装、飛竜の機動性、ロイヤルガードの防御力。さらにゴーレム使いの錬金術師による攪かく乱らんや各種のブーストを駆使して、相手に接近戦などまずさせないタイプね。力押しに見えて、それなりによく考えている」

　ロナが帝国の勇者に関する所感を述べはじめる。

「そんな通り一遍の評価なんてどうでもいいんだけど」

「……そう急せかさないで。今回の作戦で分かったのは、二面性のスイッチ。多分彼は昼か夜──細かく言えば太陽か月、どちらが天にあるかで、戦い方を変えている。恐らく彼は月の時間、夜にだけ何かしら強力な回復能力を得ている……と思うわ。何度か例外もあるけれど、それはたぶんカモフラージュ。昼と夜のスイッチを悟らせないための小細工でしょうね」

「夜にだけ発動する回復能力？」

「ええ、聞いた事ないけどね。間違いないと思う。だから彼を追い詰めるなら昼。夜はやり過ごすか肩透かしを考えた方が効果的に作戦を進められると思うわ」

「……つまり、夜の方が強いのね？」

　ソフィアの目が妖しく光る。

「そうなるわね。帝国の勇者が明らかな突出をするのも、リスクがありそうな高威力の大技を使うのも大体が夜だし。で、ランサー、見返りは？」

「おお、そうであったな。リリ皇女がこちらに戻ってきておる。正確にはロビンから幾つか先の街まで来て指示を始めたようだぞ」

「っ!?　それは確か!?」

　ロナの顔に緊張が走った。

「もちろん、確実な情報だとも」

「……ちっ、想定よりかなり動きが早い。ロッツガルドがどうなったかにもよるけど、あの女が帰ってきたなら長居は無用ね。目的は達成したし、後は後方からでも十分か。一足先にステラへ──」

　ランサーがもたらしたのは、大きな戦況の変化に繋がる情報だった。

　本来なら交渉など挟まず、真っ先に話すべき情報だ。

　やはり、この二人は信用出来ない──ロナは再認識する。

　灯台もと暗しの言葉そのままに、帝都の中から帝都攻略の指示を出していたロナ。

　彼女はすぐに全ての資料を焼き払い、部屋の入口に向かう。だが……。

　ロナは、同行すると思っていたソフィアとランサーが動かない事に首を傾かしげる。

「……貴女達、何をしているの？　戻るわよ」

「ふふ、良い情報をもらっちゃったわ。これは返す分が足りないわね御剣」

「ソフィア、お前という奴は……」

　ランサーが呆れ気味に肩を竦すくめる。

「ロナ、ちょっとサービスしてあげる。貴方はさっさと川を渡って安全圏まで行きなさい。私は……勇者と遊んでくるわ」

「ちょっと、話を聞いていたの、貴女!?　あいつは夜の間は手が付けられないわよ!?　今のあいつは自分の適性に合う武器しか使っていないから、指輪で力を封じてもそれほど効果がないの。以前ならあれだけで潰せたかもしれないけど、今は状況が──」

「念話は繋げておいてあげるから、黙りなさいよ。あの坊やがどれほどか、貴女がそこまで言うならもう止まんないわ。……女神に関われば誰もが〝アイツ〟みたいになるのかどうか、楽しみねぇ」

　ソフィアは殺気を隠そうともせずに全身から発散させている。

　彼女が発した言葉の後半は半ば独り言のように呟つぶやいただけで、誰かに聞かせようとしたものではない。

　ソフィアが言う〝アイツ〟が誰なのか、この場でそれを知るのはもう一人。

　ランサーは小さく嘆たん息そくすると、ソフィアと共に姿を消した。

「ちょ、待ちな……。くっ、どこまでも扱い難い連中ね！　しかしリリ皇女が帰還するとなれば流石にここは危険。戻るしかない、か。あの二人、いっそここで死んでくれれば不確定要素が減って有難いわね、本当に……」

　ロナは二人を追わずに建物から出る。

　偽装など使用していない、魔族の姿のままで。

　もう必要がないと判断したのだ。

　振り向きざまにそれまでいた建物を爆破すると、彼女は仕込んであった転移を発動させて帝都の外に脱出した。
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「ふふ、あれか。勇ましいわねえ、帝国の勇者様は」

「派手な攻撃だが、見かけ相そう応おうに威力もある。夜の間は相当強いというのは、どうやら情報通りか。ソフィア、侮あなどるなよ」

「御剣、そんな事するわけがないでしょう？　魔人を殺す予行演習だと思って、手加減なしでやらせてもらうわよ。……相応ふさわしければ、だけど」

「魔人か、確かにな。この雰囲気……奴まで出てきても不思議はない。今のお前なら後おくれをとる事はなかろうが、強敵には違いない」

「そういう事。じゃあ、やるわよ！」

　かけ声と共に、ソフィアは腰の剣を抜く。

　それは以前彼女が真と戦った時とは違う剣だった。

　色合いや材質といった刀身の特徴などに共通する点もあったが、大きさからしてまるで別物。かつてのような大剣ではなく片手剣、それも細身と言っていいサイズになっている。

　当然、ソフィアは片手で剣を握っていた。

　その目は既に、遠く飛竜に乗って戦場を疾しっ駆くする勇者とそのパーティの姿を捉えている。

　遠くとは言っても、彼女にすれば、この程度の距離はないに等しい。

　ソフィアの顔に獰どう猛もうな笑みが浮かぶ。

「やれやれ」

　少年の姿をした上位竜、ランサーは溜ため息いきと共に指を鳴らす。

　彼の何気ない仕草に呼応して、空に無数の光る剣が出現した。

　これらは勇者の周りにも出ていて、飛竜の動きを鈍らせている。

　ソフィアが何も手にしていない左手でランサーの首筋を掴んで持ち上げるのとほぼ同時に、二人の姿がその場から消えた。

「あら、あの子、私に気付いたわよ？」

「……恐らく何か索さく敵てきの道具を持っているのだろうさ。古代の道具には優れた感知の力を持つ物がある。それよりも、我は仮にも相棒だぞ。猫をつまむように運ぶのはやめろ」

　飛竜のやや前方、ただし地上に現れた竜殺しコンビは、帝国の勇者に存在を知られた事に驚く。

　まばらとはいえ、部隊が戦闘を繰り広げている場所だ。不意に現れた人物にすぐ気付くのは並大抵の事ではない。

　まだ視認するにはそれなりの距離があるというのに、勇者の様子をしっかり把握している二人もまた異常な存在ではあるのだが。

　飛竜の周囲にあった光剣の数が一気に増加する。

　言うまでもなく、足止めのためだ。

　帝国の勇者達に僅かばかりの戸惑いが見えたその一瞬を、ソフィアは見逃さない。

　威力が分からず、誰が仕掛けてきたかもはっきりしない術に、これまで彼らが発はっ揮きしていた機動力が一時的に死んでしまっている。

　いつの間にか、御剣を残して地上からソフィアの姿が消えていた。

　トンッ。

　軽快な足音を鳴らして飛竜の背に下りたソフィア。

「こんばんは、帝国の勇者様」

「!?　誰だ！」

　光剣との位置入れ替えによる移動だが、彼女の能力を知らない智樹からすれば、突如上空から人が降ってきたようにしか見えなかっただろう。

　智樹は全身を武装で固めており、戦闘能力の高さは間違いないと思われる格好だった。

　日本にいた時のような気が弱く優しげだった表情の面おも影かげは既になく、自信に溢れ、戦場に相応しい攻撃的で力強い顔立ちの勇者がそこにいた。

「ソフィアよ。竜殺しのソフィア。話くらいは聞いた事があるんじゃない？」

「竜殺し……。竜殺しだと！　あのソフィアか!?」

「嬉しいわ、勇者様に名前を知っていてもらえるなんて。貴方は帝国の勇者、トモキ＝イワハシね」

「あ、ああ。突然なんの用だ？　帝国の危機と聞いて俺を助けに来てくれたのか？」

　ソフィアは智樹の言葉を笑い飛ばしてから、逆に彼に尋ねた。

「この程度、帝国には危機でもなんでもないでしょう？」

「まあ、リリがいないとは言っても、俺がいるからな。帝国はこの程度の魔族の攻撃じゃあやられねえよ」

「勇ましい事。これは期待出来そうかな」

「だが、ならなんの用で今帝都に来た？　あんたはそこら中を放浪していて、会おうと思ってもなかなか会えないって事だったが」

　竜殺しソフィアは名前こそ広く知られているものの、ギルドにはろくに顔を出さず、探し出すのが困難な存在だった。それどころか、ギルドからの招集に非協力的な姿勢から、冒険者ギルドとの関係が上手くいっていないのでは、とまで噂されている。

　だから勇者である智樹ですら、彼女とは今まで会った事がなかったのだ。

　女で、強い。

　この二つの条件を満たしているから、智樹としては是非一度会って協力を求めたいと思っていた相手でもある。

　もちろんその協力には、彼の魅了の力を使って、という前提がつくが。

　裏切られない方法があるのだから、それを使わない理由はなかった。

「貴方に興味があってね」

　ソフィアが不敵に微笑む。

「俺に？　そりゃあ嬉しいね。だったら、城に招待するよ。ゆっくり話をしようぜ」

「ふふ、そういうのはどうでもいいの。私の興味は……」

「智樹様っ！　危ないっ！」

　智樹の傍でソフィアの一挙一動に目を光らせていたロイヤルガード、ギネビアが智樹の前に躍おどり出た。

「な！」

　金属のぶつかり合う甲高い音が飛竜の背で響く。

「なかなかの反応ね。トモキはマイナスだけど、騎士の貴女はプラス評価よ。そう、この匂い。貴女竜の力を得ているのね。グロント……〝砂さ々ざ波なみ〟か」

　ソフィアが好物でも見つけたかのように、嬉しそうな顔で唇を舐める。

「どういうおつもりか、ソフィア殿。勇者である智樹様に剣を向ける……その意味が分からぬ方ではあるまいに」

　抜刀したギネビアが、険しい表情で問い詰める。

　智樹は目を見開いたまま動けなかった。

　ソフィアと剣を打ち付け合ったギネビア以外の二人、竜召師ドラゴンサマナーの少女モーラと、錬金術の使い手である理術師フォースプレイヤーのユキナツは、懐まで入り込んできたのが敵だと認識して、その身を硬くする。

「もちろん、分かっているわ。言い忘れていたわね、今の私にはもう一つ肩書きがあるわ。魔族の客将ソフィア＝ブルガよ。よろしくね、勇者様達」

「──!?」

「なっ！」

「魔族の！」

「客将!?」

　ソフィアが放った言葉に混乱し、息を呑む智樹達。

「夜は強いっていう勇者様の評判をお聞きしまして。是非私と一曲踊ってくださらない？　月も綺麗よ？」

　そう言って、ソフィアはおどけた風に一礼してみせた。ドレスの裾すそを持ち上げるような仕草を添えて。敵の真っ只中で囲まれているという状況なのに、臆おくした様子は全くない。

「……たとえ誰だろうと……っ!!」

　智樹は魅了の力を全開に強めた。

　今までこの力が通用しなかった相手は少ない。しかも使い慣れるにしたがって、その威力は徐々に強力になってきている。

　それだけではない。

　彼は密かに王国の勇者やローレルの巫み女こに対しても有効になるように、自身の力の増強に努めている。そのため、相手側に準備がない状態なら、魔族でさえほぼ一撃で〝堕おとす〟事が可能になっていた。

　だが……。

「ダメよ、勇者様。私にソレは効かない。私を魅了したいのなら、上位竜をも一瞬で虜に出来なければね。でもね、もっと簡単な方法があるわよ」

「お前、魔ま眼がんの事を──」

「そんな盤ばん外がい戦術は徒と労ろう。ねえ、その槍で私に勝ってみなさいな。それが出来るなら私は貴方のモノよ。そんな目がなくても、貴方に身も心も捧げるわ」

　智樹が魅了を仕掛けてきた事を逆手に取って、ソフィアは胸と太ももを強調したポーズで彼を挑発してみせた。

　からかうようなソフィアの態度に苛立ち、智樹が声を荒らげる。

「レベルはまだあんたの方が上だがな。戦いはそんなものだけじゃ決まらねえって事を教えてやるよ!!」

「素す敵てき、全く同意見よ。なら、まずはこのトカゲが邪魔ね」

　ソフィアの言葉と同時に、再び彼女の剣が閃ひらめく。

　光の剣に囲まれながらも空に留まっていた飛竜、ナギから悲鳴が漏れた。

「ナギ!?　つ、翼を！　あんた、なんて事を!!」

　モーラの言葉が早いか、ナギの姿勢がガクンと崩れる。

　その拍ひょう子しに反対の翼が光剣に触れ、肉が焼ける音と不快な臭いが漂ただよう。

　再び悲鳴が上がり、ナギは急激に高度を落としていく。

　智樹らが激しく揺れる竜の背でよろめいているというのに、ソフィアはブレもせず立っている。

「じゃ、下で待ってるわ。仲間と来てもいいし、一人でもいい。ただし、私に刃を向ける以上、子供だろうが手負いだろうが気にしない。相応の覚悟をしてきなさい」

　一見自殺行為にしか見えないが、ソフィアは未だ高高度に存在するナギの背から飛び降りた。

　光剣で出来たナビゲートラインでランサーの位置を確認して、相棒の所へ戻る。




「どうだ？　本気に値しそうな男だったか？」

「アレを使うまでもないわね。何人で来ても、いえ、ぞろぞろ来た方が楽に勝てそうな相手だったわ。一人の方が強いんじゃないかしらね、あの感じだと」

「ほう、帝国の勇者は一人で戦う事など滅多にないと聞いているが」

「私の勘よ。それとあの飛竜、ちょっと良い感じだったわ。出来ればモノにしたいわね」

「……獲物は多い方が良い、か。好きにしろ。飛竜など、〝紅あか璃り〟だけで十分だと思うがな」

　単身敵の懐に飛び込んでおきながら、ソフィアが飛竜の品定めをしていた事に、ランサーは呆れる。

　同時に彼と同じ上位竜の一角、〝紅璃〟の名を出すが、その意図は彼の曖あい昧まいな説明では測れない。

「あれとはまた使い道が違うじゃない。あら、来たわね。飛竜はダウンか、後から探すの面倒ねえ」

　ソフィアとランサーが彼方に智樹達の姿を見つけた。

　ナギの姿はないが、不時着した場所で安静にしているのだろう、とソフィアは見当をつける。

　二人は足を止めてのんびり立ち話をしているが、ここは戦場の真っ只中だ。

　魔族が彼らに攻撃を仕掛ける事はないが、戦場では味方からの誤射も十分にありうる。

　ヒューマンも魔族を撃退するのに必死だ。話をしているだけだからといって、ソフィアとランサーには両軍とも攻撃をしないというものでもない。

　どこからともなく降り注ぐ攻撃、血迷って攻撃を仕掛けてくる兵士達。それら全てを、ランサーが数多くの光剣を自在に操って始末している。

　血ち飛沫しぶきが作る円の中で、彼らは他愛ない話をしていたのだった。

「ヒューマンも魔族もお構いなしかよ。狂ってやがるな、お前ら」

　ようやくソフィア達の作った円内に達した智樹が吐き捨てる。

「あら、私達に攻撃をする者を、きちんと平等に相手をしてあげているだけよ。さ、始めましょう。貴方が負けたら帝都と帝国どっちも大ピンチよ。頑張ってね」

「俺は女神の加護を持つ勇者だぞ、竜殺しだからって舐めるんじゃねえ！」

「ええ、ソレは封じない。試させて頂戴、私の今の力を!!」

　言うやいなや、ソフィアは剣に手をかけて、智樹とギネビアが武器を構える場所に躍りかかる。

　凶刃が勇者と近この衛え騎士を捉えた。しかし──。

「？」

　構えただけで何もせずに斬られた二人を、怪訝な顔で見るソフィア。

「かかった！　泥人形の拘束マッドトランプ！」

　彼女の疑問に答えるように、遠くから声が響く。

　ゴーレムの扱いに長けたユキナツの声だった。

　智樹とギネビア、それに残る二人の姿がドロリと崩れ、触手の如くソフィアに絡みついた。

「……へえ、見分けがつかなかった。凄い術ね」

「意識は本人から飛ばせるもの、精巧だったでしょう。言っておくけど、それを解くのは容易じゃないわよ！」

「そう？　そんなに強力な材質にも思えないけど……!?」

　ソフィアが確かめるように腕を動かすと、拘束物は見る間に硬化し、黒く輝く鉱石に変色していく。

「変質するまでの時間を稼ぐために騒いだけど、その必要はあまりなかったみたいね」

「硬くなったわ、よく考えてあるのね」

　四肢をガッチリ拘束されながらも、ソフィアはユキナツを褒めた。

「余裕？　それとも慢心？　動けない状態で集中砲火をどこまで防ぐか、見せてもらおうじゃないの！　智樹様！」

「よくやった、ユキナツ！　ギネビアは念のために防御態勢、モーラ、俺に合わせてソフィアにお見舞いするぞ、死なない程度にな！」

「ナギをよくも！　許さない！」

　智樹の指示に、相棒を傷つけられた怒りに燃えるモーラが叫ぶ。

「手加減なんてしなくて良いわ。全力で来て。そっちのお嬢ちゃんも、もうあの飛竜には会えなくなるかもしれないんだし、殺す気で、ね？」

　しかし、身動きの取れないソフィアはあろう事か手加減をするなと言い放った。

「……女が、調子に乗りやがる。だったら、望み通りにしてやるよ！」

「死んじゃえーー!!」

　モーラの攻撃に連携して、智樹の操る五種の武器が同時に発動する。

　女神の加護に拠らない、彼自身が持っていた、または身につけた適性に合がっ致ちする強力な武装。

　短剣グラディウス、突槍アルシェピース、細剣レイピア、そして銃ハンドガン。

　これが今の彼の通常火力を支える武器達。

　この四つに加えて、ステラ砦まで相棒として扱っていた両手持ちの神しん槍そうをギネビアから受け取る。

　彼は今、この神槍をサブウェポンとして使っていた。

　左手に銃、右手には神槍、他の三つの武器は宙に浮き、智樹の周囲を漂う。

　三つともが、手に持たなくてもその最大火力を発揮出来る武器だった。これこそが彼がこの三つを扱う理由である。

　強大な威力を持ち、対応する属性の放出攻撃が出来る。

　手に持つ銃は光の属性を持つ。帝国のある街に厳重に保管されていたものだが、皇女によって智樹に渡された。

　リリ皇女はこの銃を、自らが推し進める銃器の開発にも利用出来るのではないかと考えたが、結局魔力を撃ち出す事に特化したマジックアイテムであるため、あまり開発に寄き与よする事はなかった。

　外部形状こそ似ているが、火薬式の銃とは内部構造が全く異なるので、あまり参考にならなかったのだ。

　もっとも、勇者所有の強大な神器として十分その役割を果たしてはいたが。

　智樹が放った五つの攻撃と、モーラの攻撃が同時にソフィアに降り注ぐ。

　轟音と、爆発。

　敵軍に向けて放てば、千近い兵を即死させる威力だ。

　余波による被害も考えるなら、かなり強力な攻撃と見る事が出来る。

　それが至近距離で、一箇所に集中して放たれたのだ。ギネビアの防御壁が智樹達パーティを保護していなかったら、彼らにも被害は出ていたかもしれない。

　上位竜の中でも高い防御力を誇る〝砂々波〟の力を与えられたギネビアだからこそ、一人で盾役を担えていると言えた。

「へっ。生きていれば連れ帰って俺の女に加えてやっても……」

　勝利を確信した智樹が口元を歪める。

「お兄ちゃん！　ナギをあんなにした女だよ!?　私は反対！」

「智樹様、私も反対です。あの者には危険な思想があるように見えました」

「入れるにしても、リリ様に聞いてからにした方が良いわ」

　仲間達がこぞって智樹の考えに反対する中、一人ユキナツだけは保留といった雰囲気を見せた。だがその表情はどこか苦にが々にがしい。

「おいおい、何をのんびりしている。お前達は今ソフィアとやっているのだぞ？　もっと攻撃を重ねて畳み掛けんか」

　攻撃で巻き上がった土煙で未だ視界の通らないその奥から、声が響いた。

　先ほどソフィアの後ろにいた少年である。その少年が、風ふう貌ぼうに似合わない大人びた態度で勇者達に発はっ破ぱをかける。

　当然だが彼もソフィアともども直撃、またはそれに近い攻撃を浴びたはずだ。無事でいられるわけがない。

　智樹は信じられないものを見るような目で爆煙が晴れたその場所を見た。攻撃を畳み掛けろという忠告には従わずに。

「おいおい……」

「嘘」

「ありえん」

「確かに直撃だったわよ？」

　口々に漏れる現実への否定。

「凄かったわ。ほら、さっきの拘束魔術。粉々になっちゃった」

　ソフィアが立っていた。

「それに、あれだけ属性を混ぜているのに、お互いに威力を邪魔しないんだもの。芸術的な攻撃ね。そっちのお嬢ちゃんとの連携も完璧だった。魅了なんてって馬鹿にしていたけど、結構しっかりした連携も出来るものなのね」

　準備体操のように肩を鳴らしながら剣を振っている。

「でもまあ、湖を作るほどじゃなかったわね。そういうぶっ放しの攻撃にはちょっと経験があるの。私達二人ともその防御はばっちりなのよね」

　飛竜の背で一瞬見せた獰猛な獣の眼差しを、再びその顔に宿すソフィア。

　ストレッチしているようにも見える動きが落ち着き、彼女はゆっくりと右腕を上げた。

　手にした細身の剣で智樹を指す。

「でもね？」

　ソフィアの顔全体に笑みが広がっていく。

　逆に智樹の顔は僅かに引きつったように見えた。

「少し思い出しちゃった。五割の力で撫なでてあげるくらいかって思ってたけど、これだけ出来るなら、もうちょっと上げてもいいかしら、ねっ！」

　ソフィアの姿が掻き消えた。

　否いな、消えてはいない。ただ常人が目で追うには速すぎるだけだ。

　事実、ギネビアは反応してみせた。

　智樹を守る最強の盾として、彼女はその役割を果たしたのだ。

「さあ、トモキ！　見せなさい勇者の力を！　肩慣らしだけで終わるんじゃないわよぉぉ!!」





◇◆◇◆◇






「さて、周囲は片付いた。これだけ狩って増えた剣はたったの二本。酷いものだ。レベルの高さが英雄たる条件ではないとはいえな。ソフィアは……ふむ、終わりか」

　ランサーは周りを見て頷くと、前方で暴れていたソフィアの様子を確かめる。

　静かだった。

　そこにはもう、誰もいない。

　ランサーの仕業だ。

　勇者と本格的に戦い出したソフィアの後ろで、目に付く者を皆殺しにして回った。

　目撃者を減らすという名目もあったが、大きくは彼が今の自分の力を確かめるための行動だった。

　一度ソフィアに殺されかけ、彼自身の力は相当に弱っていた。

〝魔人〟こと真と戦った時も、半分ほどしか力は戻っていなかった。

　彼に痛い目に遭わされた後、約半年ほどかけて、ようやくランサーは上位竜としての己の力を完全に取り戻したのだ。

　やっとここまで戻せたと、ランサーは満足げに頷き、ソフィアに声をかけた。

「ソフィア！　それらはどうするのだ？　勇者を殺しておけば魔王にも恩が売れる。やっておくのも良いと思うが？」

　彼女は今、四人の敗者を見つめている。

　奇跡的に誰も死んでいない。

　いや、そんな都合の良い奇跡が起きるはずがない。

　当のソフィアが誰も殺さなかっただけだ。

「……誰もがあいつのようにデタラメじゃない、って事か。中途半端に火を点つけてくれちゃって。ねえ、勇者なんでしょう!?　もっと手があるでしょう!?　立ちなさいよ！　戦いなさいよ！」

　まともに反応さえ出来ない、呻くばかりの智樹にソフィアは遠慮なく斬りつける。

　既に地に伏していてもお構いなしだ。

　腹を、胸を、腕を、足を、首を、頭を。斬られる度に痙けい攣れんするものの、彼からそれ以上の反応はない。

「やれやれ、聞こえてないか」

　ランサーがかぶりを振る。

　斬りつけられても即座に再生するため、智樹の体は綺麗なものだが、その光景はとても見ていられるものではなかった。

　本来彼を守る近衛であるギネビアは、瀕死の重傷を負って離れた場所に転がっている。

　意識があれば奇跡でもなんでも起こして智樹の所に行ったかもしれないが、意思とは無関係に痙攣するだけの彼女に、それを求めるのは酷だった。

　見開いた目に血が流れ込んでも、まばたき一つしない。全身の傷もさる事ながら、脇の傷が特に深刻だった。ぽっかりと空いた穴から血が溢れている。

　危険な状態だ。

　モーラとユキナツも似たようなもの、いや、ギネビアと比べて防御力が低い分、彼女達の方が悲ひ惨さんだった。

　両足を膝下で断たれたモーラは、右手もズタズタに切り刻まれ、土下座するような姿勢で這はい蹲つくばり、ユキナツは四肢を光剣で貫かれ、大地に磔はりつけにされ全身血ち塗まみれで身動き一つない。

　まだ三人とも息はある。

　負傷は酷いものの、帝都の治療術師の数と能力の高さから言えば、助かる状態でもある。

　ただし、この状況から逃れられればの話だが。

　かなり可能性の低い話である。それを知ってか知らずか、幾度目かの悲鳴の後、智樹が絶叫を上げて立ち上がった。

　傷を負っても瞬時に癒いやされる、夜限定の不死性を持つ智樹ならではの驚異的な動作。

　ソフィアは追撃せず、正面で立ち上がって肩を上下させる智樹をじっと見つめた。

　表情は疲労困こん憊ぱい。

　無理もない。

　夜は彼に敗北しない体、不死を与える。

　だからと言って、体を切り刻まれるのだから、ストレスにならないわけがないのだ。女神から下か賜しされた銀ぎん靴ぐつは、彼の疲労を取り去るが、心の負荷までは取り除けない。

　痛覚を消している智樹にとっても、ソフィアに延々と斬られる精神的な苦痛は耐え難いものだった。

　死んだほうがマシだと、見る者に思わせる無む慈じ悲ひな瞬間再生。

　たとえ痛みを感じないとしても、これで精神を正常に保ち続けられるとしたら常人ではない。

　智樹がまだ正気だというならば、彼の心は明らかに変質し、異常な強きょう靭じんさを得ているのだろう。

「あら、嬉しいわ。まだ何かあるの？　ねえ、トモキ君？」

「この……バケモノめ。動かない相手を何度も何度も！」

　疲労を感じさせる声。

　それでも目に宿る意思はナギの背にいた時の彼とあまり変わらない。

　睨にらむ智樹を見て、ソフィアは内心で感嘆しながら口を開く。

「動けないわけじゃないと思ったからよ。女の子達とは違って君はまだ動けるのに、動かないでやり過ごそうとしてたでしょ？　まだ何かあるんじゃないかな～って思ったのよね。あ、それから年頃の女性をバケモノ呼ばわりするのは失礼じゃないかしら？」

「……ヒューマンのくせに、魔族に味方するお前に説教される気は、ない！」

　智樹は自分の策が見事に読まれていた事に内心で舌打ちする。

　リリがこの場の状況を知る場所にいたならば、もっと良い手を使って戦いを有利に運んでくれただろうか──彼はそう考えるが、すぐに首を横に振った。

　とても倒せる相手ではないと思ったからだ。

　今の自分達にはコレを倒す手がない。

　だから三人に息がある事を確認した上で、殺されたフリをしてやり過ごすつもりでいた。

　だが、ソフィアはねちねちと智樹をいたぶり続けた。

　三人の命のリミットが迫っているのを知って智樹は焦る。

　パーティメンバーのコンディションをある程度詳細に理解出来るアイテムを持っていた彼は、三人の仲間の状態を把握していた。

　だから今まで待てたのだ。

　しかし、相手が諦めない限り、いずれ限界が訪れる。

　その崖っぷちが今だった。

「トモキ君、見せてよ。君達が持っている勇者ならではの力。まだ打ち止めじゃないでしょ？　目が死んでないわ」

「ざけやがって!!」

　智樹は悪態をついた。

　そう、ソフィアが言うように、彼にはまだ切り札がある。

　だがそれは、今は使うに使えないものだった。

　そのジレンマが彼をさらに焦らせる。

　武器を構えるでもなく、術を仕込むでもなく、ただ喚き散らす事しか出来ない。

「くそっ、くそっ、くそおお!!」

「……ふぅん、何か条件でもあるの？　あ、その娘こ達がいる事が枷かせなのね？」

　ソフィアは悪態を繰り返すばかりで反撃しようとしない智樹の意味不明な行動に、納得したように頷いた。

　自分の勘は間違ってなかったようだと、心の中でほくそ笑む。

「なん、だと？」

　見透かされた方の智樹は驚くばかりだ。

「良いわ。先に女の子達を殺せばいい？　それとも、助けてくださいって言ってみる？」

　心底面白そうに笑うソフィア。

　いつの間にか彼女に近付いてきていたランサーは、またソフィアの悪い癖くせが出たと嘆息する。

「……そいつらが死んだら、俺は死んでもお前に奥の手を見せてやらん。見たいんだろ？　だったら、俺の仲間を先に帝都に送れ。お前らにはそういう事が出来るはずだぞ」

「わ、半分当たり。そうね、私も見せてくれないのは困るし。助けてくださいって聞けないのが残念だけど、頼める？」

　ソフィアはランサーを見る。

「……よかろう。その死に損ぞこないどもを帝都に放り込めばいいのだな」

「城の前だ」

「注文が多いな。図ずう々ずうしいのも勇者の力か？」

「なんとでも言えよ」

　ランサーは智樹の狂気じみた目に侮ぶ蔑べつの笑みを向けると、相棒の頼みを受けて重傷者三名を帝都、それも城門前に移すべく姿を消す。

「約束は守ったわ。さ、見せて頂戴。女神の加護の本気を！」

「残念だったな」

　静かな智樹の声に、ソフィアが一瞬険しい表情を見せた。

「……なんですって？」

「これから見せるのは、女神の加護じゃねえ。世界を渡った者の中でも条件を満たしたごく一部だけが扱える、激レア能力だ。響ひびきにも使えねえ」

　智樹がランサーから向けられた侮蔑を、ソフィアに返す。

「ヒビキ……王国の勇者ね。ふうん、勇者は異世界から来たって話だけど、その中にもランク分けがあるの？　それはびっくり。でもそういう事なら別に構わないわ。さあ！」

「……いいさ、味わえよ。かつて俺の国を焼いた屈辱の光。この世界にも再現してやろうじゃねえか！　お前の所為だからな、覚悟しやがれ!!」

「大おお仰ぎょうね。異世界から来た者が魔人なのか、魔人が異世界から来たのか。確かめさせてくれるのなら、どうでもいいわ」

　智樹が両手を前に突き出す。

　聞いた事のない詠唱が紡つむがれていくのを黙って見つめるソフィア。

　だが剣は構えている。彼女は彼女が取りうる最大の防御を既に展開した上で、智樹の攻撃を待っていた。

　やがて智樹の両手の先に光が生まれる。

　眩まばゆいばかりに輝く、直視出来ないほど強い、光の珠たま。

　魔力のみならず智樹の生命力をも貪りながら禍まが々まがしく輝きを強めていくそれを見て、ソフィアの表情が喜色に染まる。

　かつて自らを殺しかけた〝あの一撃〟を凌ぐ威力を確信したからだ。

　智樹が術名らしき名を叫ぶ。

　瞬間──。

　二人を中心にして珠が炸さく裂れつ、夜を切り裂いて光のドームを生んだ。
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　帝都から少し離れた戦場に巨大なクレーターが出来ていた。

　さらにそのクレーターから外側のエリアも、草木一本残らずなぎ倒されて、凄せい惨さんな破壊の風景が広がっている。誰一人、何一つ動くモノがない、異様な光景だった。

　帝都までは及んでいないものの、智樹が放った一撃は、真が以前湖を作り出した時よりも酷い爪つめ痕あとを残していた。

　違っていたのはキャストとその結末。

　爆心地には男が一人倒れて意識を失っている。

　そしてもう一人。

　剣を腰に戻して青色の光に身を包んだ女が立っていた。

「随分と凶暴な奥の手だったようだな」

　何処に避難していたのか、ふわりとクレーターの外がい縁えん部ぶに降り立ったランサーが、中央に佇むソフィアとその足下に転がる勇者を一瞥した。

「御剣。ええ、あの時の魔人の矢よりも凶悪だったわ。もしもあの時に食らったのがこれだったら、私達は死んでいたわね」

「ほう、お前にそこまで言わせるとは、流石は勇者か」

「勇者……いえどうかしらね。トモキ君自身の意地だったのかもしれない」

「トモキ君とはな。お前まで魅了されたか？」

「まさか。この術──術なのかも分からないけど、極めて強力な火属性の力よ」

「火か」

「それも使い手の命をいくらか削る荒あら業わざ。でもね、どうも本当に恐ろしいのはそこじゃないみたいね」

「なんだ？」

「貴方もだけど、爆発を受けきった者、運良く助かった者、範囲外にいて直接の攻撃を逃れた者に対しても、特殊な毒か呪いが付与されている」

「!?」

「ふふふふ、勇者らしからぬ力よね。毒の炎とでも呼べば良いのかしら。来て、御剣も癒してあげるから」

「我も付与されてしまっているのか。すまぬ、頼むぞ」

　ランサーは智樹の奥の手の詳細について驚きょう愕がくしながらも、ソフィアの傍に向かった。

　そのような毒、呪いなどランサーも知らない代しろ物ものだが、ソフィアがそう言うのなら信じるに値するだろう。

　大人しくソフィアが発する青色の光を浴びる。

「ん、長いな。そこまで強力なモノなのか？」

「ええ、私もまだ完全に除去出来ていないの。念のために体を調べたら、やられているんだもの。参ったわよ」

「今のところ変調もないし、見た目にはあまり分からぬが……」

「でも確実に命を蝕むしばみ、体の根本を歪めて変質させる、凶悪なやつよ。敵も味方も関係なし。彼自身だけは除外されているみたいだけど。素敵な力よね、トモキ君は確かニュークスとか言っていたっけ」

「敵も味方もか。確かにお前好みだな、そのニュークスとかいう術は。それでトモキ君か。飛竜を巻き添えにされて、お前が機嫌を悪くしているかと不安だったが、その心配は必要なさそうだ」

「飛竜か、残念だけど、良いモノを見られたからそれでよし。さってと……途切れた念話を繋げて、と。あ、御剣。そこに転がってる勇者様には手を出さないでね。その子、面白そうだからまだ殺さないわ」

「まだ、か。まあお前のその余裕なら特に障害になる者でもなさそうだ。我は構わん」

　ソフィアは大きく伸びをして気持ちよさそうに目を閉じた。

（ロナー、聞こえる？）

（凄まじい魔力を感じたわよ!?　念話は切れるし部隊から連絡もない。一体何がどうなっているの？）

　ソフィアは念話に即答した魔将ロナの慌てぶりにクスクス笑いながら事の説明をする。

　もちろん、適当にはぐらかして。

（トモキ君と戦ってたら奥の手を使ってきてね。で、その凄まじい魔力は彼の一撃ってわけ。参った参った。とても他の部隊に気を回せる状態じゃなくてね。ああ、夜の回復能力は本当にその通りだったわよ。あえて訂正するなら、回復というより不死に近いと思うわ）

（奥の手!?　それはどんな？）

　ソフィアの一言にロナが敏感に反応する。

（かなり広範囲の火属性魔術だったみたい。ただし超広域かつ超威力よ。範囲と威力が両立してるから始末が悪いわね）

（理不尽な。勇者には術の基本概念なんて関係ないのね。それで勇者はどうなったの？　仕留めた？）

　ロナに問われ、ソフィアは視線を下げて意識を失ったままの智樹に目をやった。

　規則正しく胸が上下していて、彼の命が無事なのは見て取れる。

（残念だけど、逃げられちゃった。ごめんなさい）

（……そう。でも、奥の手まで引き出せたなら十分よ。お疲れ様）

（詳細な範囲は後でクレーターを確かめると良いわ。その外もかなり被害が出ているから、大体の効果範囲は確認出来るんじゃないかしら）

（ありがとう。すぐに部下を向かわせるわ。貴方達は一度ステラに戻ってくれる？）

（ええ、私も相当疲れたもの。休ませてもら──）

　ソフィアからの念話が唐突に止まる。

　妨害などではない。ただ口ごもった感じだった。

（ソフィア？）

　不審に思ったロナはソフィアに呼びかけたが、反応はない。

「御剣、見たわね？」

（御剣、見たわね？）

　少し間が空いた後、ソフィアが念話と発言を重ねる。

　普段なら念話を切断してから発言しただろう。彼女には珍しいミスだ。

　ロナは念話に応じようとしたが、一瞬考えてやめた。

　念話を切り忘れたソフィアが何か決定的な情報を漏らす可能性に気付いたからだ。

　ロナは息を潜めて次の言葉を待つ。

「ああ、確かに見た。あれは奴だ」

　ランサーがソフィアと同じ方向の空を見上げて呟く。

　今しがた、金色に輝く光の帯が途中で輝きを失ってリミアに降ふった。

　二人が以前見たものと完全に同じではなかったが、苦い記憶が蘇よみがえる。

「ええ、間違いない。今の状況ならリミア王都ね。もう力も戻ってるんだから、飛べるわよね御剣」

（ええ、間違いない。今の状況ならリミア王都ね。もう力も戻ってるんだから、飛べるわよね御剣）

「ああ、リミアまでなら三十分もかからんよ。ヒューマンの苦境に再び現れるか。やはり奴はヒューマンの守護者か？」

「さて、どうかしらね。でも……宿願の前に奴を殺す、またとない機会じゃない」

（さて、どうかしらね。でも……宿願の前に奴を殺す、またとない機会じゃない）

　二人が何の事を話しているのか、ロナにはまだ詳細が掴めない。

　ただソフィアが漏らした念話から、リミアの王都で展開されている作戦に何か不確定要素が増えた事だけは知れた。

「その通りだ。ソフィア、行くぞ。奴を討つ」

「待ってなさい、魔人。今日こそお前を排除、殺してあげる」

（待ってなさい、魔人。今日こそお前を排除、殺してあげる）

　ロナは声を上げそうになるのを必死で抑えて、静かに念話を切断した。

　なんという事か。

　まさか最大の不安要素が、ロッツガルドでも帝都でもなく、最も確実に成功させたい王都に出現するなんて。

　既にステラに戻っていたロナは、頭を抱えた。

　王都からは念話による報告が常になされる手て筈はずになっている。

　まだ特に報告はないが、間もなく詳しい情報が入るはず。

　ロナはプラス材料も加味しながらその時を待つ。

「あの化け物二人が魔人の相手をしてくれるなら、最優先事項であるヒビキの殺害はまだ十分に達成可能なはず。それにイオの部隊ともすぐに連絡が取れるようにしている。だから──」

　イオが念話を苦手としているとは言っても、彼の部隊の者が一人も念話を使えないわけではないのだ。

　それほどのタイムラグはなく、王都の状況は掴めるはずである。

（ロナ様）

　──来た！

　ロナは今日一番の集中力を使って応対する。

（報告を始めて）

（はっ！　ただ今王都にて勇者討とう伐ばつ作戦を進行中。イオ様とヒビキが交戦を開始。戦闘はこちらに優位な状況です）

（……）

　良い報告だ。既に交戦開始しているのなら、あのイオの事だ。間違いはないとロナは考えていた。

　黙って報告の続きを聞く。

（損そん耗もうも激しいながら、我らも王都の部隊と渡り合えております。が──）

　そこで部下が言い淀よどむ。

（続けて）

（はい、王城に謎の光が突き刺さるのを確認しました。イオ様の側近を務める者からの報告では、金色の光か闇に似た何かなのかはっきりしませんが、〝それ〟から乱入者が現れたようです！）

（数は？　名前は？　どこの所属か立場は表明しているの？）

（桁けた外はずれに魔力の高いリッチと、真っ白な人型の存在の二名。それ以上は一切不明と報告が入っております）

（人型の存在!?　ヒューマンではないの？）

　曖昧な報告に苛立つロナ。

　リッチという言葉には少し引っ掛かりを覚えたものの、それよりも気がかりなのは人型の存在。

　もしもソフィア達の言葉を信じるのなら、それは魔人──現在最悪の不安要素である可能性が高いのだから。

（分かりません、我々も加勢出来れば良いのですが、抵抗が激しくなかなか均きん衡こうを崩せません）

（くっ……いいわ、ご苦労様。引き続き、イオ将軍のサポートをお願い）

（はっ、命を尽くして任務にあたります！）

　念話が終わる。

　リッチとともに現れた白い人型。

　魔人なのか、それとも別の何かか。

　いやそんな事よりも、敵か味方か。

　ロナは立ち上がる。

　ステラを固めている場合ではないと悟った顔だった。

　帝国攻めを終え、後はイオの首尾を待つだけだったロナは、砦に残る僅かな兵に指示を与えると、王都に向けて転移を繰り返す。

　再出撃の疲れなど気にしている場合ではない。

　彼女にとって、いや、魔族にとって極めて重要な作戦の成否がかかっているのだから。














３






　突然始まった魔族による王都への侵攻。

　王国の勇者、音おと無なし響は強い焦りと不安を抱きながら、それでも気き丈じょうに振る舞っていた。

　リミアの王都は魔族の勢力圏との境界に近い位置にあり、常に魔族の侵攻に対して不安を抱えている。響は何度か王都、もしくはその機能だけでも別の場所に移転する案を出していた。

　しかし、貴族達の反発や歴史的な問題からそれらが聞き届けられる事はなく、結局この日を迎えてしまった。

　先のステラ砦攻略戦の際に、危うく王都が戦火に巻き込まれる可能性もあったというのに。その反省を活かせない事に響は内心苛立っていた。

（戦争をしているのよ？　もし負けて、この街や城を焼かれてしまったなら、歴史なんてもの自体が意味を失うかもしれないっていうのに）

　響が戦争をよく知っているかといえば、それは違う。

　彼女はあくまで平和な日本から召喚されたにすぎず、戦争の経験ならこの世界の軍人や貴族の方がはるかに身近だろう。

　だが、これほどの苦戦を強しいられてなお、魔族を格下に見る風ふう潮ちょうは依然として存在している。特に有力な貴族や国の上層部に位置する者ほど、魔族の脅威にどこか楽観的だった。

　魔族をただ下等な種族とみなしただけの、根拠のない楽観。

　それが響にはもどかしい。

　王や一部の貴族を中心に、魔族の脅威への認識が広まり、これまでの思考への批判が芽生えつつあるものの、まだ国を変えるには至っていなかった。

　いくら響にとって望ましい方向に向かいつつあっても、間に合わなければなんの意味もないのだ。

「響！　城門に取り付かれた！　奴ら、あの数で本気で城を落とす気でいるぞ！」

　パーティの仲間である騎士、ベルダが事態のさらなる悪化を伝えてきた。

　今、この王都には絶対的な命令を下せる王がいない。

　学園都市ロッツガルドの行事に参加しているためである。

　一年に一度の学園祭。

　本来なら、ステラ砦奪還のため前線に部隊を送っているこのタイミングで、王自らが出向くほどの行事ではない。

　しかし、今年はグリトニア帝国から皇女リリがこの学園祭に参加するという情報があった。

　王国と帝国はともに魔族相手に前線を構築する同盟国でありながら、同時にライバル関係でもある。

　実質的に帝国の勇者に最も影響力があると思われる大物の不可解な行動は、王国としても看かん過か出来ないため、結局学園祭には諸々の牽けん制せいも込めて王自らが出向く事になった。

　響が行ってもよかったのだが、ステラを攻める直接の戦力でもある彼女が向かう必要はないと判断された。

　それにステラ砦へは、こちらが攻める側。

　魔族は砦に篭って堅い守りを敷いている。つまり、攻撃を仕掛けるタイミングはヒューマン側、王国と帝国で決められると思っていた。

　学園祭が終わってから攻める事にすれば問題ない、と判断してしまったのだ。

（その結果がコレ、魔族からの侵攻。私も全く予想してなかったけど、経緯が最悪よ。ヒューマン同士で足を引っ張りあって隙を見せた挙あげ句くに……なんだから）

　どういう手段を使ってか、魔族はリミア王国軍が前線に配置した部隊をすり抜けて、突然星湖の畔ほとりに現れた。

　とんでもない事だ。

　星湖は王都からそれほど離れていない場所にある、魔人と呼ばれる謎の存在によって最近作られた湖だ。

　星湖が誕生したきっかけは、ヒューマンと魔族、多くの兵を巻き込んだ、未だに詳細がわからない無慈悲で強大な一撃だったが、これによってその時魔族が企てていた王都への奇襲は未然に防がれた。

　手痛い教訓を思い出させてくれる存在でもある。

　速度次第だが、星湖から王都までの行軍は数時間。

　至近距離と言ってもよい。

　こんな奇襲が国境近くの街ではなく、王都に対して成立してしまう事に、響は驚愕した。

　今の王国は言ってみれば臨戦態勢。数日以内にステラ砦に攻撃を仕掛けるという緊張状態にある。決して軍隊が油断し、弛し緩かんしきっていたわけではない。

　警戒も相当力を入れていたはずだった。

　それなのに、こうもあっさりと魔族の部隊に侵攻を許してしまった。

　魔族が使う念話の技術の高さにも驚かされたが、今回の一件を見ても念話に限らず魔族の技術はヒューマンを大きく上回っているのではないかと響は思う。

　実際、王国でも念話の改良を行うように指示が出されたが、未だに目に見える効果は上がっていない。

（いくら魔族に対してヒューマンが数や個体の地力で勝まさるとはいえ、本当にこれだけ技術に差があったら……）

　響の思考が厳しい戦局の分析に沈んでいく。

「冒険者達が退路を確保してくれています。響様、ベルダ殿、それにチヤ。早くそちらへ」

　ベルダとは違う男性の声が、響の意識を現実に引き戻した。

　宮廷魔術師のウーディ。

　リミアに存在する魔術師で彼以上の実力者はいない。

　実力でも知識でも、また研究者としても、その名を世界に知られる存在だ。

「退ひく？　退けるの、この状況で？」

「響様、どうかご理解を。敵の動きがあまりにも速い。ここは一度王都から退くべきです。周辺都市とステラに向かわせた軍を集結させた後、改めて王都を包囲、奪還するのが最良と考えます」

「……へえ、ウーディ。一時とはいえ、歴史ある王都を魔族に明け渡していいの？」

「……響様、皮肉はおやめください。今ここに王はおらず、歴史と伝統を叫ぶ馬鹿どもは既に逃亡。この城で今一番発言力を持つのは我々です。この際、結果をもって奴らを黙らせれば良いかと。そしてこの場での防衛戦は最早無謀です」

　しかるべき者の耳に入れば、ウーディといえども責任を問われかねない大胆な発言だが、彼は顔色一つ変えずに言ってのけた。

「だから王都を、せめて政治機能だけでもホープレイズ領辺りに移すべきだって言ったのに。大貴族に利する行為でさえ足の引っ張りあいがあるんだもの、たまらないわ」

「イルムガンド殿辺りは、かなり乗り気だったのですが」

「イルム君か。彼がいる学園都市でも何か起きてるのよね……。この緊急事態は既に陛下達に伝わっているらしいけど、情報が遅くて嫌になるわ。こういう時は念話の不便さを感じるわね。スマホとまでは言わないから、通話が出来るケータイさえあれば……！」

　懐かしい青年の名が出た事で、響の表情が少しだけ穏やかなものになる。

「携帯電話、でしたか。響様の国ほど技術が発達していないので、そればかりは。今は皆が無事である事を祈るほかありませんな」

　現状、学園都市と王国の間の情報共有はかなり不足している。携帯電話があれば、と響がぼやくのも彼女の感覚では無理もない事だった。

　今一番発言力を持つのは我々──響は魔術師の言葉を反はん芻すうする。

　それは、彼女の仲間のベルダを指しての事と見て間違いないだろう。

　ウーディはまだバレていないと思っているらしいが、響はベルダがこの国の王子である事を既に知っている。元より隠しきれるような事ではないのだから当然だ。

　だが彼女は特にその事を追及はしていない。

　ベルダは優秀な仲間だったし、何よりも彼が同行しているお蔭で自分達の裁量が増えているという事にも気付いていたからだ。

　無理に追及してもメリットがないと響は判断していた。

「そうね、ごめんなさい。で、ウーディ。勝算は？」

　ウーディは一度この部屋にいる一同を見回し、深く頷く。

「十分に。迅速に奇襲するためか、部隊を隠蔽出来る数の限界かは分かりませんが、少なくとも奴らの規模は王都を完全に掌しょう握あく出来るほどではありません。加えて王都は我らの庭。隠し通路や脱出方法も熟知しています。態勢さえ立て直せば、確実に殲滅出来るかと」

「確かにな。奴ら闇やみ雲くもに城に突っ込んできている。一度かわして囲む方が被害は少ないか。相手の特攻にわざわざ付き合うのも馬鹿らしい」

　ベルダもウーディの意見に賛同を示す。

「そういう事です、ベルダ殿。奴らも城の守りに回ってしまえば、これまでと同じ機動力は発揮出来ないはず。こうなれば王の不在はむしろ好都合。あとは響様と我々が脱出すれば……」

「ね、ねえ」

　ベルダとウーディの会話に、この集まりでは一番年齢の低い少女が遠慮がちに言葉を挟む。

　ローレル連邦の巫女、チヤだ。

　彼女は響を慕したって行動を共にしている。この勇者パーティへの同行はリミア王国とローレル連邦の間に外交上の問題を生じさせてもいるが、巫女としての実力は高い。

　響達の回復と支援、場合によっては攻撃時の火力担当としても活躍する、パーティに欠かせない存在である。

「チヤちゃん。どうしたの？」

　響がチヤに言葉の先を促うながす。

「うん。私達が逃げちゃったら、街の人はどうなるの？」

「……」

「……」

「……」

　チヤの問いに即座に答える事が出来る者はいなかった。

　いや、答えは分かっているが言えなかった、というのが正解だった。

　逃げ遅れた者の末まつ路ろは、考えるまでもない。

「チヤちゃん。よく聞いて」

「う、うん」

　響は、自分に言い聞かせるようにゆっくりと口を開いた。

「この街も、国も。絶対に魔族には渡せない。そうしないために、これまでも沢山の命が失われてきたの。私達はその人達の想いを背負わなければいけないし、それから逃げても駄目」

「……」

「この戦争に勝つ。魔族の侵攻を止めて平和を手に入れる。それを私達は生きて、それを成し遂げないといけない。だからどれほど辛い事でも、耐えなくちゃいけないの」

「……ナバールお姉ちゃんの事？」

「……うん。それもあるよ。だから──」

「響、まだいるか!?　いたか！　良かった！」

　チヤを諭す響の言葉を遮さえぎって、新たに部屋に駆け込んできた男が呼びかける。

　この夏、響がツィーゲに滞在した際、彼女の考えに共感して魔族と戦うためにリミアに一緒に来てくれた、高レベルの冒険者達のリーダーだった。

「わりい、ウーディさん。退路の確保、ちょっとまずいかもしれん。向かっていた連中から連絡が途と絶だえちまってな。それでこうして俺が来たんだが、まだ無事で良かった」

　冒険者の報告に、ウーディの表情が僅かに曇る。

「……頼んでおいた住民の避難、どの程度進んでいる？」

　ウーディが彼に頼んだ仕事の途中経過を尋ねる。響からの頼みをそのまま伝えただけだが、ウーディにも気になる事だった。彼の家族もまたその中に入っているからに他ならない。

　ただし、妻と子供は、と聞かないだけの自制心は働いていた。

「難しい。いいとこ三割、それで精一杯だ。そこら中で火事が起きてパニック状態だからな。一応、何人か割いて引き続き避難の誘導をさせてはいるが、多分、最終的にも五割はいかねえな。そこまでいければ上等、ってとこだろう。唯一の救いは魔族の連中の練度の高さかね」

「魔族の練度が救い？　どういう事？」

　響にはそれが矛む盾じゅんする言葉に思えて、男に聞き返す。

「……ここを攻めている連中にも、オークやゴブリンって奴らが少なからずいる」

　男が口にしたオーク、ゴブリンといった名前には、どこか侮蔑的な響きが含まれていたが、これは当然だ。

　高位の魔物や特殊な能力を持った亜人に使役される事もある彼らは、基本的に本能に忠実で、その行動はとにかく醜しゅう悪あく。魔物を殺す事に抵抗がある者でも、オークやゴブリンなら殺せるというくらい嫌われている存在だった。

「ええ、そうでしょうね」

「だが、この王都では略奪や女が犯されたりなんて事は、俺が見てきた限りじゃあ……ない」

「ない!?」

　響も彼らの欲望に忠実な行動をよく目にしてきたし、それらを数え切れないほど斬ってきた。それゆえ、男の言葉がにわかに信じられなかった。

「そうだ。あいつらですらきっちり統率されていて、防衛部隊や目についた住民以外は相手にせず、城を目指して突き進んでいやがる」

「……」

「正直驚いた。避難を促す側としては幾分楽なんだが、正面切って相手をする軍としては数倍厄介だろうと思うぜ」

「なら、住民はそれなりに無事なのね？」

「いや、そうとも言い切れん。犯しも奪いもしないが、目についた奴は徹底的に殺しにかかっている。隠れれば助かりやすいが、見つかればそう簡単には逃げられないだろうな」

「っ」

　ゴブリン達の手に掛かる住民を思って、たまらず響は目を伏せる。

「とにかく。この状況を打破するなら包囲しかねえと俺も思う。一度王都の外に出るべきだな」

「でも退路は……」

「だからウーディさんにそれを聞きに来たんだ。なあ、城からこっそり街に出られるような道はないか？　この際、混乱に乗じて街を一気に駆け抜けた方が目がありそうだ。それであんたらを逃がしたいと思うんだが」

「……なるほど、その方が不安要素は少ない、か。確かに一気に抜けるなら私やチヤがいる分、王都で暴れている連中よりもこちらに分がある」

　男に話を振られて、ウーディも真剣に検討しはじめる。

　退路の確保に向かった者達と連絡が途絶える事が、イコール緊急事態ではない。

　だが、なんらかの意図のもとに念話を妨害されている可能性を考慮すると、確保された退路には問題があると考えた方が良かった。

「ああ。俺らが王都を出たら、防衛に回っている連中にも念話を出して一気に散開させる。出来るだけ急ぎたい」

「分かった。案内しよう。それから、今戦っている部隊は徐々に下がらせてくれていい。他の部隊には私から連絡を回す。最終的にはこの謁えっ見けんの間まで下がるといい。ここは半端な事では壊れないし、強力な支援結界もある。しばらくは耐えられるはずだ」

「助かるぜ。すぐに伝える」

　男とウーディがそれぞれ念話を始める。

　響はややナーバスになっているチヤの肩に手を置いて、静かに脱出の時を待った。




　ふと、響は床が小さく振動しているのを感じ取った。

　同じく異常を感じたベルダが臨戦態勢を取って備える。

「っ、なんだ？　響、気をつけろ。何か振動を感じる」

　床の振動は徐々に大きくなっている。

　響もチヤを庇かばうように剣を抜き、ベルダとは違う方向に備えた。

　念話を終えたウーディも、こちらの異常を察したようだ。彼には何か思うところがあったのか、王の玉ぎょく座ざに続く階段の中ほどを見つめて小さく呟いた。

「まさか、そんな」

　そして。

　彼が見つめたまさにその場所が、轟音と共に爆散した。

　幾つかの破片が響達の方に飛んできたが、彼女は難なくこれらを迎撃する。

　だが、もうもうと上がる煙から出てくる影を見て、響は身を強こわ張ばらせた。

　彼女はそれが何者か知っていた。

「普通は退路を確保させてやれば、追われた者は大体そちらに縋すがるものだが。この場合、元よりここで迎撃するつもりだったと見るべきかな、勇者響」

「冗談……。イオ、ステラを空っぽにしてきたってわけ？」

　タチの悪い冗談を見ているように顔をしかめて、響は聞き覚えのある声に応じる。

　土煙の中から四腕の巨体が露あらわになり、姿を確認した者達に緊張が走った。

「攻撃と守備は常に変動するものだ。砦を持つ側が守っているからといって、いつまでも攻めぬと約束しているものでもなかろう？」

「今私達が砦を攻めれば、帰る場所を失うわよ。いいのかしら？」

「ハッタリのつもりか？　ステラに向かった部隊は既にこちらに戻るべく慌てて動き始めているようだが？」

　圧倒的な戦況把握能力の差。

　響は苦々しい表情で唇を噛かむ。

　ブラフ一つかけられない。

「それで？　そんな場所からモグラみたいに出てきた意味は？」

　響がイオに投げかけたその問いに、ウーディが躊躇ためらいがちに答えた。

「……響様、あそこは私達が使おうとしていた退路です」

「っ！」

「そのようだな。しばらく待っておったが一向に来ないのでな。こちらから出向いた」

「……こちらの兵がいたはずだけど？」

「ああ、いたな」

「彼らは？」

「聞くか、それを？」

　呆れたような魔将の言葉。

「イオ、お前はまた……私の仲間をっ」

　響の声が怒りに震える。

「それは流石に筋違いと言うものだろう、勇者よ。彼らは元々ツィーゲにいた冒険者ではないか。この戦いに彼らを巻き込んだのは他でもない、お前だ。そこにいる男も、確かツィーゲの冒険者だな。辺境を探索している分には、我らもさして気にしなかったものを」

　イオの言葉はある意味正しい。殺したイオ自身が言うべきものではないが。

「ほお、魔将ともあろう者がツィーゲの冒険者には随分と寛かん容ようなんだな？」

　目を向けられた男が額ひたいから汗を流しながら、大げさな身振りを添えてイオに応じる。

　だが対峙した瞬間、彼には実力差が分かってしまった。遠目にでも見かけたら全力で逃げなくてはいけないクラス。彼が冒険者として動くなら、逃げる以外の選択肢はない相手。

　魔将イオはそのレベルの存在だった。

「……ツィーゲの冒険者はその多くが過酷な荒野に赴く挑戦者。お前達と、彼の地のベースに拠点を置く冒険者達には陛へい下かも敬意を持っておる。ゆえに我らに剣を向けぬ限りは、こちらも手を出さぬよ」

「そりゃあ……どうも」

「お前達の中には魔族や亜人、魔物に偏見を抱かぬ者もいる。それは我々にとっては評価に値する事だ。あの者達もリミアなどに来なければ死ぬ事もなかっただろうに。残念だ」

「お前さんが来た方向にゃあ、それなりの奴らがいたんだがな？」

「強かったぞ。何より連携を前提とした戦い方が見事だった。冬の間、部下に教える事が増えた。作戦中ゆえ彼らを弔とむらう事は出来んが、感謝している」

　手に負えない。男はそう結論を出した。

　とんでもない実力に余裕。隙など一切見えない。会話中でさえ、動く切っ掛けを与えてもらえなかった。これが魔将かと感心するばかりだ。

「響、こりゃあ分が悪い。ここが支援結界の中でも、こいつとまともに勝負しちゃいけねえ」

　男はイオから視線を外せぬまま、響に忠告した。

「おっと、それは困る。響よ、お前にはここで私と戦い、死んでもらう。なに、支援結界ごときは地の利と思ってくれてやる」

　その体を黒く染めるイオ。

　かつてステラ砦で剣士ナバールを失った経験が響の中に蘇る。

　苦く、重い記憶だ。

　同時に抑えがたい怒りも湧き上がってくるが、流されぬよう、静かに息を吐いた。

「……悪いわね。ここで貴方とやる気はないわ」

「選択肢はない。お前がここから逃げたとあっては、私としても決死の覚悟でここに来た部下を抑えきれない。後にお前達がここを包囲した時、生きた住民は一人もいないであろうな。それに逃げた者が包囲に加わるというなら、これも見逃せん。全力で追わねばならんな」

「──っ!?　汚いわね、流石は魔族。卑ひ怯きょうなんて言葉は知らないか」

　精一杯の挑発。

　イオという男にそれが通用するかは別にして、響はそれを口にせずにはいられなかった。

「もちろん、恥ずべき事として知っている……武人としてはな。が、今の私は魔族を率いる将。軍人としてここにいる」

「民間人を殺すのが軍人!?」

「これはただの国同士の戦争ではない。種族と種族の戦争だ。その終わりはどちらかの滅亡か未来なき隷れい従じゅう。お前とてそれは薄々感じているだろう？　それとも、お前達は魔物の集落を潰す時に相手が兵か民かを気にするのか？」

「……」

「こちらも必死という事だ。さあ、どうする？　私に追われながらそれでも逃げるか。ここで私を討つ僅かな可能性に賭けるか。好きに決めろ。無論、私は勝手に始めさせてもらう！」

　イオの黒き体が響達に迫る。

　その四つの腕には意い匠しょうを凝こらした手てっ甲こうが装着されていた。

　響は決断を迫られている。
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　澪は膝を突いていた。

　彼女が相あい対たいするのは、下半身を蛇のようにうねらせる魔将レフト。

　澪が身につけていた着物は大きく損傷し、肌が露わになっている。

　しかし、当の澪の表情に焦りや怒りはない。

　彼女はチロリと唇を舐めて立ち上がる。

　その顔には喜びが浮かんでいた。

「分からん。お前の攻撃はもう私には効かないというのに。我が〝反射〟の前にまだ何か手があるとでも言うのか？」

「ありませんわね。はじめはいいようにやられていて、図ずう体たいだけの雑魚かと失望もしましたが、私の攻撃を分析していたとは驚きです。褒めてあげましょう」

「……理解出来ぬ。お前には撃つか斬るか殴るしか攻撃の手がない。何故全てを封じられてもまだ立ち上がる。その回復能力も明らかに常じょう軌きを逸している」

　レフトは澪の攻撃をその身で受けて、時間をかけて分析した。

　彼女が使う数種の攻撃全てを把握し、対応し、彼特有の能力である反射の枠におさめた。

　次にレフトは、澪自身を見定めようとしているが、澪はどうにも彼に理解出来ない行動をしていた。

　ただ反射される攻撃を繰り返すばかり。まるで子供が癇癪を起こしたかのようにも見えるが、彼女には一つの焦りもない。

　とうとう、レフトは澪に疑問を投げかけた。

　異様な行動の理由を知りたかった。

「私が使うと決めたのはワルサーとスミス＆ウェッソンなんですから。あとは鉄をも斬り裂く無双の斬撃くらいですか。身のこなしは練習中のものですしねえ……」

「……何を言っているのかまるで分からん」

「装弾数も六と八ですから合わせても十四でしょう、剣は無制限と言えば無制限ですけれど……」

　澪は指折り何かを数える。

「それはお前が諦めない理由に関係があるのか？」

「あら、ワルサーはもう一発いけるんでしたっけ？」

「理解しようとしたのが間違いだったようだな。もういい。死ぬまで続けると言うのなら付き合おう」

「ん、確かもう一発はいけた気がしますわ。今回は撃ちましょう」

　澪は左手の人差し指と中指をレフトに向ける。
















「またそれか。闇属性にしては結構な威力だが、もう私には……」

　彼女の手から闇の弾が螺ら旋せん状の回転と共に撃ち出され、レフトに命中する。

　確かに命中した。

　だが、その瞬間吹っ飛ばされたのは澪の方だった。

　レフトの左胸に当たったはずの攻撃は、何故か澪の胸に穴を空けていた。

「……何度やっても面白いです。私には到底真似出来ない感じですわ。凄く複雑な計算をこなしているのが弱点ですけど」

　何事もなく立ち上がる澪。

　胸に空いた穴はあっという間に塞ふさがってしまった。

　何度目かの驚きに、レフトの目が大きく見開かれる。否、今回は彼女の言葉にも反応しているようだった。

「見抜くか。しかしなんという再生速度。お前、間違いなくヒューマンではないな。しかし、ならば何故魔王様に反逆するのか」

「全部撃ったし、これでリロードすれば元通りですね、さあ、左の九発と右の六発、それに斬撃。次も反射しきれますか？」

「無駄だ。何度やっても──」

「私はこれしかしませんわ。貴方への敬意を表して、これ以外の攻撃はしません。何度やっても、と貴方は言いましたけど……何度でも、ですわ。でもこの勝負、そのように貴方が優ゆう越えつ感かんに浸ひたるような代物じゃない事にまだ気付きません？」

　澪はくすりと笑う。

　レフトが対応した三種類の攻撃は、澪が夏の間に得た最も分かりやすい形の力ともいえる。

　真に聞いた銃の概念から生み出した、二つの名銃の名をつけた闇の銃弾。

　そして最初に身につけた斬撃を放つ術。

　彼女は彼女なりのルールを作って、これらの術を用いる事を楽しんでいた。

　もしもケリュネオンでの戦況がもっと悪かったなら、澪は手段を問わずにレフトを殺しただろう。

　しかしケリュネオンの戦況は圧倒的だった。

　亜空勢の百は魔族の二千を容易たやすく上回った。周辺から少しずつ集まる援軍も次々に蹴散らしている。

　ならば澪は、レフトが使う芸術的とも言える不思議な戦法を見極めてやろうと思っていた。

　そう、レフトは澪を見定めているようで、実のところは澪に見定められていた。

　澪は決して諦めずに立ち上がっているのではない。じっと観察しているのだ。

　レフトの方こそ、後がないのである。

「なんだと？」

「貴方はその芸術的な反射を続けなさい。もし続けられなくなったら、それが敗北の時。外はもう決しましたし、ね」

「馬鹿な、こんな短時間で我らが負けるなど……デタラメを」

「その様子を見る事も、貴方には出来ませんわ。では、いきますわよ？」

「くっ……ならばお前だけでも！　お前とて無限に再生するわけではあるまい！　何十でも何百でも返してみせる！」

「受け止め損ねたら、そこで死にますよ？　頑張りなさい。ええ、あと数千回耐えればお前にも勝ち目はありますから」

　闇の銃弾と斬撃が幾分広くなった空間に走り、その度に澪の体に穴が空いて壁に打ちつけられる。

　なのに攻撃は止まない。

　奇妙な戦いは続く。




「やれやれ。しかし澪が戦いを楽しむとは珍しいのう。あの反射をモノにする気でいるのか？　儂の方はまったく歯応えのない雑魚ばかりじゃったし……」

　丘の頂いただきから澪の様子を覗き見た巴が肩を竦める。

　ハイランドオークとミスティオリザードの部隊は容赦なく敵を蹂躙し尽くした。

　お蔭で巴にはやる事が残っていない。

　澪の戦いに加わる手もあるが、彼女の様子を見る限り、下手に手を出せば後で恨うらまれかねないと巴は思った。

「ふむ……若の方に行くのも良いが……この際じゃ。雑用でもしておくか。適当に国境辺りを割っておけば、後の面倒も少なかろう。橋を架ける程度はさした手間でもないから、分かりやすい境があった方が良いじゃろ。うむ、そうしよう」

　巴の姿が丘から消える。

　累るい々るいと積み重なった死体の山を残して。
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「姿を隠せる物、ですか」

　周囲と隔絶された闇の空間の中で、識が首を捻る。

「そう。だってこの姿のままリミアに行っちゃったら、商人のライドウだってすぐに分かっちゃうだろう？」

「確かに」

「そうしたら、ロッツガルドで折角巴や皆が頑張ってくれたのが全部パーになるかもしれない。あの女神がその辺りを考慮してくれるわけもないし」

「こうなってしまった以上、当初の目的通りというのは難しいと思いますが」

「識はさ、契約前の姿を纏まとえばいいでしょ。前にやってたじゃない。巴や澪は元の姿には戻れないって言ってたのに、識は器用だよね」

「……ええ、そうですな。私はそれでいけますが、若様は」

　王都に突っ込んだ闇の塊かたまり。

　その中で僕は姿を隠す方法ついて識と相談していた。

　仮面は持ってきてないし、素顔だとまずい。

　でも早く出ないとこれまた状況が分からないし、と。

　女神が準備時間もロクにくれなかった所為で大いに困っている。

「何かないかな？」

「どんなものでも、と仰るなら一応あるにはありますが」

「この際、なんでも良いよ」

「では、これを」

　そう言って識が取り出したのは、手のひらに収まるくらいの長細い筒状の物体。

「っ!?　なんで識がこれを持ってる!?」

「流石に捨てるのは忍びないと思いまして、若様が投げ捨てた時に拾っておきました」

「余計な……いや、今となってはファインプレー？」

「悪いものではありませんしね」

　それは以前、澪が嬉々として僕に渡してきた……変身アイテムだ。

　スイッチを押せば一瞬で全身フル装備の特撮ヒーローになれる狂ったアイテム。

　僕とは能力的な相性も良くなくて、結局使ってなかったんだけど、日本で売り出せば大人気かも。

　というか、亜空で言われるままにスイッチを押したら皆の前で変身、強制的にコスプレ姿を披ひ露ろうさせられた。

　それを初めて見た亜空の皆は新しい全身鎧だと思って感心してくれたけど、僕はそれが何をモチーフにして作られたかをはっきり分かってるわけで。恐ろしい不意打ちを食らった感じだった。

　怒り半分羞しゅう恥ち半分で思いっきり投げ捨てちゃったのに、まさか識が拾っていたなんてなあ。

「若様、壁が解けます。ご用意は」

　既にかつてのリッチの姿になった識が僕を促す。

　……使うしかないか。

　勇者がいるとなると恥ずかしさも倍増だけど、正体がバレるよりははるかにマシだ。

　覚悟を決めて、短めのボールペンみたいな装置のスイッチを押す。

「おっけー。あれ、色が……」

　メタリックな全身スーツの各所に装着された、メカ的なゴツいパーツ。肩や脚部を覆う装甲部分の未来的なデザインに反して、どこかコミカルとも言える顔つきがアンバランスだ。

　以前亜空で見たのと同じ、ヒーローショー全開の姿だが、その基調となる色だけは異なっていた。

「以前は青でしたのに、今回は白ですな。スーツ自体の能力はあまり変わっていないようですが」

「白って、白って……」

　白って……なんか、青だった時よりも恥ずかしい。

　変身後の能力は、僕にとっては防御力ダウンに攻撃力アップ。逆なら嬉しかったんだけどなあ。

　大体変身して防御力ダウンとか、誰得なんだか……。

　まもなく識の言葉通り、僕達を覆う黒い壁に大きくヒビが入り、砕け散った。

「行こうか」

「はい、若様。御身は私が全力でお守り致します！」

　やる気を漲みなぎらせている識を横目に、僕は一歩前に出る。

　識だけじゃなくて、今回は僕も戦う気でここにいるけどね。そういう意味では僕の初めての戦場になるのかもしれない。

　ともあれ、僕こと白い特撮野郎と、黒地に金の刺し繍しゅうで文様が描かれた豪ごう奢しゃなローブを纏った骸がい骨こつが、戦場と思しき場所に出た。

　屋外を想像していたけど、意外にも周囲は壁で覆われている。

　比較的広いホールのような場所で、装飾や調度品の豪華さから判断すると多分城の中。壁際の一段高い場所に玉座らしき物もある。……破壊されて残骸と化しているけど。

　王様がいる謁見の間か何かかな。

　奥には魔族の部隊に囲まれたヒューマンが数人。かなり追い詰められているみたいだ。

　それにしても、戦闘の真っ最中にこんな格好した奴が現れたら、皆どんな反応するんだろう。僕だったら多分目が点になるな。うん、間違いない。

「……」

　案の定。

　この場にいる人数はそれほど多くはないが、全員漏れなく言葉を失って僕らを凝ぎょう視ししていた。

　中でも、四つの腕の巨人族らしい人が一番こちらを警戒している。

　ん、あれって魔族の軍の人か？　しかもなんか偉い人っぽい。

　周囲にも魔族関係者と思しき人が何人かいた。

　いわゆるケンタウロスという半人半馬の亜人、ミノタウロスと呼ばれる半人半牛の亜人。それに魔族の兵に、四腕の巨人。

　多分あの巨人がボスなんだよな。

　魔族の軍は亜人や魔物の混成部隊で構成されていて、その将を魔族じゃなくて巨人、つまり亜人や魔物に分類される人がやっているという事になる。魔族もまた亜人の一種とはいっても、これはスゴイよね。

　ヒューマンの軍では、亜人なんて使い捨ての尖せん兵ぺい程度にしか扱われていないのに。

　……うーん。

　こうやって見ているだけでも、魔族の方に肩入れしたくなるな。

　魔王様っていうのは、随分と人望があって理解もある人なんだろうね。

　未だ会ってない魔族の王に、僕は密かに敬意を抱いた。

　魔族はヒューマンよりずっと考え方が進んでいるんだ。

　女神との約束を果たす以上、僕は勇者の味方をせざるを得ないんだけど、はぁ……。

「勇者は……あそこか」

　敵将との位置関係から、勇者と思われる人に見当をつける。

　……。

　すっごい格好だな。

　毛皮と革の水着みたいなのを着ていて、露出が半端ない。

　毛皮の部分だって可愛いというよりも色気を倍増させているような。こ、これが大人のファーというヤツなのか……！

　なんだか過激なコスプレって感じだ。でも……。

　ん？

　……え？

　瞬間、服装よりも何よりも、その女性の〝顔〟に……僕の目が釘付けになった。

「若様？」

「まさか、嘘だろ？」

　こちらを見る負傷した女性。

　多分勇者であろうその人。

　こちらでもそうそう見ないほど過激な格好で剣を握るその姿は……。

「音無会長？　先輩、なのか？」

　元の世界にいた時の高校の先輩で、地元の有名人。

　関わりといえば部活の予算の件で数度話しただけの……生徒会長その人に見えた。

　いや、単にそっくりってだけじゃない。彼女が勇者なら僕と同じ世界の出身なわけで。

　月読様が言っていた「一人はかなり近いところで」って、つまり……。

　先輩が……勇者？

　思わず小さく彼女の名前を呟いた僕は、そこが戦場である事を忘れてじっとその姿を見つめてしまった。
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　あれは本当に先輩なのか。

　確認したい気持ちはあるけど、それは後だ。

　もし本当に先輩なら、真っ先に手を振って声をかけていてもおかしくない状況での再会。海外旅行中に偶然知人と会うようなものだし。

　それでも比較的落ち着いて自分の中で整理出来たのには、この場の空気が影響していた。

　改めて降り立った場所を見る。

　相当激しい戦闘中だったのか、室内の至る所に損傷があって、大体の人達が負傷していた。

　見たところまともなのは、勇者パーティの小さい子と……魔族側の巨人くらいか。

「若様、恐らく勇者はあれでしょう。まずは彼女の保護から始めますか？」

　小さな声で識が尋ねてくる。

　……参ったな、せっかく変装したけど、ライドウと呼ばれても若と呼ばれても正体を推測されそうだ。かと言ってあの人がいる以上、真もまずい。

　名前を増やす？

　いやいや、面倒にもほどがあるな。

　まあ、こんな白い人状態で名乗る名前なんて金こん輪りん際ざい使う機会はなさそうだから、適当でいいんだけど。

「識、僕に話す時は名前を呼ばずに用件だけでいいよ。何を名乗っても正体がバレるかもしれないから」

「確かに。了解致しました。……では、今だけはマスターとでもお呼びしましょう。私の事は……ラルヴァと呼んでくださいませ。識ではバレかねませんからな」

「大丈夫？　ラルヴァって名前だとロナが知ってるんじゃないか？」

「あやつは私が本当に若様にお仕えしているとは思っておりませんから。その誤解を利用しようかと思います。あの手の輩には遠い嘘よりも、こちらの方が想像し得ないでしょう」

「任せる。取り敢えず共通語が本当に使えるかどうかを試してみたいから、僕が前に出て勇者の所にいくよ。魔将も……まあ見た感じ大丈夫そう」

　まだ少し頭が重い。

　これで共通語が話せてなかったら、と思うとやりきれない。

「……そうですか。分かりました」

「識には後で物凄く動いてもらうと思うから、今は待っておいて」

　残念そうに僅かに俯いた骸骨に、後で出番があると伝える。

　実際、そうなりそうな雰囲気だったから。

「お心遣い感謝します」

　この恥ずかしい格好だとスーツのお蔭で魔力が内に篭るから、界で隠蔽する必要はない。

　だから久々に感知と周辺把握に界を使える。

　特撮のフルコスプレである事を除けば、日常生活に最も向いている装備ではある。除けないその一点が、驚異的なまでに日常に溶け込めないから意味はないんだけどさ。

　僕から約五十メートル先で、勇者と巨人が十メートルほどの距離をおいて対峙している。

　彼らの動きに注意しながら、僕は一歩足を踏み出した。

「っ！」

「……」

　僕らが動いた事で彼らの間に緊張が走り、双方ともこちらから目が離せなくなったようだ。

　精細さを欠かないレベルを保ちながら、界で感知する領域を広げていく。

　城から街へ、複数箇所で戦闘が行われているのを脳裏に視みながら、地形まで把握する。

　大分いけるな。

　魔族の部隊構成はやっぱり亜人と魔物、それに魔族だ。武装はかなりしっかりしていて、まさに軍人って感じ。特に偏りはないけど、全体的に魔物は少なめかな。

　戦闘箇所は……城を頂点にした細長い二等辺三角形のエリアに集中している。侵入箇所からほぼ一直線に城を目指している感じだ。

　近場の情報は大体分かったので、感知の精度を落として範囲を拡大する。

　個々の種族までは判別出来なくなるものの、王都の外壁部分までいけた。そこが三角形の底辺になるエリアになっている。

　そうか……魔族は壁をぶち抜いたのか。凄い攻城兵器か魔術があるみたいだ。

　魔族側の数は数千といったところ。奇襲作戦だからなんだろうけど、都市を制圧するには少ない印象。対する王都の守りは、数だけなら万はいる。

　ただこれは平原に陣形を敷いての戦いじゃないから、十倍も二十倍も差がないなら決定的な優位にならないのかもしれない。

　魔族は既に街の中に侵入してしまっている上に比較的固まって行動しているから、分散しまくっている王国側の腹を突き破るような攻めが出来たんだろう。

　進軍コース以外でも至る所で火事が起きて街が炎上しているのを見ると、先んじて魔族の協力者か密みっ偵ていが入り込んでいたのかも。

　ロッツガルドでも事件は内部から起きたんだし。

　さらに、人がどの辺りに集まっているか程度しか把握出来ないくらいに精度を落として、一気に界を広げてみた。

　王都から脱出しようとしている人の流れを感じたが、逆に周辺の幾つかの街から人の塊が王都を目指しているのが分かった。もしかすると、彼らは兵隊かもしれない。

「リミアは一旦王都を捨てるつもりみたいだね。外から部隊が集まっているから、王都を包囲する気なのか」

　向こうに聞こえないように、小声で識と情報共有する。

「……頭の固いリミア王国にしては柔軟な。勇者の影響でしょうか」

　識は若干驚いた様子だったけど、全身から戦いを求めるオーラが出ているのが分かる。

　心が弱い人なら気絶しそうな威圧感があった。

　それに、リッチの姿だと発言する度に、彼の暗い眼がん窩かに赤い光の瞳が明めい滅めつするから、迫力も倍増だ。

　スーツのお蔭で表情を悟られないのを良い事に、僕は苦笑しながら前方に向き直った。

「何者かは知らぬが、止まれ」

　巨人が僕に忠告してくる。

　姿に見合う威厳のある声。

　それにやっぱりでかい。指だけでも僕の腕くらいありそうな大きさ。

　でも、止まりはしない。

　ここからじゃあ勇者を保護出来ないから。

「……」

　勇者の方は未だに黙ってこちらを見ている。

　声が聞ければ、先輩かどうか判断材料になるんだけど。

　もし本当に先輩だとしたら、少し勇者に優しいプランに変更しないとな。

　幾らなんでも先輩相手に酷い事はしたくないからなあ。

　僕が無反応で歩を進めるのを見た巨人が、視線で周囲に合図を送る。

　隠れていた兵が左右の柱から出現して、僕らに突進してきた。

　警告を無視したら即排除。流石だ。

　勇者から息を呑む気配と驚きが伝わってくる。

　彼女は知らなかったのか。

　僕にすれば既に界で存在は分かっていた相手だ。奇襲でもなんでもない。

　空中と地上、左右それぞれから、四つの攻撃が僕らに向かってくる。

　同時ではないけど、巧みに連携した動き。

　相当訓練しているのが分かる。

「……」

　迎え撃とうと思った僕を制するように、識が無言で動いた。

　手には真っ黒な杖。見た目は杖というより棒に近い印象だ。

　術師が使う杖には絶対に必要だと言われる宝ほう珠じゅに当たる物が見当たらない、識専用の武装。

　このスーツで動くのは慣れてないから、僕も少しウォームアップしたかったけど、仕方ない。

　ここは譲ろう。

「ようやく戦いでお役に立てる。礼を言うぞ、雑魚ども。苦しまずに逝いけ」

　冷たい声でそう言い放つと同時に、識が杖の石いし突づきで床を軽く打つ。

　この発動、好きだよな識って。

　直後、空から僕達に迫ってきていた人間サイズの羽アリが二匹とも爆発する。

　そのまま識は僕から見て右手側、黒くろ装しょう束ぞくの魔族の横に音もなく移動。

　飾り気のない黒い杖の先端から、横に大きく伸びる曲がった刃を出してその首を刈かった。

　大鎌か。

　見た目がフードとローブを纏った骸骨だと、完全に死神だ。

　最後の一人は識から僕に狙いを変えたのか、剣を刺し突とつの構えで固定して突っ込んでくる。

　識、間に合うかな？

　顔を横に向けると、既に識の背中があった。

　余計な心配だった。

　識はこういう短距離の瞬間移動は得意だ。なのに、どうして距離が伸びると難しいのか。はじめは澪より向いているんじゃないかと思ったけど。

　さて、最後の襲撃者は識の骨の手で頭を鷲わし掴づかみにされて持ち上げられている。

　頭ず巾きんがあってよく分からないが、黒い肌の……エルフっぽい女性。ダークエルフって奴かな。

　彼女の持っていた剣は識の胸骨辺りに当たって折れていた。

　用を為なさなくなった剣を未だに持つ姿は悲惨だ。

「ぐ……」

　それが彼女の最期の言葉。

　命を形成する大事な部分を識に吸われて、瞬時に白骨化して死んだ。

　これで間違いなく全滅だね。

　僕は無言のまま一つ頷いて、再び歩き出す。

　識も軽く埃ほこりを払って後に従う。

　勇者側と魔族側。

　その間に到着。

「敵と見て……構わぬな？」

　巨人の言葉。

　尋ねているようで、既に敵意が満ちている。

「……味方、なの？」

　勇者の言葉。

　……やっぱり、先輩か。

　確かに聞き覚えがある声に、僕は小さく嘆息する。

　なんで貴女がこんな所に来ているんですか。

　何不自由なく、一生ほぼ安泰だっただろう貴女が。

　気になったものの言葉にはしなかった。

　この格好をしていればまず気付かれる事はないだろうけど、〝なんで異世界に来たのか〟なんて聞けば、きっと怪しまれる。

　今の僕は謎の人物であり、どこの誰とも知れないってのは大きなメリットでもあるんだ。

　それを捨ててまで今聞く事じゃない。

「女神との約定により、勇者を保護する。また、魔族は即時ステラ砦を放ほう棄きして避難しろ。そちらの念話技術ならこの距離でも連絡はつくはずだ」

　澪が妙なこだわりをもって作ったため、スーツを通して発せられる僕の声は、地のそれとは全く違ったどこか機械的な響きになっていた。

「やはり、敵か。その姿、まるで見た事がないが、古代の装備か？　それとも無機質な声からしてゴーレムの類か。女神にもまだ我らの知らぬ駒こまがあると見えるな」

　巨人が僕を敵とみなして構える。

　黒こく曜よう石せきみたいに艶つやのある黒い肌が柔軟に動き、武術の構えを取った。

　彼のスタイルは格闘なのか。

　武器は四つの腕に装備した手甲──いや、肩近くまで覆う特殊なそれは、オーダーメイドのガントレットとでも言った方がいいかもしれない。

「誤解だ、巨人。こちらに魔族との交戦意思はない。そちらがここから退しりぞき、かつステラ砦を放棄するなら、ヒューマンには追撃させないと約束する」

「出来ぬな。その勇者はここで仕留める。部下も私もそのために命を賭としてこの場にいる。そして無条件でステラを捨てる理由もない」

「オーク達ですら略奪を行わず女を犯したりもしない。実力はともかく、これだけの訓練を施した部隊を失うのは、魔族にとって大きな損害ではないのか？」

「敵に褒められるのも妙なものだが、一応礼を言おう。だが、部隊を失う事と戦略的な目標を放棄する事では、まるでレベルが違う。貴様の言った二つの条件は、我らにとって到底呑めるものではない」

　構えない僕に対して、彼は仕掛けてこない。

　武人の意地というよりは、多分僕を見定めているのだろう。

　この人は武人であり、軍人でもある。

　今の彼はどちらか──何故か、直感で判断出来た。……軍人だ。

「残念だ。魔族の軍は亜人や魔物も差別なく組み込んでいるし、規律もしっかりしている。ヒューマンの思考より相当進んでいると思っているんだけどね。正直、尊敬に値するとも」

「……私も残念だ。そのように考えてくれる者が女神の尖兵である事がな。たとえどれだけの種族を内包しようと、我らは言わば王の剣。王が振るう剣には威厳と畏い怖ふが宿らなくてはならん。なれば鍛えるのは当然の事。低俗な振る舞いは剣を汚けがし、王と国の価値を下げるだけだ」

　黒い巨人が静かに、そして急速に闘気を高めた。

「ただ一ひと振ふりで砕けようと？」

「そうだ。我が王は、我らの行い全てを背負うと仰る。ならば我らは皆、一振りで欠片かけらに砕けようとも……必ず敵を討つ。そうでなければ信頼に応えられまい。貴様の提案は却下だ。どけ、勇者を庇わぬなら討ちはせん。そこまで考えられれば、女神の統治するこの世界の闇にも、貴様は気付いているはずだ」

　巨人はこれ以上話を続ける気がないようで、一歩足を踏み出して均衡を破った。

「料金は先払いでもらっている。我ながら悪役っぽいけど、ここは勇者につくよ。信頼など欠片もない相手との約束でも、僕は破りたくないから」

「残念だ。ならば貴様もろとも勇者を討とう。我が名はイオ。魔将イオだ」

「……」

「名乗らぬか。ふっ、しかし響を仕留めようとすると二度までも白い奴が邪魔をする。これも勇者の天運というものか」

　響……確かにそう言った。やっぱり先輩で確定か。

　帝国の勇者も、名前は覚えていないけど日本人っぽい名前だったし、日本は異世界で大人気だね。

　感慨に浸る間もなく、戦闘は始まった。

　挨あい拶さつ代わりのつもりか、イオが拳を突き出す。

　下半身に僅かに力を入れて左手でそれを止めた。

「止めた!?」

　背後から先輩の驚いた声がする。

　体格を考えたら、確かに異常だよね。

「リミアの勇者さん。仲間と一緒に脇に。ラルヴァ、連れていって」

「さっきの会話……味方でもないような口ぶりだったけど、今は信じていいのね？」

　まだ逡しゅん巡じゅんしているのか、先輩はその場を動こうとしない。

「もちろん。貴女には指一本触れさせません。ラルヴァ」

「はっ、こっちだ」

　識に促されて、ようやく勇者達が警戒しつつ離れていく。

「イオは桁外れに強いわよ。間違っても力の勝負なんてしない事。技で及ばなかった敗者からのせめてもの助言」

「参考にしましょう」

　先輩からの有難い忠告。多分、僕は力で勝負すると思うけどね。

　そんな会話の最中にも、攻撃は続いていた。巨人の次の一撃を右手で受ける。

「小こ兵ひょうの分際でよくも！　だが！」

　二本の腕を取られたままの体勢で、イオが鋭く気合いを発する。

「なるほど、腕が足りない」

「そういう、事だっ!!」

　鈍い衝撃が脇腹に伝わる。

　次いで太い腕の間をかいくぐるように顎にも。

　器用だな。

　でも、足りない。

　威力がね。

「なっ!?」

　攻撃が思った威力を発揮出来ていない事に気付いたイオは、即座に飛び退のく。

「判断が早い。でもね」

　合わせるように彼を追う。

　焦っているイオになら一発くらいは当たるかも。

「背をっ……ぐっうう!?」

　懐に入り込んで、一瞬彼に背を向ける。

　そのままくるっと回って裏拳を一発。

　四つの腕でがっちりガードされてしまった。

　でもある程度ダメージはありそうだな。

「……竜殺しの裏拳だ」

「冗談に聞こえぬところが怖いな。まさか貴様までローズサインというわけでもなかろうが……響よりも楽しめるかもしれんな」

　半分は本気だよ。

　ガードを解いたイオが、荒ぶりながらも冷たい理性を失わない目で僕を見み据すえる。

　さて、攻撃力強化、防御力低下のこの状態が吉と出るか凶と出るか。

　不思議だな。戦場にいると意識はしているのに、考えがシンプルに、冷静なままでいられる。

　心に焦りや恐怖はない。ただ静かだった。

　気の持ちようだけで、こうも違うのものなか。

　もしかすると、学園で生徒達相手に講義をしているよりもリラックスしているかもしれない。

　再び機を窺うイオを正面に捉える。

　僕のリミア王都での戦いが始まった。














４







◇◆◇響◆◇◆






　私は……また負けた。

　以前よりも確実に強くなったし、今回は奇襲とはいえ地の利もあったというのに。

　辺境都市ツィーゲで私が得たものは大きい。手に入れた装備で皆強くなったし、リミアについて来てくれた冒険者達もいる。彼らの考え方や戦いぶりは王国軍にも良い影響を与えてくれた。

　もちろん、私にもだ。

　あの辺境都市で出会った澪さんやドワーフのベレンさんほどではないけど、彼らから学ぶ事は多かった。

　貴族のしがらみに凝り固まった、不自由な政治を打破するための行動も始めた。

　ステラ砦が魔族の手中にある現状では、王都の位置はかなり危険だし、加えて貴族達がそれぞれに軍事力を持ちすぎているとも思ったから。

　そちらでもそれなりの成果は上がってきている。

　次代を担う跡継ぎ達とじっくり話をして、今の王国の在あり方よりもさらに優れた、目指すべき国の姿があるのだと認識してもらう事に注力してきた。

　もっとも、魔族との戦争の最中に大きな内乱に発展してしまっても困るから、今は意識改革だけに留めているけれど。

　私の目的は王家への反乱ではないし。

　大貴族でも王家にかなり近いホープレイズ家の次男──イルム君が、早い段階で私に賛同してくれた事が、スムーズに行動を進める大きな助けになってくれた。

　彼にはこれからも助力をお願いする事になると思う。

　ステラを落とすための作戦を含め、このところの私は自分が出来る事を全てやっているという実感があった。

　うまくいくという自信もあった。

　なのに。

　砦を攻めるどころか、イオの奇襲で王都に攻め込まれ、謁見の間まで侵入を許してしまった。

　一旦逃げる気でいたけど、ここまで来られてしまってはそれも難しい。

　イオに追われながら城を出て街を抜けるのは、正直かなりきつい。

　私達にも周囲にも、どこまで被害が出るか分かったものじゃない。

　結局、支援結界のある謁見の間で早期決着を付ける方を選んだ──いや、選ばされた、か。

　イオは世界の果ての荒野から引っ張ってきたとかいうミノタウロスとケンタウロスを使ってベルダを完全に抑え込み、私は一騎打ちのような形であいつと戦わざるを得なくなった。

　ウーディの支援攻撃、チヤちゃんの回復と能力支援、それに、謁見の間の支援結界。

　さらに私には守護獣ホルンの宿る銀ぎん帯おびと、ツィーゲでベレンさんに作ってもらった剣がある。

　最初から黒く変色して全開で来るイオを相手にしても、渡り合えると信じていた。

　でも、現実は違った。

　今、私の目の前であいつと戦っているのは、突然乱入してきた白い奴。

　なんの冗談かと怒鳴りたくなる気持ちが、今も胸の内からこみ上げてくる。

　日曜日の朝にやっている特撮ヒーローみたいな格好をしたそいつは、イオの攻撃を真正面から受け止めて、二発も打撃を受けながら、怯むどころかイオを退かせる一撃を加えた。

　直前に私が力で挑むなと忠告したのが馬鹿みたいだ。

　強い。

　それも相当に。

　動きはぎこちないけど、白い奴はかなり高位の強化魔術を常に展開して、イオと接近戦をやっているんだと思う。特撮作品を知っている私からすれば、あの格好はどうもヒーローショーを見ているようで恥ずかしいけど、あいつはイオと対等に戦っていた。腕力や速度、基本的なスペックはイオよりも高く見える。

　その分、体たい捌さばきや立ち回りはイオの方が上だ。

　……まあ、格好については私も他人の事は言えないのだけど。

　ふと自分の体を確かめる。

　自分でも回復したし、チヤちゃんにも癒してもらったので、傷らしい傷はない。

　殆ほとんど裸に近いから、傷跡の有無なんかは実によく分かる。

　際どい毛皮製の水着みたいな服装で、極端に布地の面積が少ない。これならグラビアアイドルの水着の方が幾らかマシかもしれない。

　銀帯に宿る守護獣、ホルンとの共鳴で得た力の一つ。ただし、発動するとどうしてもこの姿になってしまう。

　恥ずかしいけど、これが最高のパフォーマンスを発揮するのに必要なら……やらないわけにはいかない。

　銀帯とホルンを同時に〝纏う〟荒業──憑ひょう依いとは違って私自身の意思は全く阻害されないし、形成される防御フィールドはベレンさんからもらった防具を軽く凌ぐ。

　全力を出したイオと戦うにはこの姿の力と速さが必要だから、私も割り切れた。

　そういえば……この剣。

　まさか風の力が封じられていたなんてね。

　やはり澪さんとベレンさんは凄い。

　あの二人は私が得意な属性なんて、コレを作った段階でお見通しだったんだ。

　イオとの戦いの中で、私はやっとコレの力を思い知った。

　無機質な声で、剣は私に呼びかけてきた。

　ホルンとそうしたように一体化するんじゃなくて、剣と力試しをするような感覚。私は求められるままに剣が発する力を引き出し、そして強引に抑え込んだ。

　耳みみ障ざわりな金属音が何度も響き、大剣は私が以前使っていたバスタードソードのサイズにまで圧縮される。透き通っていた緑色の淡い刀身は、透明度が下がって色が濃くなり、一層強大な風の力を発していた。

　武器を理解しようとするんじゃなくて、力で従わせる事が性能を引き出す条件だなんて、意地の悪い仕様。

　でもその威力は凄まじかった。

　持っているだけで速度がさらに向上し、感覚が鋭くなっていく。

　切れ味も格段に増し、黒いイオにも斬撃が通った。

　私が得意とする火属性の攻撃を使えば、剣は風の力で炎の威力をさらに高めてくれるし、剣に属性を付与したら、刀身は吹き出るような緑色の炎を纏う。

　風属性は火属性を高める。私の戦い方には火の武器よりも風の武器が良いと、ベレンさんは考えてくれたんだろう。

「前は武器に恵まれなかった者が、今度は武器に振り回されるか」と、イオに揶や揄ゆされもしたけど、それも気にならないほどの高性能。イオは私の速さを追いきれず、私の攻撃はイオをとらえ続けた。

　途中、これで勝ったと確信したわ。

　なのに。

　あいつの切り札は黒くなる事じゃなかった。

　腕にはめた、あの大きなガントレット。武器であり、防具でもあるソレ。

　前に戦った時は身につけてなかったところを見ると、あの後作ったんだろうか。

　四つのガントレットはそれぞれに四大属性と呼ばれる地水火風を宿していて、単純ながら攻撃に属性を纏わせてきた。

　風で地で、動きを制限される。

　水で火で、攻撃を弱められた。

　あれさえなければ、イオが〝慣れる〟前に勝負を決められたのに。

　そう……たった一回、パターンを読まれただけだった。

　そこからのカウンター。私をフォローするためにウーディとチヤちゃんが放った魔術を防ぎもせず、イオはその身で受けながら迫ってきた。

　私は体をバラバラにされるような連撃を受け、形勢は一気にイオに傾いた。

　蹴りも加えた六連、いや七連撃だったかな。

　奴の連続技の終わりに、ウーディが残りの魔力を度外視した術の連発で弾幕を張って隙を作ってくれて、すぐにチヤちゃんに回復してもらった。

　なんとか詠唱出来るようになった段階からは自分でも回復魔術を施して立て直したけど、ウーディの魔力を相当消費して戦力が低下してしまった。

　そこで、状況が一変した。

　金色の光を僅かに帯びた黒い塊が、上空から謁見の間に突っ込んできて……私達の前に禍々しい骸骨と、特撮風の白い奴が出てきたんだ。




　骸骨の方に先導されてイオから離れ、私と仲間は壁にもたれかかって体を休めていた。

　恐らくこの骸骨は白い奴の部下なんだろうが、助けに入る様子もなく、静かに戦いを見ている。

　私達の周囲に何かフィールドを張ったようだけど、それ以上は行動する気配さえない。

　確かにあの白いのはイオを相手に互角以上に戦ってはいるものの……だからといって援護もしないのはどうなんだろう。

「彼は貴方の主人なんじゃないの？　助けもせずに、ここにいて良いのかしら？」

「……問題ない。あの程度の相手なら、援護などあの方の邪魔にしかならぬ。ところで勇者、響だったか。その武器、ツィーゲで手に入れた物か」

「いきなり、なに？」

「なに、クズノハ商会の武器かと思っただけだ」

「知っているの!?」

「多少はな。どちらかと言えば私は、その素材により深い因いん縁ねんがあるようだが」

「素材？」

「ああ。昔荒野で風の精霊を何体か食わせて作った実験体がいてな。ソレの鎌に似ている」

「……あ、あれは貴方が作った魔物だったの!?　というかこれ、そいつが素材!?」

「まあ、別に今は関係のない事。そうやって素材になってしまう程度の個体にしかなれなかったのだしな」

「……言ってくれるわ。一体何者よ？」

「ラルヴァ。実験好きのリッチだ。──おい、そこの術師と騎士。動くな。じっとしていろ」

　ラルヴァと名乗った骸骨は、立ち上がろうとしたベルダとウーディを静かに制した。

　ウーディはまだ魔力がロクに回復していないから、行動を再開するには無理があるだろう。

　でも理由は別にあった。

　二人の視線の先には二体の敵。

　ケンタウロスとミノタウロス。荒野の出だけあって手て強ごわいが、私なら……やれる。

　ここは私が出るべきね。

　もう体も動くし。

「勇者。お前もだ。じっとしていろ」

　私が剣に手をかけようとした矢先、再びラルヴァが制止の言葉を発した。

「敵が見えないの？　私ならあの程度の相手、三分もあれば十分よ。任せて」

「……勘違いをするな。私は相談をしているわけでも意見を求めているのでもない。命令をしているのだ」

　骸骨の顔の表情は分からないが、冗談には聞こえない。でも私だって簡単には退けない。

「随分な言葉ね。助けてもらっている事には感謝するけど、これは貴方にも利がある事でしょう？」

　剣を手に立ち上がる。

　少し力が抜けるのを感じて強化魔術をかけ直す。

　質はあの白い奴ほどじゃないけど、それでも常時強化魔術を扱うのはかなり魔力を消費する。

　気を抜くと解除されやすいのも難点ね。その分効果は安定しているから、なんだかんだで魔力量が多い私には合ってるんだけど。

「お前が怪我をする可能性が微塵でもあるなら、私には害しかない。座れ、黙ってじっとしていろ」

　骸骨の反論を許さない口調。

　どうやらこいつらは、本質的には私達の味方ではないみたいだ。

「すぐに済むわ」

「フィールドから出れば、お前の仲間を殺す」

「!?」

「私達が女神と交わした約定に、お前の仲間の無事は入っていない。お前さえ無事なら他のヒューマンがどうなろうと、私は構わん」

　なんて事を言うの!?

　女神は一体何を思ってこんな輩を王都に？

　ラルヴァの言葉には依然冗談の色は見えない。少なくともこいつ自身はヒューマンの命に全く価値を感じていないみたい。

「……ならどうしろと言うの？　ほら、来るわよ!?」

「私がやる。お前達はここでただ息を潜めていればいい」

「貴様！　無礼にもほどが──」

　ラルヴァの態度に我慢出来なくなったベルダが文句を口にするが、ウーディが抑えた。

「ベルダ殿、ここはあの御ご仁じんに任せましょう。この状況で敵を増やすのは悪手です」

　確かに。イオを迎え撃つと決めた以上、今は敵を増やしている時じゃない。

　王都に攻め込んできている魔族は速やかに追い出さないと。

　そのためには、このラルヴァも出し抜かないといけないかもしれないけど……。

「なら、お手並拝見ね。ラルヴァ殿の力、見せてくださいな」

　少しばかりの厭いや味みを込めて送り出す。

　確かにラルヴァも強い事は強いだろう。

　伏兵を退けた時に見せた瞬間移動と尋常じゃない詠唱速度。

　持っている武器も普通じゃない。

　ただ魔力はウーディ二人分くらいだから、チヤちゃんや私よりも低い。

　レベル同様、魔力量も術師の能力を決定する絶対的な要因ではないけど……。

　あのケンタウロスとミノタウロスも半端な敵じゃない。

　私なら属性付与した剣と圧倒的に相手に勝る速力で押し切るけど、術師らしいラルヴァがどう戦うのか。

　見せてもらおうじゃない。





◇◆◇識◆◇◆






　牛の顔を持つ巨躯の戦士が戦せん斧ぷを振り上げた。

　ふむ、これは亜人か、魔物か？

　なかなか興味深いな。

　次に遭遇する事があれば調べようか。

　私が後ろに退いてかわした事で、斧おのは床に叩きつけられた。

　通常なら派手に破片が飛び散って床は見事に抉えぐれていただろうが、見れば小さなキズを残したのみ。

　優秀な支援結界だ。流石は大国といったところか。

　続いて私に向かって射掛けられた矢を杖で叩き落とす。

「お前は弓か」

　ケンタウロスは亜人の中でもかなり誇り高い種族だ。

　武器には弓か槍を選ぶ者が多く、前衛と後衛で役割がしっかり分かれている。

　この者は弓らしい。

　流石にさっきの伏兵よりは強いか。

「イオ様が戦われているのに、我らが遊んでいるわけにはいかぬ。どけ、リッチよ」

「お前の力は見せてもらったが、あの程度では我らには通じぬよ」

　まだ余裕を失わぬ二人の亜人が、揃って口を開いた。

「……私は必要以上の力を見せるのがあまり好きではなくてな。失礼した。幸いマスターは後で私にも出番をくださると仰った。ここはひとつ、お前達で慣らすとしよう」

　私の言葉で二人の空気が明らかに変わった。

　ふふ。戦士というのは、本当にプライドを利用しやすい人種だ。

「良かろう。お前も同胞を倒した障害には違いない」

「お前の強さはある程度知っている。我が家では手の掛かる凶暴な家畜だよ」

「っ!!」

　一瞬で私に殺気をぶつけてくるミノタウロスを、まずは言葉であしらってやった。

「愚かな。余計な怒りを煽る事になんの得があるか」

　そう言ってやや冷静を装よそおっている馬も、ついでに煽あおっておくとするか。

「さて。我らが騎乗するには、角も生えておらん馬では脆ぜい弱じゃくに過ぎてな。お前の事はよく分からぬ。すまん」

「っ!!」

　ミノタウロスに、ケンタウロス。ともに面白いように加熱してくれる。

　では始めるか。

「私は正確には〝元〟リッチでね。どうして〝元〟なのか、それをお見せしよう」

　詠唱を終え、私の内に向けた術を解き放つ。

「どこまで付き合ってもらえるか、楽しみだよ。〝十三階梯リースリッツァ〟」

　私が従者として若様にお仕えする事になった時、私の中に御ぎょしきれない力の塊が埋め込まれた。

　私と同化し、だが私の力ではないソレ。

　ようやく、全てではないまでもこの身の力に変える事が出来つつある。

　お前達は初めての獲物だ。

　私の中で眠り、変質し、覚醒した……若様の指輪の力のな。

「第一から第四階かい梯ていまで解放。〝杖ワンド〟、〝剣ソード〟、〝杯カップ〟、〝硬貨コイン〟」

「ぐっ！」

「これは……」

　牛馬が揃って息を呑む。

　四倍とまでは言わないが、その付近まで魔力が跳ね上がり、体の中に荒れ狂うような異質な力を感じる。最大魔力を増大させるこの感覚は何度味わっても独特だ。

　私は左手を見る。

　そこには真紅に染まった四つの指輪が小指以外の骨の指に嵌はまっていた。

　全身に力が漲っている。

　第四階梯までの効果は魔術強化、身体強化、魔力強化、装備強化といった基本能力の強化だ。

　ここまでは特にリスクなく使いこなせる。

　此こ奴やつら次第では、もっと上まで解放していきたいが、少し酷か。

「お前達も上官の前で奮起しているのだろう？　少しは足掻けよ？」

　私が杖を構えるのに合わせて、咄嗟に防御の体勢を取る二人。

　直後、その真下から床を変質させた槍が何本も突き上がる。

　支援結界は有効に使ってやらんとな。

「ほう、馬は回避したか。牛は……一応耐えたか」

　ケンタウロスが大弓を私の上方に放つ。

　矢が途中で幾つにも分裂して雨のように降り注いできた。

　森もり鬼おにのアクアも似たような技を持っていたな。

「〝燃え尽きろ〟」

　魔術ではなく特殊な言こと霊だまを利用した強引な術を展開して、矢の全てを灰色の炎で塵ちりに変えてやった。この状態だからこそ使える、極めて短く、極めて強力な新しい私の試作詠唱システムである。どうやら順調に働いてくれたようだ。
















「この、術師があああ!!」

　今度は激げき昂こうしたミノタウロスが突っ込んでくる。

　やれやれ、まだ力の差が見えないのか。

　斜めに振り下ろされる戦斧の一撃。

　わざと防御行動を取らずに受けてやる事にする。

「馬鹿な」

　私の肩口で斧が止まる。ローブすら僅かも裂ける事はない。

　魔力も装備も、そして物理的な身体能力まで上がっているのだ。

　こんなモノは防御の必要さえない。

「では、私の番だな」

　黒杖を構えて詠唱を始める。

　ようやく絶望を表情に宿す二人を見ながら。私は止とどめの術を完成させた。

「なに、痛くはない。その命、私に捧げて逝くと良い」





◇◆◇◆◇






「……識、飛ばしているな。あのくらいの相手なら普通にやっても倒せただろうに」

「よそ見とはな！　余裕のつもりか！」

　言葉の後、間かん髪はついれずに迫るイオの攻撃。

　腕を交差させて拳を止める。

「いや、技量で勝る相手と格闘で戦ってるんだ。余裕は全くない」

「よく言う。ここまで攻撃が通らんというのに」

　イオが繰り出す攻撃を、後ろに下がりながら数発回避。

「そちらこそ、これでもう六人。部下がどんどん死んでいるけど、気にならないの？」

　ミノタウロスとケンタウロスは仲良く塵になってしまった。

　識はオーバーキルを承知で、指輪を利用した彼の能力を発動させたみたいだ。

　あの感じだと、基本の四つかな。

「……王都を攻める部隊は皆、覚悟を決めた者達だ。その死に同情するのは彼らへの侮ぶ辱じょく」

「死し兵へい、か。時代小説でもないだろうに」

　僕への返答代わりに蹴りを放つイオ。

　いかにも力押ししそうな巨漢だっていうのに、本当に器用な。

　四本腕の巨人がテクニカルなんて全くイメージが合わないけど、この魔将イオ、僕が見ても分かるレベルの卓たく越えつした格闘能力がある。

　言ってみれば達人ってやつじゃないだろうか。

　この世界で初めて出会えた〝まともなでかいの〟かもしれない。

　殺すのは世界の損失にさえ思えるよ。

「敵兵の死を悼いたむか。やはり、やりにくい相手よ。だが！」

　ガントレットに魔力？

　つい挙動を観察したせいで、受け止め損ねたイオの拳が腹に決まり、そこから炎が吹き出た。

　おお。

「属性のついた武具か。凄いね」

　属性武器は、使い手にもそれなりに魔術の心得がないと宝の持ち腐れになってしまう。この巨人、魔術もそれなり以上には扱うのかよ。

　戦士でも扱えるレベルで強い属性付与をされた武具は貴重だ。ヒューマンの鍛か冶じ師しではまず作れないとも言われている。当然高価だし、大抵の場合は普通の武器にその都度魔術で属性を付与した方が経済的で、こっちの方が要求される魔術レベルも低い。

「こちらの攻撃で吹き飛びもせぬ奴に、淡々と言われてもな！」

　続けざまに繰り出されるイオの拳をかいくぐって、一気に肉薄する。

　この巨体だ、懐に入り込めば手数が減るんじゃないか……と思ったんだけど、そうはならなかった。

　捻りや溜めを駆使して見み惚とれるような打撃を放ってくる。

　こんな凄い技を特等席で見られるなんて、感動的だ。

　僕も至近距離からの一撃をお見舞いするが──。

「ふんっ、もらってはやれん！」

　突き出した僕の拳は、すんでのところでよけられる。

　強化を加味すれば膂りょ力りょくや速力は僕の方が上なのにこれだ。

　接近しても駄目なら仕方ない。ステップを繰り返して彼から距離を取る。

　一度仕切り直した。

「警告と確認。退く気は……ない？」

「当然だ。付け加えるなら、これ以上徒いたずらに戦いを長引かせるつもりも、ない」

「……そうか」

　敵だもんな。

　いくら尊敬に値する人でも、戦場で相対したなら……殺すしかないか。

　いつもならもっと考えて別の方法を模索するだろうに、なんでこんなに簡単に結論が出るのか。

　頭が冴える。

　女神のやらかした共通語習得の副作用なのか、それとも別の何かか？

　戦いに適した考えが頭を埋めてくれる。

　……凄く、楽だ。

「本気で来い。底も見せずにやれるほど、私は簡単ではないぞ？」

　そうだな、この人になら……。

　いや、底を見せる必要はないな。この姿のままでも十分殺せる。

　お互いに全力で、なんて馬鹿らしい。

「？」

　イオが何故か首を傾げた。

　どうして僕はそんな無駄な事を考えたんだ。

　今後もしかしたら先輩──勇者とも戦うかもしれないんだ。わざわざここで手札を見せる必要はないだろう。

　このままで十分だ。

「そちらもまだ全力ではなさそうだし、付き合ってもらうよ」

　澪がスーツに付けた能力を適当に使うか。

　この戦いを引き伸ばしているだけでも魔族は詰みだ。なら実力なんて見せずに、適当にやっておくのがいい。それが一番効率的だし、勇者にも手の内を見せないで済む。

　勇者の保護も叶ううえに、ステラ砦への警告はロナを通じてやれば問題ない。

　そうだ、識に動いてもらって街の被害を少し減らしておこうか。

　時間を稼ぐだけの仕事なんて識には少し退屈かもしれないけど、今ならうってつけの能力がある。

「ラルヴァ、七番を半解放で」

　識の力は何よりも状況への対応力が凄い。

　四番までで能力を高めないとそれ以降が解放出来ないという制約と、五番以降で同時に展開出来るのは一つか二つという枷はあるものの、付け替えをすれば大抵の相手に有利に戦える。

　その欠点だって、鍛えていけばそのうち克服出来るだろう。

　全ては彼の中にある力なんだから、いずれは全部同時に常時解放していても平気になる日も来るかもしれないな。

　僕の指示に、一礼して応える識。

　じゃあ、僕も〝らしく〟戦ってみようかな。

　この姿で本気でやるってのは、そういう事だろうし。

　多分、それでも殺しきれる。





◇◆◇イオ◆◇◆






　耳障りな呪文の詠唱が続き、凶まが々まがしい力がリッチの指先に集まっていく。

　出来れば妨害してやりたいところだが、おそらく目の前のコレがそれを許してはくれまい。

　基本的な体の動かし方は知っているようだが、どうやら格闘術の経験はない。

　俺の見立てだ。

　もっとも、技術として確立されている武術など、魔族と一部の亜人の間で知られている程度だろう。

　一般的にヒューマンは、体をそのまま扱う技術よりは武器を使う方を好むからな。その上奴らは馬鹿の一つ覚えのようにスキルを多用する。

　奴らが頼みにしている女神の祝福も、無む手ての技能を高めた者には与えられにくいと聞く。

　女神が好まぬものが奴らの間で大々的に発達するわけもない。

　……まったく。

　こんな訳の分からないものに乱入されて、まともに相手をしなくてはならんとは……軍人も楽ではない。

　一兵卒として心のままに戦っていた頃が少し懐かしいな。

「全力とは、あのリッチに援護させる事をいうのか？」

　奴が配下のリッチに何やら言葉をかけた事からそう予想したのだが……。

「まさか。戦況は大体分かったから、時間を稼がせてもらうだけ」

　奴は思いもよらぬ言葉を発した。時間稼ぎ……だと？

「──っ！　それだけの力がありながら、まともに戦ってみせる気もなしか。思想は我らに近いと思ったが、どうやら私の勘違いだったようだな」

　そう。俺ははじめ、この白い奴は俺達に近い考え方を持っているのではないかと思っていた。

　だが、戦いを始めてからのこいつには何か、ズレを感じる。

　打ち合うごとに別人に変質していっているような、妙な感覚だ。

　拳筋にも最初は素直さや熱が窺えたが、今は冷たく無感情。戦いの最中にこうも変へん貌ぼうする相手は珍しい。

　今のこいつなら、ゴーレムと言われても頷けるが、さて……。

「僕達の目的は勇者の保護とステラ砦の陥落、それだけだ。交戦時間が長くなる事に関しては特に問題ない。今後誰と敵対するかも分からない状況で、無駄に手の内を晒すのは、愚かでしかない」

　白い奴の不可解な発言。

　少なくともこいつが目的を達すれば、勇者はこの場を切り抜ける。

　では、〝誰と敵対するかも分からない〟とはなんだ？　勇者との敵対も考えているのか？

　一体、こいつは……。

「これまでの戦いで分かったが、お前はゴーレムではないな。その格好は相当に高い性能の防具。お前には、中身がある」

　カマをかけてみる。

「もちろん。僕はゴーレムじゃない。これは防具。制作者の意図で、纏うと魔術が使えなくなるんだけどね。〝無ぶ粋すいだから〟って理由は酷い」

　誤ご魔ま化かしもしないか。

　あのような強度の全身鎧など見た事も聞いた事もないが、少なくともあれは防具なわけだ。

　あっさりと暴ばく露ろしたその余裕……後悔させてみせよう。

「僕との相性は実はあまり良くないんだ。無理に術を使えば自じ壊かいするようだし、困ったものだよ」

「それほどの防具を得て、贅ぜい沢たくな事を言う」

　制限はあるのか。

　魔術使用不可──術師であれを使うメリットはあまりない。しかし戦士なら事実上殆ど制限なしといってもいい。

「いくぞ。平成シリーズ以降の作品が基準みたいだから、結構トンデモだけどな」

　白い奴の言葉に俺は身構える。

　だが、ご丁寧に合図までしておきながら、奴はいきなりしゃがみこんだ。

　俺の正面で片膝立ちになっている。

　なんだ？

　何をする気だ？

「クレイモア」

　その言葉と共に、奴の膝立ちになった足の横に箱状の物体が現れた。

「……なんだと!?」

　どこから出てきた!?

「ちょ!!」

　驚いた響が何か叫んでいる。

　彼女の叫びを振り切るように、その箱から筒状の何かが四発放たれた。

　飛び道具か！

　それほど速くはない。威力が分からぬものなら、避けるに越した事はない。

「むうっ」

　素早く横に跳んで、迫ってくる筒をかわす。

　うむ、なんとか回避が間に──なにぃ!?

　回避したはずの一発が、軌道を変えて俺を追ってきた。他の三発も方向は変えたようだが、俺には当たらない角度で飛んでいく。

　仕方がないか！

　四つの腕全てでソレを防御する。

　耳を麻ま痺ひさせるような爆発音と、同時に襲い来る熱と衝撃。

　これは……爆裂魔術を込めた追尾兵器!?

　こんな物、我らでも有しては──。

「シザーハンズナックル」

　爆発の影響で音がよく聞こえんが、奴が何か言っている声を捉えた。

　直後、平へい衡こう感覚も戻らぬうちに、今度は胸にドンッと、爆発とは違う衝撃を受けた。

「お前は、何を……」

「あれ、ここ心臓じゃないのか」

「お、おおおおおお!!」

　腹の底から湧き上がる衝動に任せて、奴を横殴りにする。

　奴の回避は間に合わない。

　渾こん身しんの打撃が直撃して、奴は横方向に吹っ飛んでいった。

「はあ、はあ、はあ……」

　見ると、胸に二本の刃が突き刺さっていた。

　引き抜いて投げ捨てる。

　とてつもない化け物だ！　こいつには、この黒い肌でも防御力が不十分なのか。

　俺の皮ひ膚ふをこうもあっさりと！

　忌いま々いましい！

　吹っ飛んでいった奴を睨みつける。

　そこには平然と立つ白い人型。手の甲辺りから伸びたハサミのような刃が半ばで折れている。

「ハサミは実用的じゃないな。これは……アンカー？　澪の奴、趣味に走りすぎだ」

　白い奴は手元を見ながら緊張感のない独り言を漏らしているが……来る！

　奴は無む造ぞう作さにこちらに向かって走り出してきた。だが、俺の蹴りが届くよりも僅かに離れた場所で急停止。

　今度はなんだ!?

　唐突に前に突き出した左腕から、何かが撃ち出される。

　また飛び道具での攻撃か！　待て、なら何故ここまで近づいた？

　どちらにせよ、この距離と速度では防ぐしかない。

　後手後手に回らされている事に苛立ちが募つのる。

　ガントレットをかいくぐって肩口に何かが刺さった。それほどの威力はない。

　今度は一体なんだ？

　突如、俺の体が奴の方に一気に引き寄せられる。

「う、っおおお!?」

　力に抗えず、ついに地面から足が離れる。

　ヒューマンと同程度の体格しかない者に、俺が!?

「ぐうううう!!」

　宙に浮いた状態で、奴が振りかぶった右拳の直撃を受けて吹っ飛ばされる。

　こんな、こんな事がどうしたら起きる!?

　白い奴の攻撃は止まらない。

　さっきの飛び道具はもう効果を失ったのか、奴は自分から跳んで俺を追撃してきた。

　だが俺はまだ、高速回復と再生を奴に知られていない。

　相当なダメージだったが、意識を集中して一気に状態を戻していく。

　間に合った！

　まだ俺との距離は相当離れているというのに、奴は地を蹴って宙に舞った。

　今度は上からか。

　……これは、勝機！

　高く跳べば、当然落ちてこなければならん。

　落下する力を威力に加えられる反面、隙も大きい。

　行動も限られる。

　ならばカウンターの餌え食じき！

　タイミングを合わせて、渾身の回し蹴りで奴を──。

「な、に？」

　しかし、奴の攻撃の瞬間を予測して放った俺の蹴りは、虚しく空を切った。

　奴は、一切の魔力の発動を感じさせずに宙に静止していた。

　このサイズで翼も持たぬというのに、飛行能力まであるなどと……誰が想像するというのだ？

「確か、これだったな。……キック」

　小さく何か呟いた瞬間、奴が足を突き出した姿勢で突っ込んできた。

　常識を無視した急激な加速。

　どれだけの高度から落下すればその速度になるのか見当もつかない。

　クリーンヒットを避けるために身を捻る。

　しかし、回し蹴りを外して体勢が崩れているため、十分な回避が出来ない。

　脇腹に奴の蹴りが決まり、無残に横腹を抉り取られた。

　激痛のあまり叫びそうになる。

　だが、俺の目は後方に着地した奴の姿を捉えていた。

　治れ、治れ、治れ！

　隙だらけのあの姿、響を潰した連撃ならば！

　響よりも重量があるあいつになら、間違いなく全弾喰らわせてやれる！

　体の各部を確かめる。

　問題ない──その判断と足を踏み出すのはどちらが早かったか。

　俺の左手の一つが奴の首を掴んだ。

　化け物め。

　俺は、負けられぬ！





◇◆◇響◆◇◆






　白い奴が、特撮番組の宣伝でやっているみたいな攻撃をイオに浴びせた。

　信じられない事に、イオはそれでダメージを受けていたみたい。

　極めつけは空中に静止してからの蹴り。

　私の全力を上回る攻撃力があったようで、イオの腹を大きく抉った。

　なのにイオは、数秒も経たないうちにキズを治して、白い奴を掴んだ。

　私との戦いであれだけ再生を繰り返したのに、底なしだとでも言うの!?

　再生を得意とする魔物もいるけど、大抵はその能力に限界があるもの。なのに、イオにはまだまだ余裕があったのかと思うと気持ちが暗くなる。

　やはり、イオを討つにはもっと強大な、決定的な一撃が必要なんだろうか。

　私にはまだ無いモノだ。

　イオが白い奴の首を掴んだまま、弧を描くように床に叩きつけた。

　アレだ。私がくらった連撃。

　私は直感した。

　ホルンを纏っている状態を維持出来なくなって、死ぬかと思った。

　反射的に再度纏えたから良かったようなものの、死んでいても不思議ではない攻撃だった。

「ちょっと、ラルヴァ──殿？　貴方のマスターがピンチよ？」

　詠唱を止めたラルヴァに、結界の中から呼びかける。

　今このリッチは凄い魔力を溢れさせている。

　あの妙な指輪を付けた瞬間から、明らかに力が跳ね上がった。

　扱う術も豊富だし、魔力一つとっても、私との差は歴然。

　何度か相手をした他のリッチとは、別格の相手だって分かる。

　最初に鎌を出した辺りまでは、リッチにしては強い、くらいにしか思わなかったのに。

「答えは先と同じだ。あの程度で援護を欲される方ではない。なんでもかんでも力を合わせれば良いと思っている貴様などと、同じに考えるな」

「……善意の助言のつもりよ」

「不要だ。お前はむしろ、その重度の露出狂ぶりでマスターを惑わせぬよう、羽織るモノでも用意しておけ」

「っ!?　貴方が作った結界から出るなって言っておいて、それは酷くないかしら？」

「ふむ。では適当に探してこよう。しばし待て。第七階梯〝ヘル〟半解放、装着及び発動」

　──っ何!?

　息が詰まるような、気持ちの悪い気配が広がっていく。

　結界の中は変化がないようだけど、謁見の間の端々から、霧状の何かが染み出てきている。

　……違う、ここだけじゃない。

　城全部？

　そんな広範囲に術を展開したっていうの？

「……街の外壁までで良いか。霧を扱うだけに、得手とするあの方がいると気分を害されるが、その点、今は安心して使えるな。ゆけ、〝霧の神殿ニヴルヘイム〟。衰すい弱じゃくをもたらせ」

　外壁って、街の!?

　それまで何も嵌っていなかった小指に、新たな黒い指輪がおさまり、ラルヴァは満足げに頷く。

「外壁って、何をしたのよ」

「この都を衰弱の霧で包んだ。衰弱程度で済むのはマスターの指示だからだ、感謝するがいい」

　半解放か……。

　察するに、広範囲に影響を与える術。手加減して衰弱なら、全力だとかなりまずい気がするわね。

　この世界では個人の力量が簡単に戦術の範囲を超えるから、数の概念や戦い方が現代世界とはまるで違う。

　ラルヴァ、こいつは間違いなく戦略規模の能力を持っている。

　澪さんといい、在野の士が強すぎるわよ。

「では、お前の肌を隠す物を探してくるか」

　ラルヴァが呑のん気きな事を言っている横で、重いものが落ちる音がした。

　そうだ、白い奴。

　私が音のした方を見ると、白い奴が滅多打ちにされていた。

　拳の乱舞に蹴りの乱舞。

　さらにガントレットの属性を利用した属性間の相乗。

　いわゆる五ご行ぎょう思想のそれとは違うけれど、風から火、火から土、土から水へと流れる属性の強化作用。

　水から風が循じゅん環かんになっていないって事は、その間に多分知られていない属性が隠れているんじゃないかと私は思うのだけど、正体は分かっていない。

　イオはこれらの強化作用を利用して、連撃でありながら単発の威力をもさらに高めている。

　生あい憎にく全部は見ていなかったけど、時間差を考えると、私が受けたものよりもさらに攻撃回数が増えていたはず。

　この白い奴……生きているのかしら？

　でも、そんな私の心配もリッチの言葉通り杞き憂ゆうだったらしい。

　床を抉ってうつ伏せに倒れていた白い奴は、首を鳴らしながら普通に立ち上がった。

　本当に、何もかも馬鹿げた存在ね。

　あ、少しふらついた。

　まったく効いていないわけじゃないのかしら。

「マスター、勇者が羽織るものを見み繕つくろってきてもよろしいですか？」

　……攻撃を受けた主を一切気にしないなんて、どういう主従関係なのか。

　関係そのものは当然として、マスターって言葉の意味をも疑う発言ね。

「あ、うん。よろしく。あー、痛かった、途中で鎧よろい通どおしみたいなのを交ぜてくるんだもんな。ズシンときた」

　鎧通しって……確か、発はっ勁けいみたいな感じのやつよね？

　拳を密着させた状態から撃ち抜いて、鎧の中にダメージを与えるとかいう。

　この世界にはそんなものまで存在するのね。つくづくだわ。

　私が見た事がなかっただけで、日本にも、〝気〟を使った技術はあったのかもしれないけど、実際に人の言葉で聞くと新鮮ね。

「マスター、そこまで害がある事ではないかと思い、口を出しませんでしたが」

「何？」

「時として、戦いに入り込みすぎると良くない事もございます。皆の事を頭の片隅にでも置いて頂ければ、行き過ぎる事はないかと愚ぐ考こう致します」

　当然だけど、ラルヴァの態度は私に対するのとは全く違っていて、白い奴に恭うやうやしく頭を下げた。

「……分かった。気をつける」

「では、お気をつけて。失礼致します」

　このラルヴァを従えるなんて、どこの何者なのか。改めて興味が湧く。

　グリトニアはないだろう。

　ローレルならチヤちゃんが知っているだろうし……ならば、アイオン？

　あそこはツィーゲに行った事があるだけで、どんな雰囲気の国かもあまり知らないのよね。

　少なくとも、こんな化物を有していたら、とっくに前線に送ってきそうだとは思うけど。

　最近あの国は発言力の低下をかなり気にしていると、陛下から聞いているし。

「確かに、羽織るものがあった方がいいな。……入り込み過ぎる、かぁ」

　気付けば、白い奴がじっと私の方を見ていた。

「ねえ、名前くらい教えてくれない？」

　思い切って聞いてみる。

　言っている事が分かるし、こちらの言葉も通じているようだったから。

「……」

　無視!?

　こっちを見ていたと思ったら、踵きびすを返してイオとの戦いに戻っていく白い奴。

　イオ以上に情報が少なくて不気味な存在。

　そんな奴に命を預けている状況に、私は言い知れない気持ちの悪さを感じていた。
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　戦場と化した謁見の間に、奇妙な静せい寂じゃくが生まれていた。

　四腕の魔将イオと対峙するのは、白いスーツに身を包んだ真。

　真の後方には、識が施した結界が展開されている。

　結界の中で、勇者達の傍かたわらに佇む識はリッチの姿で、左手の五本指全てに指輪を嵌めた状態。

　響は識がどこからともなく調達してきた大きめのマントに身をくるんでいた。

　イオとの戦闘で負った傷の回復は終了しているものの、識が睨みをきかせているためにこの場から動けずにいる。

　本音を言えば、響は城や街で暴れる魔族軍を撃退しに行きたいのだ。

　彼女にとって、この戦いが長引くのはあまり好ましい状況ではなかった。

　真を前にしたイオが、呆れたように言い放った。

「……あれで無傷か。まったく、中身は上位竜か精霊なんじゃなかろうな。別の存在が何人かいるような感覚までする。得体の知れぬ奴だ」

　イオは、真が戦いの初期のような素直な雰囲気に戻ったと感じた。

　途中の変貌が本性なのか、否か。

　流石にこの短時間では、そこまでの事は探れない。

「無傷じゃない。結構痛かった。あれだけ動けて、さらに再生能力付きとか、とんでもないな」

「ふん。このような場での戦いでさえなければ、戦闘を楽しむのも悪くはないが……」

　イオが大きく息を吸い込んだかと思うと、突然叫んだ。

「ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!」

　怒りか、鼓こ舞ぶか。城中にイオの雄叫びが響いた。

　あまりの大音量に識のローブがはためき、響達は耳を塞ぐ。

　真と識は平然としており、二人とも耳を塞ごうとする気配すらない。

「今の何？　これからが本番って事かな？」

　突然のイオの行動が理解出来ず、真は首を傾げる。

「いや。俺は無能な将だと宣言しただけだ。今頃、声が届かなかった連中にも念話が回っている事だろう」

　真には、そう答えるイオの顔つきが、先ほどまでとはどこか違うように見えた。

「？」

「この攻撃に参加した中でも、優秀な兵へい卒そつには〝ある物〟を渡してあってな。仲間の魔将が苦労して集めた物だが」

「……」

　真はイオの解説に静かに耳を傾けていた。

「今のはそれを使えと命じる合図だ。もしかすると何人かはもう使った後かもしれんがな。お前が言った……そう、死兵。文字通りそうなれと、兵に命じた」

「命令って、既に彼らは死力を尽くしているだろうに」

「いや、生物の底力とは存外深く大きいものだ。俺はそれを勇者の仲間だった白い女に教わった」

　響の親友となった女性、そして真は面識もない人物。彼女の事を語るイオの声にはかすかながら尊敬の念が感じられた。

「雰囲気が変わったね。自分の事、俺とか言う人だったんだ？」

「最早、将として振る舞う事はなかろうからな。外そと面づらを気にする必要もあるまい。軍人としての在りように影響するでもないしな」

「それは？」

　真は、いつの間にかイオが取り出した青い土くれを見つけて、尋ねた。

　それは、薔ば薇らを模したアイテム。

　工芸品にも見える。

　だが、遠目ながらそのアイテムを視認した響が息を呑んだ。

　彼女だけではない。識の結界内部にいた勇者一行全員が、ただならぬ様子を見せる。

　ただ薄く笑うだけのイオに代わって、識が薔薇の正体を明かして注意を促す。

「マスター！　それは薔薇の欠片ローズサインと呼ばれる強化アイテムです。別名、力の魔薬、魂たましい喰いとも言いまして、魂を喰らい尽くす代わりに使用者に絶大な力を与える代物です！　本来は茶色なのですが、色が違うところを見ると、なんらかの改造がなされているとお考えください！」

「ふ、流石リッチ。この手の道具には詳しいな。その通りだ」

　正体を暴かれても、イオは一切動じない。

　反対に、真は眉をひそめた。白いヘルメットに覆われて表情すら見て取れない今の状態では、誰にも彼の顔は分からないが。

「……部下にも持たせたのか」

「生きて戻れぬだろう戦いだったからな。ヒューマンに持たせておくには危険だったので、回収していたのを思い出してな。幸いな事にこれは精製に時間がかかるようだから、相当数を集められて安心している。しかし……強制使用の命令を下す事になるとは思ってもみなかったぞ。さて、ロナの施した改良はどの程度のものか。この身で試す事にしよう。ロナからは絶対に俺は帰れと言われたが……部下にローズサインを使わせておいて、俺だけが生き延びるのもな。喜べ、お前は俺がこれを使うだけの価値がある我らの脅威だと認めよう」

「……」

　握り潰された青い砂粒が、イオの拳からこぼれ落ちていく。

　同時にイオの腕から全身に、張り詰めるような強大な力が駆け巡っていった。

「ぐうっ！　なるほど、凄まじいな。この力の漲りは。どうした、相手をしてもらうぞ白いの！」

「イオ。残念だけど、お前の部下は……ラルヴァの力で衰弱してまともに動けない」

「……ヒューマンも、だろう？　こう見えてそれなりの戦況把握は出来ている。戦闘中に念話が出来んのでは将軍など務まらんからな。しかし……王都全てが対象とは、恐れ入る。その力が我らにあれば、お前が来る前に響を討てたな」

「念話か。耳が痛いな。イオ、部下にそのアイテムを使わせる事の意味を分かっているのか？」

　どんな答えを求めてか、真はイオに尋ねた。

「もちろんだ。湧き上がる力で再度立ち上がった同胞が、動けないヒューマンを虐ぎゃく殺さつする事になろうな。我らは奪わんし、犯さん。だが敵は殺す。命の限り老若男女を問わず。止めたくば、ここを離れても構わんぞ？　俺は勇者を討つという任務が残っておるからな。お前は追わん」

　静かになりつつあった王都が再び騒乱に包まれたのを、真は把握する。

「戦争は勝って終わらなければ意味がない、か。ここを攻めている全ての兵がそう考えているのなら……脅威だ」

「お前にそう思ってもらえるとは、嬉しい限り。魔将イオ、参る！」

　戦いに没入しようと加速する自身の変質をほどほどに抑えながら、真はイオとの戦いに身を投じた。

　一方、イオの言葉に大きく反応した者がいた。

　響だ。

　仲間を、自分を慕う民衆を、虐殺の的にされると聞かされたからだ。

　かつて彼女の仲間であるナバールが、イオを相手にその身を犠ぎ牲せいに戦った時に使用した道具──ローズサインを使って、今魔族の軍勢が王都で虐殺を起こそうとしている。

　絶対に、許せない。

「ふざけないで。そんな虐殺は見過ごせない。あいつがイオを抑えるなら！　私達は街を制圧する！　皆、用意を！」

　勢いよく立ち上がる響。

　その身からマントが離れて彼女の肌が露わになった。

　響の声に呼応して、パーティの面々が立ち上がる。

　彼女は人の死を大きな視野で見る事が出来る女性だ。

　他者から期待される自分の価値もきちんと把握している。

　だから、王都の一時放棄も、それによって生まれる犠牲も、響は受け入れる事が出来た。イオの乱入によって脱出が困難となったため、実現はしなかったが。

　しかし、今これから生まれるであろう犠牲は、防ぐ事が出来るものだ。

　魔将を白い奴が抑え込むならば、自分達が死兵と化した魔族軍を制圧するのも十分に可能な事だった。

　相手はローズサインを使って強化されているとはいえ、響達もかなり回復している。

　この場に留まってじっとしている意味は全くない。

　謁見の間を出るべく動き出そうとした響達だが、ここである事に気付く。

　結界が解けておらず、外に出る事が出来ないのだ。

「出れない……？　ラルヴァ殿、この結界を解いて！　私達は王都の制圧に──」

「断る。やれやれ……出られぬようにしておいて正解だったな。はじめに言ったな？　私は勇者を保護するのが目的。保護に自由の保証は含まれていない」

「イオは貴方のマスターが抑えているじゃない！　悔しいけど、あの人は今の私よりも強い。それは見ていて分かったわ。でもね。なら私はここにいる必要なんてない！　私は勇者よ、今やるべき事があるわ！」

「無謀だ」

「……ラルヴァ殿。聞いて、勝算は十分にあるわ。イオは私を追えない。あの白い人はしばらくイオを抑えるでしょう。貴方も援護すれば確実に。そして私達はこの街を知り尽くしている。絶対に死にはしない。王都の魔族を全滅させてみせる」

「作戦の内容など聞いていない。私が無謀だと言ったのは、お前達が私に抗う事が無謀だという意味だ。そうだな……せめてこの結界を自力で破ってみせろ。これはコキュートスなんちゃらという、それなりに強力な結界を参考にしたものだ。本家には劣るがな。その程度の事が出来ずに、何を救うというものでもあるまい」

　響に放った言葉の意味を正しながら、改めて彼女の願望を聞き入れるつもりがない事を告げる識。

「……逆らえばその霧の力を全解放にするとは言わないのね。いいの？　その条件で。この結界を破る事が出来れば、私達が街に向かうのを止めないのね？」

「マスターは半解放と仰ったからな。勝手な事は出来ぬ。この結界を破る事が出来たら止めぬとは言わんが、考えてはやろう」

「考える、ね……それでもやるしかない自分に腹が立つけど、仕方がないわね。ただ、私の攻撃もそれなりのものよ？」

「……好きにしろ」

　識は真とイオの戦いを見ていた。

　仮に響が結界を破ったとしてもまた新しく結界を作るだけ。

　彼は響を自由にする気はなかった。

　考えると言っただけだ。

　それよりも、イオだ。

　識が知る限り、ローズサインという道具にあれだけの効力はない。魂の力を喰らう速度も大分遅い。正まさしく改良されていると言えた。

　イオがローズサインを使用してからというもの、真は防戦一方になっている。

　それなりに反撃はしているが、見かけ上は押されている。

（もっとも、まともにダメージが通っていないのだから心配などいらぬがな）

　識は思う。

　彼の主である真は、ひたすらに防御力が強い。

　今はあの防具で姿を隠しながら戦っているからその身に攻撃が届くが、本来ならイオでは彼に触る事すら出来ないだろうと、識は考えている。

　だからその命令に忠実に従い、安心して真の戦いを見ていられるのだ。

　識自身もまだまだ力を温存している。

　最悪何か不ふ測そくの事態が起きたとしても、回復魔術を得意とする自分が控ひかえている以上、真に万が一はない。

（大抵、防具に頼った防御力自慢の輩は直接攻撃を加えられると脆もろいが、若様にはそれがない。痛みにもかなりの耐性をお持ちだ。……見えぬほどの速度で動き回るような相手なら範囲を広げて術を決めてしまえばいいが、何を撃ち込んでも平然と耐えられるあの方には、私ですらどう攻めれば良いかまるで見当が付かぬ。あの魔将、死ぬ前から地獄を見ようとは、同情に値するな）

　識は無言でイオと真の戦いを見守る。

　一応、イオがこちらに特攻してきた時に備えて、識は幾つかの術をストックしていた。

　備えは十分である。

　識は背後に何度か力の発動を感じたが、そちらを振り返ろうともしない。

　大体の規模は把握しており、結界を破るに足る攻撃ではないと分かっていたからだ。

　一際、大きく力が高まる。

　識が微かに反応を見せた。

　響の気合の叫びと共に、彼女の一撃が結界を一いっ閃せんする。

　しかし、結界の破壊には至らず。

「もっと……力を……まだやれる。私は、もっと力を……！」

　うわごとのように呟く響が崩れ落ちる。

　意識を失ったのなら静かで良い。

　識は再び彼女への関心を失った。





◇◆◇◆◇






「ここ……どこ？」

　響は周囲を見渡す。

　星空を漂う自分。

　落ちも浮かびもしない。

　無ぶ様ざまに慌てる事はなかった。

　警戒を絶やさず、状況を把握しようと努める。

「女神に呼ばれた時に似ているけど……違う気がする」

　彼女の中で一番近い経験は、日本で女神に呼ばれた時の一幕だった。

　しかし、何かが違う気がした。

　あくまでも直感的なものだが、響はこの閃きを大事にしている。

　この直感のお蔭でイオとも善戦出来たし、銀帯やエルダードワーフのベレンから受け取った剣の真価を引き出せもしたのだから。

〝よく来たね。世界を転移した者〟

　頭に直接響く声。

　やはり、女神の時と似ていると響は感じた。

「……誰？」

〝誰かと問われると困る。名前はないんだ。どうせこの場だけの付き合い、二度と会う事はないから気にしないで〟

「こうしてあの結界から連れ出してくれた事には感謝するわ。でも私に用事があるなら後にしてくれる？　私には今すぐにやらなくちゃいけない事があるの。私を王都に帰して」

〝慌てないで。君の体はあの結界の中だよ。ここにいるのは君の精神だけ。それに、この場での時間の経過は向こうでの刹せつ那なにも満たない。安心していいよ〟

「刹那……。一瞬と考えていいの？」

〝そういう事。じゃあ、話を続けよう。原初の世界からの来訪者、音無響〟

　声が自身の経緯を正確に把握している事に気付き、響の警戒が少し高まる。

「……私が勇者だと、知っているのね？」

〝もちろんだよ。君ともう一人、岩橋智樹。女神に選ばれた、勇者の使命を持つ者〟

「あの子の事も知っているの」

〝ああ、彼はもうここに来たからね──っと、彼の話はいい。君が知るべきはこれからの事だから〟

　彼女が岩橋智樹の名を出した事で、声に僅かながら動揺が走った。

　失しつ言げんだったのか、と響は想像する。

　何も分からないに等しい状態では、動揺を与えた事が響にとって有利か不利かも判断が付かなかったが。

「これからの……」

〝そうだよ。君は資格を得た。世界を転移した者に与えられる「特典」を受け取る資格をね〟

「資格？」

〝そう。さほど難しい事じゃないんだけどね。ここに来ないまま死ぬ転移者も少なくはないよ。大おお雑ざっ把ぱに言えば、特に強く己に意思を向ける事が要よう訣けつなのさ。自分への拘こだわりや渇かつ望ぼう。まあその種類は正だろうが負だろうが構わない〟

「正負って、意味が分からないわ」

〝愛でも憎しみでも、あこがれでも妬ねたみでもって事。……うーん、君には何故か余計な事を話してしまうな〟

　声は若干おどけた様子で冗談めいた事を口にする。

「……」

〝まあ、条件なんてどうでもいいんだ。続けよう。君にはこれから幾つかの問いに答えてもらう〟

「ここでクイズをさせるつもりなの？」

〝違うよ。正解のない問いかけだね。よくあるだろう？　どっちも正解とか答えがないとか。あの類さ。それによって君に与えられる特典が変わる〟

「特典……力を増す事も出来るの？」

〝君の資質次第だけど、答えはイエス。さ、始めるよ。結果は何色かな……楽しみだ〟




　どれだけの問いに答えただろうか。

　──誰かを殺さなければ友人を救えない。君は殺す？　殺すなら誰を？

　──高い高い崖の上から今にも落ちそうな二人。左手に最愛の人、右手には年老いた親。一方しか助けられないとしたら、君はどちらの手を放す？

　──法と感情、どちらに従うのがより人間的か？

　──正義のためなら悪法を破っても良い？

　そんな、数多くの不可解な問答で時間を浪ろう費ひする事に、響は言いようのない苛立ちを募らせていた。

〝はい、お疲れ様。ふふふ、響、君の結果が出たよ〟

「早くしてくれない？　時間が過ぎないなんて言われても、気持ちは焦るの。色とか言っていたわね。早く教えて」

〝はいはい。音無響、君は「黒」だ〟

「黒？」

　意外な色を聞いて響は聞き返す。

　あまり自分を黒色に喩たとえられた事はない。

　黒色は洗練された色だが、マイナスのイメージも多い。

　影の印象もあって、響はあまり好きではなかった。

　身に着ける物にしても、黒一色の物は少ない。

〝そう、黒。最上位の色の一角だ〟

「最上位、って事は良い結果なのね？」

　最上位と聞かされても、響には判断がつかない。

〝ああ、もちろんだよ。智樹も同じだったけど、今回転移してきた子は優秀だね〟

　岩橋智樹と同じ。

　そう聞いて響の表情が曇る。

　彼と同類だと言われているようで、あまり良い気はしない。

「……それで、黒には何が出来るわけ？」

〝黒はね、神々では決して得られぬ色。人間だけが極ごく稀まれに得る事が出来るんだ。別名……アラユルイロ。攻撃、防御、支援、回復、召喚、それ以外。出来ない事の方が少ないなあ〟

「あらゆる色……」

〝さあ、響。能力を作ろう。まずはどんどん提案して。その代償は僕が教えてあげる。その上で決定すればいいから。それが転移者の特典。おっと、そうだった。一つだけ注意点がある。既に同じ時間軸で選ばれた系統の力は創造出来ない。さっき話してしまったけど、もう一人の勇者が攻撃の力を手に入れたから、それは君には選べない。……ただ、星の召喚みたいなのを攻撃に転用する裏技は使えるけどね〟

「なら世界を制圧する力、なんてのも可能なの？」

〝もちろん。そうだね……その力なら、代償は君の全魔力及びあの世界に存在する生命の八割ってところかな。誰を残すかは選べないけど、君は確実に生き残れる〟

「……却下ね」

〝そうかい？　確実に戦争は終わるよ？　あの女神がなんて言うかは知らないけど、彼女に君は罰せないし。あ、また余計な事を言っちゃった〟

「少し黙ってくれない？」

　響は考える。

　攻撃の枠は智樹が持っていったらしい。

　つまり、彼は今強大な攻撃力を手にしていると思っていい。

（なら私は、智樹に対抗出来る防御魔術を得るべき？　ダメね、それじゃあラルヴァの結界一つ破れない。なら回復？　有効だとは思うけど、今王都を救えなければ意味がない。星の召喚みたいに、実質攻撃に当たる能力もありと言えばありだけど……）

　あまりにも広大で曖昧な提案に響は悩む。

　ふと、この声は出来ない事を羅ら列れつしてはいないという点に、なんらかの意図を感じた。

「出来ない事は、攻撃系統以外には教えてくれないの？」

〝ふふふ。それは言えないんだ。君は自分の中から望む力を選ばないといけない。それもルールの一つ。あんまり聞かれない事だけど、君は頭が良いんだねえ〟

　声は響の質問が興味深かったのか、どこか楽しそうに応じた。

　答えは拒否したが。

「ねえ。……過去に戻る事って、出来る？」

　しばらく考えていた響が、静かに口を開いた。

　それは、今王都を救う手ではないが、全てをやり直せる手段の一つ。

〝時間遡そ行こうかい？　可能だよ。時間連続体としての同一世界で行うと代償が大きくなるから、ケースを絞しぼった方が実用的だけど〟

「時間連続体……つまり、そっくりそのまま過去に戻る能力だと代償も大きくなるのね。回数を制限してもダメなの？　同一世界じゃない世界の過去に行っても意味はないし……」

〝意味がないって事はないよ。平行世界もまた世界だからね。二人もの人間が流入した事で、今あの世界には膨ぼう大だいな平行世界が生まれている。こう考えるといい、君が世界だと思う場所が君の世界なんだよ。色んな世界で可能性を試すのも面白いじゃないか。王都がああならない世界も作れるかもしれないし〟

　声の意見は、まるで時間遡行を勧めているようにも聞こえる。

　響はそこに少し引っかかった。

「ちなみに代償はどうなるの？」

〝同一世界の過去に遡行するなら一度きり、君は三十歳で死ぬ。平行世界の過去に移動するなら、移動毎に寿命が一年削られるよ〟

「……無茶苦茶ね」

〝あはは。これにも裏技があってね。人間をやめなきゃいけないけど、歳を取らない──寿命の存在しない種族に変異すれば、デメリットはなくなるよ。人間だけが得られる「黒」じゃなかったらそもそも時間に干渉する能力なんて使えないけど、ここから出た後に人間をやめる分には実は問題ないんだよねぇ〟

「ご親切にどうも。リトライは実質無理に近いか……」

〝え、時間遡行は元々リターンであってリトライではないよ。いわゆるループで良いなら、平行世界に絞ればローリスクで得られるけど？〟

「……貴方、私に時間を操作する能力を持たせたいの？」

〝聞かれた事に親切に答えただけさ。他意はないよ〟

（出来れば何度も使えて代償は小さく。現状も打破出来るような……）

　響は黙り込んで考える。

　声も自分から提案はしないのだろう、何も発言しない。

「……どんな魔術も消し去る、ディスペルマジックなんてのはあり？」

〝うわ。随分つまらない能力だね。まあ、可能だよ。代償も魔力だけ。そうだねえ、今の君でも五、六回は使えるんじゃないかな〟

「そう。つまり永続的な代償はないのね？」

〝うん。でもディスペルなんて、あそこにいる子が使えるじゃない〟

　声はさらりと驚くべき言葉を口にした。

「は!?」

〝巨人と戦ってる子。彼がディスペルを使えるって言ったんだ。もう他人が使える、もっと言えば今後の努力次第で手に入る力なんてつまらないと思わない？　黒なんて結果を叩き出しておいてさ〟

「白い奴。あいつ、そんな芸当も出来たの!?」

　驚きを通り越して唖あ然ぜんとする響。

〝それは彼に頼んでみたら？　君のお願いなら聞くかもしれないよ？〟

「……ちょっと待って。彼？　あの白い奴の事を知っているの!?　まさかあいつ、ここであの特撮変身セットでももらった!?」

〝ぶっ、あははは!!　ここであんなキテレツな物を欲しがった人はいないよ。まあ、知っているかと聞かれたら知っているよ。彼、ヒューマンだしね。どうかな、ここに来る事はないと思うけどねえ〟

「知り合いなら貴方、話も出来るでしょう!?　……うん？　私の頼みなら、聞く？　それって……」

〝残念だけど、知り合いじゃないね。一方的に知っているだけ。それに、そこまでの肩入れは出来ないな。はい、この話はお終しまい。響、力を決めなよ〟

「くっ。そっちから話しておいて！」

　沈黙する声。

　響は再び頭を抱える。

「……だったら……」
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〝残念。あの子は時間能力を選ばなかったか。それにしても、英雄を地で行くような能力を創造しちゃってまあ。ふんふん、でも初めての能力だったな〟

　誰もいなくなった空間に、声の呟きが漏れる。

　響がいた時と変わらず、その姿はどこにもない。

〝常時発動型、他者から向けられる想念をその数に応じて自身の力に変える、か。カリスマのある娘だったし、どこまで肥大するかな？　代償も最大魔力の削減だけ。すぐに取り戻しそうだ〟

　響の推測は正しかった。

　それほど強くは思っていなかったようだが、声は彼女に時間を移動する能力を選ばせたかったのだ。

〝平行世界を爆発的に増やしてくれれば、退屈しないと思ったんだけど……。潮時かな……。まあ、いっか。人間の存在はそれだけで神の干渉を制限する極上の楔くさびになるし、ね〟

　やや残念そうな声が虚こ空くうに響いた。
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「なんと……」

　表情は窺い知れないが、識は驚きの言葉を口にした。

「破ったわよ、ラルヴァ殿！　行かせてもらうからね！」

　先程までとは桁が違う威力の一閃が、結界を内から砕いた。

　原因不明の勇者のパワーアップを感じて、識は思わず振り返った。

「まるで別人だな。それも勇者の力か？」

「秘密よ。私達を、止めるつもり？」

「マスターのご命令なのでな。む……」

　識はそこで言葉を切って、響の強い意思の宿った目から視線を外し、あらぬ方向を見る。

　何もない、天井の一画を見ているように響には思えた。

「助かるわ！　行かせてもらうわね！」

　識が見せた一瞬の隙を利用して、謁見の間を飛び出していく響達。

「いや、待て！　何かが来る！　マスター！」

　識は舌打ちしながら彼女と自らの主に警告を発する。

　ローズサインで輝くイオと一進一退の攻防を続ける真は、識の言葉に反応してイオと距離を取ろうとする。だが簡単に逃がしてくれない。

　次の瞬間、真は色とりどりの拳と蹴りの嵐に、呑み込まれていた。

「ラルヴァ！　ここはいい、勇者と一緒に行け！　彼女達を頼む。……マジか。この状況でお前まで来るのか……ソフィア!!」

　イオの連打に晒されながらもいくばくか余裕はあるのか、真は識の声に応える。

　彼は接近する存在を知っていた。

　それは彼が戦った中で最強と認識している相手。一番の敵意と悪意と殺気をぶつけてきた相手だ。

　状況が悪化していく事を彼は理解していた。

「奴ら何かする気だ！　気をつけろ！」

「御ぎょ意い！　……ここは見させません。場合によってはどうぞ、ソレをお脱ぎください」

「分かった。……多分そうなる」

　真の返事を確認すると、識は勇者を追って転移する。

「よそ見をするな、お前の相手は俺だろう!?　それとも響を追わせてくれるとでもいうのか！」

　イオは、従者を見送る真に容赦なく拳を叩き込む。

「ちっ、勇者を追わせるわけにはいかない！　冬を越してから再戦でもいいだろうに！　退けよ！」

「戦争を知らぬ素人しろうとが知った口を！　放っておける脅威なら必死に討とうとせんわ！」

　馬鹿らしいほどに威力が上がった拳の直撃で、白いスーツが軋きしむ。

　真は感知から強化に戻した界でこれに対応していた。

　次いで、力を込めて迫る拳にこちらも思い切り拳をぶつけて反動を得た。

　再び両者の間に距離が出来る。

　時間切れを待てる以上、真の勝ちは動かないし、負ける事はないだろう。だが、魔術なしでは真の方に決め手がないというのも事実。

　識の忠告を受けて、戦いに没入しないように意識している彼は、出来ればイオを死なせずに済ませたいと思っていた。

　敵なら殺す──即座にそう決断する段階に入り込まない程度の深度で彼は今戦っている。

　だが、相手がさらに増えるとなると話は別だ。

　スーツを脱いでも構わないと言った識の配慮は、真には有難かった。

　魔術を使えば安全域はさらに広がるのだから。

　直接攻撃の威力が上がるというスーツの効果など、今の彼には利点でもなんでもなかった。

　スーツには姿を隠す以上のメリットはない。

　だから響を行かせた。

　識をつけておけば安心だと判断して。

　真には不思議な確信があった。

　ソフィアは間違いなく自分を狙ってくる。

　忌々しげに上を見上げる真。

　瞬間。

　無数の光の剣と色とりどりの光条が王都に降り注いだ。

　光と爆発。

　リミア王国の都は今まさに崩壊の時を迎えているように見えた。
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「こういう時は、何されても再生で済ませるタイプのタフネスが羨うらやましい」

　破壊の嵐が過ぎ去り、静かになった謁見の間。

　すっかり空中庭園ならぬ空中謁見の間状態になったその場所で、僕は空からの光剣に備えてとっていた防御姿勢を解いた。

　直後、僕よりもやや復帰が早かったイオが四つの拳をコンビネーションで放ってくる。

「今の俺とほぼ同じ速度で戦闘を継続出来る状態に戻ったか。再生すら必要としないとは、笑う他ない!!」

　狙いは僕の胸部。

　四発全部が鎧通しバージョンで、スーツ越しに息の詰まる圧あっ覚かくが加わった。

　吹っ飛ばされた衝撃は柱に当たっても減じる事はなく、そのまま数本なぎ倒す。

　もちろん柱なんてクッションになってくれるわけがない。

　いってえ。

　変身を解いてあの自己犠牲アイテムの効果を消してやろうかと思ったけど、澪謹きん製せいの変態スーツの機能の中に、あるものを見つけた。

　ヘルメット内部に網もう膜まく投とう影えいされる、無駄に凝った近未来的な立体映像付きのマニュアル。

　その中の蜘蛛マークが付いた必殺技リストの一番下に──。




　強制変身解除スペルブレイク。




　澪のコメントによると、敵に同様のヒーローが出てきた場合に使うといいらしい。「ただし使えば貴方もダークヒーロー確定です」って解説部分は無視。

　詳しく性能を見ると、相手の強化を解除する、超限定的なディスペルマジックだった。

　魔術の方が数倍楽だけど、イオとロナの繋がりを考えるなら、スーツを脱がずに済むからこっちの方が良いか。

　相手に接触しないと駄目っていう条件があるみたいだけど、イオの場合は結構簡単にクリア出来る。

　待ってれば向こうから来るしな、あの人は。

「その鎧だけのタフさでもないか。さらに強化魔術を使っているにしても、ヒューマンとは思えんな」

「褒められている、と思っておくよ。あんな無差別攻撃があっても標的は僕のままでいいの？　勇者は？」

「……部下の反応も殆どなくてな。この瓦が礫れきだらけの中で勇者を探すよりも、まずはお前だろうさ。幸い、俺にはまだ数時間は残されているからな」

「この攻撃をした奴、僕の記憶だと貴方がたのお仲間なんだけど、そこは？」

「ほう、意外だな、奴らを知っているのか。それならアレらが首輪を付けられる存在かどうかは分かるだろう？　刃がたまたまこちらに向いていないから利用しているだけにすぎん」

「……なるほど」

「で。お前のその構えは？　次は何を見せてくれる？」

「さて、見てのお楽しみという事で」

　僕は立ち上がって半身になり、前に出た右手を高く上げている。

　手しゅ刀とうをイオに向けている形だ。

　イオの魂を力に変えて、その身に光の粒子を纏わせている術式の核を見つけ出す。

　澪のコメントは、心の目で相手の急所をどうとか書いてあったが、なんの事やら……。

　界を、イオと僕との距離を直径にする範囲まで広げて力の流れを把握。光の剣の時に咄嗟に防御に変えていたけど、すぐに切り替えられたのは努力の成果か。

　うん。

　右肩、付け根近くか。

「では、早速見せてみよ！」

　筋肉のバネで恐ろしい瞬発力を得たイオが、一直線に僕に迫ってくる。

　巨漢ってのは、本来それだけで脅威。

　体重は武器だ。

　そしてそれの重量が全て筋肉によるものなら、さらに危険の度合いは上がる。

　巨人が武術を学べば、体格で圧倒的に劣るヒューマンには勝目なんてないと思う。

　でかくて速くてタフ。

　日本で遭遇しなくて本当に良かった。

　イオの加速は凄まじいが、まだ数瞬の猶予はある。

　落ち着いて狙いを定めていた。

　でも、イオはいきなり床を強く蹴って宙に浮いた。

「!?」

　これは焦る！

　焦るが……動揺を最小限に抑え込んで、冷静さを保つ。

　彼との戦いで感じた冷たい感覚。

　深みまでは入らずに、その領域に数歩だけ意識を進める。

　……。

　相打ちで良い。

　今は、奴の最大の利点、その武器を奪う。

　最初に迫る蹴り。踵かかと落とし。

　ダメージはともかく、これを喰らえば姿勢を崩される。

　だが半身の構えは回避がしやすい。

　少し体を反らして……回避成功。

　着地につけ込める隙は見当たらない。

　イオは二本の腕で頭を掴みに来る。

　ここだ！

「スペルブレイク」

「っ!!」

　真下に落とすように、右手でイオの右肩を斬る。

　狙い通り、右手はローズサインの力が集中する場所を含む直線を描ききった。

　でもイオは止まらない。

　頭を掴まれ、床に叩きつけられる。

　拳の連打による追撃、だがそれも十にも届かずに止んだ。

　この程度なら問題ない。

　スーツが軋んで悲鳴をあげるが、破壊までは至らない。

　多少の攻撃を受けても、相手の最大の武器を潰しておけば後が楽になる。

　殴られた分以上にはリターンがあった。

　立ち上がろうとしたところに、顔面を狙った蹴りが迫る。

　足を前に出して、奴と同じ蹴りで迎え撃った。

「ふぅぅ……」

　大きく息を吐いた。

　出来るだけ呼吸を深く。

　これ以上冷たい方に入り込まないように、心を戻していく。

　イオはその場に立ったまま。

　僕が斬った場所は既に治癒されている。

　流石の再生力だ。

　ただし、その身に荒れ狂う力の光はもうない。

「……何をした」

「ローズサインってのを、破壊してみた」

「破壊だと!?」

「そう、破壊。既に消えた分が戻るわけではないだろうけど、もうアレの力は消え去った」

「馬鹿な、そんな馬鹿な事が！」

　驚愕で目を見開くイオ。

「その類のアイテムなら、予備は持たないはずだ。まだ、戦うか？」

　イオとソフィア、それにランサー。

　三人同時には相手をしたくない。

　そんな連中を同時に相手取れば間違いなくここは更地同然になる。既にこの城が使えるかと聞かれれば答えはノーだけど。結構な修繕が必要だろうな。ネオリミア城にご期待くださいって感じだ。

　あの光剣の雨と爆発で、王都は既に都市として終わっている。リミア王国はここを放棄して第二、第三の都市に遷せん都とするか、新しい都を作らなければいけないだろう。

　魔族はリミア王国に対して、少なくとも二年か三年の時間を得た事になると思う。

　グリトニアの方にどの程度の被害を与えたのか分からないが、今回の奇襲……ステラを渡したとしてもなお、魔族には十分なプラスだと思うよ。

　勇者がまだ健在な以上、イオも、僅かに生き残った魔族軍もここから退く気はないんだろうけどね。

〝永えい劫ごうを生きる竜の王達……〟

　突如一帯に謎の声が響く。

「？」

「ソフィア……これは、強化詠唱か？　奴め、何故いきなり王都などへ。帝都はどうなったのだ」

　イオが苦々しげに独白した。確かにこれはソフィアの声だ。

　あいつはまだ空。位置は把握している。

　もっとも、あいつ相手にそんなの無意味だって分かっているけどさ。

　ソフィアはただ大声で叫んで詠唱しているわけじゃない。

　強化詠唱。

　今も続くこの詠唱は、意図的に広い空間に声を響かせて術の宣言を大々的に行う特殊な詠唱だ。

　通常の詠唱よりもかなりの威力向上が見込めるが、術の構成が読まれやすく、相手に対策を立てられてしまう事が多い。

　広範囲に詠唱を響かせるのだから当然だ。

　ただし、相手がその術を知らなければ結構効果的。

　そうは言っても、それなりの規模の都市や城には大規模魔術用の無効化結界がきっちり展開されているから、これで大砲みたいな大規模魔術の威力をさらに上げて街にぶち込んでも、あまり意味がなかったりもするんだけどね。

　一定以上のクラスの術に対応する無効化結界って、この世界にしては珍しく、よく考えられていると思う。

　ソフィアの詠唱は続く。

〝刃竜、水竜、火竜、影竜……〟

　かなり長い詠唱だな。

　流れは内向きだから、自分に使うバフ系のスキル？

　詠唱付きの自己支援って、相当凶悪な効果がありそうな。

　イオもソフィアの真意を測りかねているのか、空に浮く米粒みたいな大きさの彼女を見るばかり。

　今は一応味方のイオでも彼女の行動が読めないなら、僕に分かるはずもない。

　まだ詠唱は大分続きそうだし、備えはしておこう。

　ランサーの方は街に下りたようだけど、あまり動いていない。

　識もあの状態なら、倒せるかどうかは別にして、ランサーを抑えるくらいは可能だろう。

　あとは先輩が無理をしないでいてくれる事を祈るばかりだ。

　大体、あんなに余裕のない先輩は初めて見る。

　僕の記憶の中では、なんでもかんでも余裕の表情でこなしていく印象の人だったんだけど……。

　異世界ともなると色々違うか。

　イオを警戒しながらスーツの内部で身体強化と魔力の体外構築を確認する。

　スーツの自壊は覚悟の上。

　竜殺しとの再戦か……。僕が感慨に浸ったまさにその時。

〝──以下省略！〟

「はぁっ!?」

　僕は思わず驚きの声を出した。

　急速に力がソフィアに収束していく。

　なんて理不尽な！

「死ね」

　界で気配を察して後ろを振り返った僕の耳がその声を捉えたのは──。

　脳天からまっすぐに一閃が走った後だった。
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　僕はソフィアと相対している。

　背にイオの視線を感じながら。

　くそ、スーツが。

　直接斬撃が当たったのは頭部。しかしそのダメージはかなりのものだったようで、スーツ全体が耐えきれずに弱い光を放って消え去った。まるでヒーローの変身が解除されるように。

　澪め、こんなところまで凝った仕様にしてたなんてな。

「あれで死なないか。それどころか防具を破壊しただけで無傷って、相変わらず面白すぎるわね」

　見覚えのある獰猛な笑み。

　記憶よりサイズの小さい同色の剣を手にしている。

　界で分かっていたとはいえ、こうして対峙するとやっぱり実感が……。

「ソフィア＝ブルガ」

「ええ、そう。覚えていてくれて光栄ね。あれから私も色々あってね。あの程度の攻撃じゃあ貴方は死なないって、確信していたわよ」

「魔人とやらに殺されていてくれればって、僅かに期待してたけど。お前もやっぱり生きているか」

　魔人とはニアミスで、遭遇はしていなかったのか。

　まったく、運が良い奴。

「え？　でも嬉しいわ。あれに耐えるんだから。帝国の勇者君よりはずっと、強い」

「……勇者を殺したのか？」

　おいおい、勇者を殺したりなんかしたら、女神がそれはもう怒るんじゃ……。

　もしかしてソフィア、女神上等ですか。

「いいえ、今はまだ。彼には面白いものを見せてもらったから、見逃してあげたわ」

「僕もお前を楽しませたみたいだし、今日のところは帰ってもらえない？」

「無理ね。私もランサーも貴方を最大級の障害と認識しているの。多分、いえ絶対に。お前は私達の邪魔になる」

「それって……勘？」

「ええ。今日こそ貴方を切り刻む」

　ソフィアの目に宿る殺気が臨界近くまで高まるのを感じる。

　今こいつと戦うなら、多分イオとやった時よりもずっと深く戦いに集中しないと怪我をする。

　だが、ソフィアは敵だ。

　僕を殺すと明言している、これ以上ない敵。

　なら、集中して何がいけない。

　戻ってくれば良いだけの事だ。

　そう。

　今の僕を忘れないでさえいれば、大丈夫。

「さあ──」

「双方、止まれ！」

　僕が戦いへの意思を固めた矢先、ソフィアとは別の、何者かの声に制止された。

「っ!?」

「あら」

「ロナ？　お前がどうしてここに」

　いち早く声の主を見たイオが、そいつの名を叫んだ。

　ロナ!?

　よりによって、ソフィアの一撃で僕が素顔を晒している今、何故彼女がここに来る!?

　どれだけついてないんだ僕は！

　女神、変身、響先輩にソフィアにロナまで!?

　ジョーカー有りでポーカーやってファイブカード決められた気分だよ！

　こっちはロッツガルドでこつこつ頑張って、ようやくストレートとかフラッシュが出来て喜んだ感じなのに！

　全部台無しかよ。

　……いや、今回は流石に駄目だ。

　僕だけじゃなくて、商会も、亜空の皆も巻き込んでいる。

　巴も澪も識もだ。

　諦めるなんて選択は、絶対にない。

　力ずくでも、無理矢理でも、たとえ当初と形を多少変えてでも。

　成し遂げなきゃ駄目だ。

　諦めて、たまるか。

「ソフィア、それから白い？　……え、貴方」

　ロナと目が合った。

「……」

「……ライ、ドウ？」

　バレた。

　くそ、いざとなればあっさりしたもんだな。

「なに!?　こいつがライドウ!?」

　イオも僕の顔は知らないまでも、ライドウの名前には聞き覚えがあるみたいだ。

「あら、ロナとも知り合いなんだ、ライドウ」

　ソフィアが思い出したように言う。

　よくもまあ、しれっと言ってくれるものだ。

「ライドウ、どういう事？　貴方はロッツガルドにいるはずよね？　何故、王都にいるの？　どうしてイオとソフィアに睨まれているのかしら」

　流石のロナも混乱を隠せないようだ。僕にも彼女の動揺が伝わってきた。

「……それは」

　言い淀む僕に代わって、イオが口を開いた。

「女神と約定を交わしたそうだ。王国の勇者を助けて、ステラを落としたいらしい」

「わお、ライドウ。私に嘘をつくなんてやるじゃない。やっぱり女神の駒だったの。それにしてもリミアは災難ね。貴方さえ来なければ、少なくとも城や街はここまで焼かれなかったでしょうに。帝都の勇者を助けに来てくれていたら、私も御剣もここまで来なくて良かったのに。残念」

　ソフィアはイオの言葉に過剰なジェスチャーで驚いてみせる。

「……取引。女神とは取引をしただけだ。お互いに約束をしただけ。僕は別にあいつの駒じゃない」

　崩れていく。色々なものが目の前で崩れていく感覚を、僕は今まさに体験している。

「ライドウ。私と、陛下に会う約束をしてくれたわよね？　ならば魔族と戦うのはあの時の言葉に反する行いではないかしら？」

　……ロナ。

　そっちは僕の言葉に含められた意図を汲もうとしなかったのに。

　多分、僕がそういう甘ちゃんだったから、こんな事を言うんだろう。

　彼女にとって、ロッツガルドの僕は相当扱いやすいヒューマンだったんだろうな。

　識がいなかったら、もっと好き勝手に利用されていたかもしれない。

「魔王と会う約束は、確かにした。でも。魔族を一切害さないと言った覚えはない。ロナ、お前なら分かるだろう。僕は、勇者の保護とステラの陥落を頼まれた。これは別に魔族を殺さなくても出来る事だ。同胞を失いたくないなら、リミアの勇者とステラ砦。諦めてくれないか？」

「数日前までは〝ロナさん〟だったのにねえ。……そう。ロッツガルドでの変異体騒動、そんなにライドウを怒らせていたの。貴方はヒューマンに特別執しゅう着ちゃくしてないようだったから、むしろ感謝されると思ってたわ。あれには窮きゅう屈くつそうにしていた商人の貴方を助ける効果もあったはずだけど？」

「……敵対する商人を皆殺しにして？」

　頼んでもいない事を、あんなやり方でやっておいてよくも。

「魔族が放った変異体が勝手にした事で、よ。貴方に責任なんてないし疑われもしないでしょう。たまたまそうなっただけなのだから。ライドウ達はただ避難をして、後は各国の救援部隊が変異体を討伐した後で適当に戻れば、それなりの環境で商売が再開出来たでしょうに。あの作戦、貴方にそれほどデメリットはなかったわ」

「余計なお世話だよ」

「……だったようね。ラルヴァ、いえ識か。あいつが傍にいるような商会だもの、倫理に拘るようには思ってなかったのに。裏で計算する一面が薄かったのは結構な誤算よ、まさか商人にあるまじき甘さと優しさで、あのラルヴァの協力を得ていたとは、ね……」

　彼女にそこまで言われるなんて、識も昔は相当エグい事してたみたいだなあ。

「ロッツガルドは、掃除させてもらったからな」

「連絡を受けているわ」

　幾らなんでも報告が早くないか？　ロナには驚いた様子もない。

「……魔族は街を離れているはずだぞ？」

「ええ、魔族は、ね」

　亜人……か。そうか、あの街にいる亜人の中にも協力者がいたのか。

　イオの率いる軍を見ても、青い肌をした魔族だけがヒューマンの敵じゃないのは十分わかったけど。

　数が多くても、四し面めん楚そ歌かなのはヒューマンの方だったりして。どうでもいいけどさ。

「あくどいな」

「私は貴方との約束は守っていたつもりよ？　どうかしら、もう一度、取引をしない？　貴方の魔族領での商売を全力でサポートしてあげる。もちろん、これまで通りヒューマンの国で商売するのも止めないわ。邪魔もしない。その代わり、この場は退いて」

　ロナはこの状況でなお僕に取引をもちかけてきた。

「……女神との約束があると言ったよ。もう一度言うけど、ロナこそイオを連れてさっさと魔族の拠点に戻れ。それからステラ砦から人員を退避させろ。残しておくなら無駄な犠牲が出るだけだぞ」

　信じられないといった顔を僕に向けて、ロナは再び言葉を紡いだ。

「そこにいるソフィアは既に人を辞めている強さよ？　それに加えてイオも相手にして無事に済むとでも？」

「……こう見えて僕も、数々の人外に非常識と言われてるから、心配は無用だよ。いいさ、何ならロナも加われば？　ちょっと、こっちについては過小評価されてる気がするからさ」

「な……」

　ロナが絶句する。

　こういうのは、あまり僕に似合う言葉じゃない。

　だけどこの際、二人も三人も一緒だ。

　識の手に余るなんて事は無いだろうけど、いっそランサーもこっちに来てもらっても構わない。

　集中集中。

　もう魔術は解禁だ。

　それに、夏の修業の成果もお披ひ露ろ目めといこう。

　どこまで自分がやれるのか、敵を相手に確かめるのも悪くない。

「ロナ、その言葉は驕おごりではない。ついさっきまで俺も、ローズサインを使って奴を攻めきれなかった」

　割って入ったイオの言葉が、ロナに衝撃を与える。

「ローズ……!?　イオ、貴方には絶対に戻れと伝えたでしょう！　どうしてあんなものを使ったの!?　レフトに預けておいたのに、なんで持っているのよ！」

「部下にだけあんなものを持たせられるか。それにレフトはかつて俺の副官だった男だ。俺の言い分に納得してくれたとも。何より勇者をここで討てるなら、後進に道を譲っても構わんと思った。あれは、予想よりも大分強くなっていたからな」

「あのねえ！　魔将までつとめた貴方が、簡単に死んで道を譲るなんて言わないで！　確かに、私と貴方は仕える王は同じでも、その忠義の方向は違うと思うわ。それでも私は、類たぐい稀まれな武人である貴方という将を認められないほど狭きょう量りょうでもないつもり。どうしても道を譲りたいのなら、何故教官としてその技をきちんと伝えてからに出来なかったのよ……」

　ロナが意外なまでに感情を露わにした事で、イオは少したじろいで言葉を詰まらせる。

「あ、ああ。いや、すまん」

「それで？　貴方に残された時間は？」

「それがな」

「もう、光も全く出ていない……。都に戻る事も出来ないの？」

　悲痛さが滲にじむロナの声。

　仲間にはそれなりに優しいところもあるんだな、この人。

　いや、イオも予想外な顔をしているから、もしかしてかなりレアな顔？

　ソフィアも僕に剣を向けたまま動かない。

　僕は驚きながらも、こっそりと界を通常の隠蔽に戻して力の展開を終了。

　これまでの不運のコンボに比べたら些細な事だけど、ラッキーには違いない。

　少しは流れが変わってきたって事かな。最悪の状況は脱してくれていると有難い。

「ローズサインの効果は切れた」

「……そう。言い残す事は？　相手が誰であったとしても、責任を持って貴方の言葉を伝えるわ」

「……いや、あの男、ライドウに切られたんだ」

　あまりにロナが神妙な様子なので、イオは言いにくそうに切りだした。

「……？」

「ローズサインの発動途中で、ライドウに、強制的にローズサインを打ち消された。何をされたのかは分からんが」

「……え？　それは、もしかして？」

「……俺はまだ死が確定してはおらん」

「っ!!　なら！　最初からそう言いなさいよ、紛らわしい!!」

　気恥ずかしさを誤魔化すように怒りに変えて叫ぶロナ。

「むしろお前が落ち着け。まともに話させてくれなかったではないか」

「うっ……」

　ロナが僕を睨む。

　いやいや、今のやり取りで僕はどこも悪くないよ？

　というか、さっきまでのロナの口ぶりからすれば、むしろお礼を言われてもいいくらいのような。

「ふふ、ふふふ、あははははははは!!」

　ソフィアの大笑いが謁見の間に響いた。

　天井が破壊されて夜空が見えるとはいえ、ここには不可視の結界が張られている。

　光の剣で一時的に効果を失っていた支援結界だ。

　流石はリミアの王都、大国の城だけはある。一度破られても、結界はすぐに再構築されるようになっているようだ。

　ソフィアはひとしきり笑うと、僕らをまとめて見回した。

　今のやり取りで、彼女のやる気が少しでも削がれていればと思ったけど、相手がこいつじゃ儚はかない希望に過ぎなかったか。

「そっか！　イオが命を代償にしてもロクなダメージも与えられない！　ふふ、ふふふふ!!　最初に〝解放〟しておいて良かったわね。私も全力じゃなきゃ勝てないかも」

「全力？　竜殺しのか」

　イオが嘆息するように呟く。

「気分的には避難したいわね」

　ロナもうんざりしている。彼女もソフィアには手を焼いているらしい。

「僕も同感」

「そう言わないでよ。貴方には私の本気を特等席で見る資格がある。それだけの価値があるわ、ライドウ」

　そしてソフィアは悪戯いたずらを思いついた子供のような意地の悪い笑顔をロナに向けた。

「そうそう、ロナ。星湖の一件だけど──」

「何、いきなり？」

「魔人の名前、今思い出しちゃった」

「はあ？」

　魔人の名前？　突然何を言い出すのか。

　ロナも唖然としている。

　ソフィア……こいつやっぱり、湖を作って戦いを終わらせるような魔人とも交戦していたのか。

　それで五体満足で生きているなんて、凄い生命力だな。

　そして相変わらずのバトルジャンキーぶりに変な感動を覚えた。

　僕に向き直ったソフィアが、一瞬体を沈めて鋭く踏み込んだ。

「再戦といきましょ！　魔人、ライドウ!!」

「……」

「!?」

「魔人!?」

　何か紅あかい光を付与してリーチが伸びた剣を手に、嬉々として僕に迫るソフィア。

　……え、まじん？

　僕が？

　魔人!?

　なんでこいつとの戦いはいつもこうなるんだよ！

　一瞬の停止から動き出した表層の思考、それを掻き乱されたまま、竜殺しを迎え撃つ。

　目の前で消えるソフィアの姿。

　あいつの常じょう套とう手段だ。

　どこから攻撃してくるかなんて分かるはずもない。

　だから……僕はこういう力を望んだんだ。

　イオの時とは違い、肩幅に足を開いて、その場に立ち止まる。

　回避を考えない、打ち合いの構え。

　ガギィィッ!!

　耳障りな音。

　左からだったか。

「これ、はっ！」

「お前の不意打ちには散々痛い目を見たからな。僕もそれなりに強くなってるって事だ」

　ソフィアの剣が僕から少し離れたところで止まっていた。

　いや、僕が止めた。

「ああ。何か違和感があると思ったら……ライドウ、いつの間に話せるようになったの？　それが強くなったって事かしら？」

　多少は表情を崩したものの、ソフィアは動じていない。

　剣を持たない左手に黒い闇の塊を掴んで、僕めがけて突き出す。

　闇？

　こいつ、扱える属性が前よりも増えてる？

　だがそれも、鈍い音と共に剣と同じ場所で止まる。

「共通語か。それはついさっきだ。どうした、ソフィア？　全然攻撃が届いてないぞ？　さっきの紅い斬撃でも使ってみたら？」

　界を隠蔽から強化に移行。

　僕の体から広がるようにオレンジ色の、濃密な魔力の姿が可視化されていく。

「刃竜の剣つるぎ、焔えん竜りゅうの炎ほのお。ソレで、防ぐ気？」

「一撃で僕を殺そうとした自慢の攻撃だろう。もう一度、試してもいいと言ってる」

　イオとロナ、二人の息を呑む気配が背から伝わる。

　まだイオは動かないのか。

　それとも、ソフィアの攻撃の巻き添えにされずに共闘出来るか推し量っているのか。

「なら試させてもらおうじゃない。さっきのトリックも、暴かせてもらう！」

　ソフィアの持つ濃緑の剣を、再度強く密な紅い光が包み、刀身を長くする。

　──来る。

　一閃。

　正面から放たれた剣を構えも取らずに見守る。

　ソフィアが振り抜いた一撃が僕の周囲を包む魔力と衝突し、その軌き跡せきに沿って色を残す。

　彼女が飛び退いたのを合図に爆発が起きる。

　この紅い光の剣といい、さっきからの攻撃といい……以前のソフィアは火属性なんて多用していなかったはず。とんでもない変わりようだ。

　視界が晴れていく中、そんな疑問を抱いた。

「人型？　あれ、魔力で構築しているの？　いえ、でもあれ……そんな」

「……あれが奴の、本当の鎧、か」

　流石魔将、ロナとイオは隠蔽を解いた僕の魔力を早くも分析している。

　僕は頭の回転は速くないから。

　だから使い方によっては恐ろしく強いとか、条件を揃えれば無敵とかそんな事よりも、シンプルにバレても特に不利にならないような力を欲した。

　それが、これ。

　僕の体から、イオよりも少し大きいサイズに構築された人の上半身の影。

　何かに憑依されているようにも見えるけど、僕の魔力で作ったもの。

　バレても構わず、不意打ちにも対応出来る。一度に放つ魔力が伸びない僕でも大量の魔力を行使出来る手段。

「……対物理障壁じゃ、ないわね。ライドウ、正気？　あれだけの防御力を持っていて、さらに防御スキルに特化したっていうの!?」

　余裕ではなく、驚きに満ちたソフィアの顔と言葉が、僕に自信をくれた。

「竜殺しの溜めた一撃も余裕で耐えられる。自信がついたよ、ソフィア」

「魔術の発動もなかった。障壁特有の弾かれる感覚も。どういう事よ、それは、明らかに物理的に私の攻撃を防いだわね？」

　ソフィアは、僕が以前一度も見た事のない顔をしている。

　彼女はあの攻撃にそれだけ自信があったのか。

　それとも、僕の得たコレが完全に予想外のものだったのか。

　確か、巴や澪、それに識も初見の時は同じような顔をしてたな。

「ああ、僕は魔力を物質化出来るようになった。戻すのもね。可視化が防げないのが難点だけど、僕にはそれを隠す手も別にあったから問題なし。で、防御力は今見せた通り」

　ソフィアの一撃も爆発も、僕が構成した魔力体に有効打を与えていない。

　まあ、もちろん防御だけじゃない。

　攻撃に使っても、結構反則だ。

　……滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ苦労したんだ。

　物質化自体も、その領域や形を定めるのも。

「魔力の物質化……聞いた事もないわ」

　ソフィアの言葉。

　だろうね。僕もエヴァさんから論文を見せてもらうまで、聞いた事がなかったし、その論文以外に大した資料はなかった。この世界では、完全に見限られた技術だから。

　イオとロナもこいつの正体に心底驚いているようだ。

「ロナ、魔力の物質化とはなんだ？　魔力で物を作るのか？」

「多分厳密には違う。ライドウがやっているのは……魔力そのものに、触れる事が出来る性質を与える、その類の事だと思う」

「つまりその気になれば、あの魔力の塊で出来ているであろう人型の上半身と、拳で殴り合いも出来ると？　凄いではないか！　あのように展開出来るなら術師の防御に」

「ええ、恐らく可能よ。でも……魔族でさえそんな技術は既に見限っているわ。その逆はともかく、コストパフォーマンスが悪すぎるもの」

　ロナは悪夢にうなされているような口調で、信じられない物を見る目で僕を見据える。

「イオ、貴方は金貨一枚を材料にして銅貨を一枚作れると聞いて凄いと思う？」

「……いや？　むしろ阿呆かと思うが」

「そうでしょう？　あれは正まさしくソレよ。魔力を物質化するなんて割に合わないの。はっきり言ってこれ以上ないくらいに非効率。特定の物質を魔力に変換するのはまだ十分に研究の余地があるけど、ね」

「対物理障壁とは違うのか？」

「ソフィアが言っていたでしょう。対物理障壁は武器や拳の攻撃に反応して起動する術の一つよ。ライドウのやっているあれは、魔術ですらないの。分からない、ライドウが何故あんな技を得たのか……」

　ぶつぶつと考察を続けるロナ。

「ソフィア、今度は僕の番だ」

　どれだけ大量の魔力を持とうと、相応しい使い方が出来なかった僕にとって、この力は多くの可能性を開いてくれた革命的なものだ。

　まずは目の前の竜殺し。

　こいつを蹴散らして、トラウマを一つ、克服させてもらう。

「大型なだけあって！　速度は大した事ないわね！」

　魔力体が打ち下ろした拳を避けて、ソフィアが懐に飛び込んでくる。

　変わらず紅い光を纏った剣で幾筋もの攻撃を加えてきた。
















　が、それは僕に届かない。

「まあ、武術の達人ってわけでもないからね。にしても、前とは比べ物にならないくらい強い攻撃だ」

「……当然でしょう！　これは」

「竜の力か。詠唱から察すると、他の上位竜にでも借りたの？」

「これなら!!」

　答えやしない。

　ソフィアの姿が消える。

　お得意の転移だろう。

　ただ、前に見たのとは少し違う。

　あの時は剣との入れ替えだったみたいだけど、今の彼女は違う手段で移動しているように見えた。

　影竜とかの力かな？

　斜め前方、空中に彼女の気配。

　背に担かつぐように剣を構え、胸の前辺りには紅い球体。

　遠距離攻撃？

　ソフィアが剣を袈け裟さ斬ぎりに振るって玉を切り裂く。

　瞬間、紅い球体がレーザーみたいな光の束になって僕に迫る。

　咄嗟に魔力体の手でそれを止める。

　握りつぶして、消す。

「ふぅん、まるでレーザー。さっきの詠唱にあった焔竜の力かな。上位竜で火っていうと紅の飛竜、〝紅あか璃り〟か」

「……これも駄目？　紅璃は竜族で最強の攻撃力を持っているんだけど」

　着地した竜殺しが厳しい目つきで僕を睨む。

「まったく、上位竜の力を次々と……。どこかで紅璃の恨みを買ったかな？　竜に嫌われる覚えはあまりないんだけどね」

　むしろ一匹、好かれすぎて困ってる両性類がいるくらい。……冒険者ギルド辺りに。

「あら、心配しないで。ライドウは別に嫌われてないわよ！」

　懲こりずに突っ込んでくる。

　弾きながら僕も打って出る。

「──っ!!」

　攻撃は再度かわされたが、拳の表面に魔法陣を展開、そこからソフィアが放ったようなレーザー状の攻撃で彼女を撃つ。

　だけど……ちっ。

　不意打ちだったのに、剣で防がれた。

　相変わらず無茶苦茶な直感と、ふざけた剣だ。

　だけど構う事はない。

　この魔力体は僕の術を強化するサポートの用途もある。

　むしろ本来の目的はそちらだ。

　体の外に出した魔力を周囲に留めてストックしておく。その最適な方法が物質化──具現化なんだから。

　界は感知で固定する。

　あいつの攻撃力なら、今の倍になっても強化なんて必要ないだろう。

「こんなのは、どうかな？」

　距離が開いたソフィアを正面に捉えて短く詠唱した。

　魔力体の前面から波は紋もんが無数に生じ、人の指先ほどの大きさの球が人型から切り離されて浮かぶ。

「防御、特化じゃ……」

　何をする気か分かったのか、ソフィアが呻くように呟いた。

「それだけなわけがないだろう？　ソフィア」

　球自体が細かに震えた直後。

　いくらか小口径だが、先ほどのレーザーに似た攻撃をソフィアに向けて無数に放つ。

　百弱の光の束がソフィアに向かう。

　奴はお決まりの転移でそれを回避する。

　でも、無駄。

　彼女の転移は他の空間に逃げ込む類のものじゃない。ただ別の場所に移動するだけ。

　しかも見た感じ、距離にはそれなりの制限がある。

　うん。

　いた。

　物陰に潜むソフィアを界で発見。

　標的を見失って壁面に向かっていた光の全てに、位置を伝える。

「曲がった!?」

　全ての光が方向を変えて、ソフィアの隠れた瓦礫の山に突っ込んだ。

　レーザー状のものを曲げる──男のロマンの一つである。

　驚きに染まったロナの声が聞こえてきた。

　追尾なんて、珍しいものでもないだろうに。

　今のは追尾じゃなくて追加入力に近いけど、見た目にそれほどの違いはない。

　爆発。

　ソフィアの位置は変わらない。

　多少はダメージがあっただろう。

　後ろを振り返ってイオとロナの様子を確かめる。

　イオは僕に対して構えを崩していなかった。

　ソフィアみたいなタイプは共闘しにくい。なのに、僕達の戦いに割って入ろうとするつもりなのか。

「イオ、その物騒な構えは解いた方が良い。邪魔をするなら、それなりの対応をするよ」

「俺はまだ、お前と戦っている気でいるんだがな」

「そう。忠告はしたからね？」

「ライドウ、貴方のそれ、全部自分の魔力なのかしら？」

「ロナ、それに答える気はない。でも一つ助言。早くステラから人員を下げろ。こっちはじきに終わりそうだ」

　おや。

　視線を戻すと、もうもうと煙が立つ中でソフィアが立っていた。

「そうだった。お前にはその攻撃があったわね。ライドウ」

　無傷では済まないと思ったんだけど、傷らしい傷はない。

「まるでイオだな。再生も覚えてきたの？　そろそろランサーも呼んだら？」

「呼んでるわよ、来やしないけどね……。そっちの従者が放してくれないみたいよ？」

「ああ……そっか。ならもう終わらせようか。ソフィア」

「……上位竜四匹よ」

　そう言って、ソフィアは苦々しく顔を歪めた。

「は？」

「前にやった時の御剣、瀑ばく布ふだけじゃない。お前と戦って湖に浮いてから……夜よ纏まといと紅璃をも喰らった!!」

　喰らった？

　上位竜の協力を得たんじゃなかったのか？

「……」

「私が気付いた自分の力。竜の力を喰らい、取り込める力。冒険者としても私はトップクラスだと自負しているけど、それに加えて上位竜四匹の力を手に入れた。今やこの身には国だって滅ぼせる力がある」

　国を？

　その程度で？

「あとは砂々波と無敵を喰らえば、奴を……万ばん色しょくを討てるはずなのに」

　七竜のうち四竜をその身に宿して、それでも僕ひとりにすら及ばない事が余程ショックなのかね。

　それに……万色ルト。

　後で絶対文句言ってやる。

　どうやらソフィアの目標はルトに関わるみたいだけど……どうしてあいつの因縁まで僕が背負わなきゃいけないのか。

「大げさだな。この程度の力で国を滅ぼせるか？」

「十分よ。そこのイオだって、小さな国なら一人で滅ぼせる。軍なんて弱者が群れるだけの力。私やお前ならそんなモノはただの的に過ぎない。如い何かに優れた個を有するか、それこそが国力でしょう」

「……」

　そんなものなのか？

　個人の力なんて軍隊っていう数の暴力の前では無力なものだと思っていたけど。

　……でも確かに、この街の状況や戦況を見ていても、〝この程度か〟って思った。

　不意打ちとはいっても、軍隊や騎士団がこんなにあっさりやられるものなのかってね。

　僕が思うよりずっと、この世界は〝弱い〟のかもしれない。

　不意に、ソフィアの力がさらに一段階上がった。

「まったく。肌に鱗うろこを浮かせるなんてカッコ悪い事したくなかったのに、よくも」

　その身に巡る四色の力が、元々ある彼女の力も相まってマーブル模様になっていくように見えた。

　ソフィアの肌の色がやや黒ずみ、うっすらと鱗らしい模様が浮かぶ。

　爪が伸び、瞳は巴のように竜の残ざん滓しが残るモノに変質した。

　竜殺しというよりも、竜人だな。

「変身か？　グロントは知らないけどさ。お前が蜃しんやルトに勝てるとも思えないな」

「──蜃に……ルトですって!?　どうやら、お前には口を割ってもらわないといけない事が増えたみたいね」

　僕の言葉に反応して、ソフィアの顔つきが一層険しくなった。

「お前には出来ないよ」

「無敵の蜃はともかく、万色と呼ばれる上位竜の名は殆ど誰にも知られていないの。是が非でも色々教えてもらわなきゃ。お前が死ぬ前にね！」

「へえ、そうなんだ。ここ最近、よく食事を一緒にしているけど」

「どこまでも、舐めた口を！」

　魔力体に触れるソフィア。

　何度同じ事をするのか。

　いや、剣を持っていない手で触れた。

　同時に、ソフィアの手から真っ黒い泥みたいな闇が吹き出す。

　付着した闇が魔力体の強度を部分的に低下させるのが分かった。

　一際強く輝いたソフィアの剣が黒くマーキングされた場所を正確に一閃する。

「へぇ」

　感嘆の声をあげながら、僕はソフィアに攻撃を加える。

　複数の魔術を構成して人型から放つ。

　矢、槍、球。

　幾つかの攻撃が命中したけど、彼女は止まらない。

　瞬時に回復術でも展開しているのか、こちらの攻撃はお構いなしに、斬って斬って斬りまくってくる。

　最低限の急所と右手だけをかばって、後は傷ついても癒す。

　ここが勝負どころと判断したらしい。

　──っと、ここでイオもか。

　背後からイオがこちらに突っ込んでくるのを把握する。

　界を感知で展開しているから、不意打ちはあまり食らわないで済む。

　ロナは、止めようとしていたみたいだけど、彼もソフィアと同じく今が好機と見たのだろう。

「ライドウ、悪くおも──!!」

　背中を向けたまま人型の腕で掴んでイオを拘束。

　新たに生やした三本目の腕だ。

「なあっ!?」

「別に、人型だから腕が二本なんて言ってないでしょ。お前だって四本あるし」

　まっすぐ夜空に向けて彼を持ち上げる。

「イオ、戻って来たら……殺す。さっきのは忠告、これは警告」

　振り返って、はっきりとイオを見てそう伝える。

　戻っては来ないだろうけど。

「ロケットパーンチ、なんてね」

「うおおおおおっ!?」

　腕を切り離して高速で撃ち出す。

　握り締められた状態のイオはそれを振りほどく事も出来ずに、もがきながら夜空の彼方かなたに消えていった。

　ザ・武人って感じの人だし、殺すにはちょっと惜しい。

　どこに落ちてもまあ帰還くらいは出来るだろう。ステラからも離したし、彼についてはこれで問題ないはずだ。

「よそ見を、するなぁぁ!!」

　ソフィアが渾身のなぎ払いを放つ。

　あ、これは魔力体の維持が難しいな。

　そこら中に黒いマーキングが付けられているし。

　キィィィン。

　耳障りな音とともに人型が砕け散った。

「これでぇぇぇ!!」

　まあ──。

　ガギィィィィ!!

「……ッゥゥゥ!!」

　──再構築が出来ないなんて、一言も言ってないけどね。

　破壊したと思ったモノが一瞬で現れて剣を防いだという事実に、動揺して硬直するソフィア。

　その一瞬を見逃してやるはずもなく、僕は人型の手で彼女を掴み取る。

「その姿、防御力はどれほどかな」

　握り締めた拳が、熱と共に光を放ち爆発した。

「アアアアアアッ！」

　本気の苦痛の叫び。

　ソフィアのこんな声を聞くのは、初めてか。





◇◆◇ロナ◆◇◆






　目の前で繰り広げられる戦いに、私は心底恐れを抱いていた。

　純粋な恐怖に近い感情だ。

　隣にいたイオは、ライドウがソフィアに押された機を見逃がさず参戦を決めた。

　だが、一瞬で排除されてしまった。

　我が軍が誇る最強の将が。

　ライドウは自身を覆う人型の脇腹辺りから三本目の腕を生やしてイオを掴み、そのまま体から切り離して空に飛ばした。

　イオは転移を使えない。

　なるほど、事実上彼はこの戦いから締め出された事になる。

　あんな手を使われたら、イオには為す術すべもない。

　私が迎えに行けばその限りではないが、少なくとも魔将クラスの者でも全く歯が立たない相手が二人も目の前にいるこの現実。

　ただただ、まずい状況だ。

　たった一つ私が希望に思うのは、ライドウの切り札があの魔力体らしいという事だろうか。

　あれは確かに厄介だ。

　術にも転用出来る魔力の塊で、どうやら簡単な詠唱ですぐに術が展開する。

　しかも魔力が続く限り再構成するのも容易らしい。

　あれだけの魔力体を構築出来る時点で、ライドウが少なくとも国家規模の魔力量を持つ事が証明された。

　純粋な物体ではないようだから、私が知るそれより変換効率はやや良いのかもしれないが、間違いなく脅威そのものだ。

「魔族の実験では、一般的な魔術師が全ての魔力を使い切って砂粒一つ。あれだけの塊を、竜殺しの攻撃をいなすほどの強度で具現化させるとなると……」

　計算する気がなくなる魔力量である事は間違いない。

　だが、所詮は魔力だ。

　私の切り札ならば相性はかなり良い。

　ライドウ相手と言えど、やりようはある……はず。

　今ならばソフィアの援護も期待が出来る。

　それこそが、私がまだここに留まっている理由だ。

　目の前で戦う二人が万全の状態で敵に回った場合、魔族にとっても大事になる。

　だから、片方だけでも今排除しておけるなら……。

　そういう事だ。

　本来なら使用には王の許可を必要とする私の奥おう義ぎだけど、今は手続きを踏んでいる余裕はない。

　静かに準備を始める。

　詠唱を編あんで、かつ二人に気付かれないように……。

「ロナ。何をする気か知らないけど、それ以上術を構成したら……潰す」

　私の集中を一瞬で打ち消す一声。

「っ!?」

　ライドウ！

　あいつ、この距離で。

　こちらを向きもせずに警告した。

　そういえば、学園であいつとお遊びで相対した時も、妙にこちらの攻撃を先読みした。

　他の学生と違って、私は癖も読まれていないはずだったのに。

　背筋に冷たい汗が流れる。

　最後に話して、変わらず甘いと思ったあの時から数日。

　たったそれだけの期間で、ライドウに何が起こったのか。

　分からない。

　だが、その原因以上に変化したという事実が重要だ。

　少なくとも、手のひらにのせて戦場で転がせる相手ではなくなった。

　渇いた喉に唾だ液えきを送る。

　カラカラだ。

　久しく感じなかった恐怖が、体の内側で膨ふくれていく。

　事を構えるべきではない。

　私は恐怖に屈した事を隠すように、彼との敵対を否定するための理由を並べる。

　念話でイオの位置は大体確かめてある。

　かなり距離はあるが、迎えにいけないほどじゃない。

　……。

　退き時だ。

　人の姿を歪めるまで竜の力を解放して、──本人の言葉を信じるなら──上位竜四匹分の力を持つソフィア。

　刃竜の剣、焔竜の炎、水竜の回復と支援、影竜の特殊能力。

　確かに、国を潰せる力だ。下手をすれば四大国すら潰しかねないほどの。

　だが涼しい顔で、本当に汗一つ流さずその相手をするライドウ。

　彼もまた──。

　いえ、彼は……未知数。

　少なくとも私は彼を、あまりに低く評価していた。

「冗談よ、ライドウ」

　舌がうまく回らない。

　少し間をおいた後、やっとの思いで彼の発した警告に応える。

「あ、そう」

「……勇者とステラ砦を諦めろ、だったわね。良いわ、ソフィアは知らないけど、私とイオはその要求を呑む。……退くわ」

「条件は？」

　ライドウは私を見る。

　ソフィアの相手をしながら、何度もよそ見をする余裕。

　これほど……なんてね。

「条件はないわね。陛下とは会ってくれるんでしょう？」

「もちろん。一度話してみたいしね」

「なら、それで十分よ。ソフィアは客将ではあるけど軍を指揮してはいない。置いていくけど、構わないわね？」

「……無事は保証しないけど？」

「ええ。この会話を聞いても戦いをやめる様子はないみたいだし。どんな結果でも戦場の成り行き次第と受け止めるわ」

「じゃあ、どうぞ。言っておくけど、これから勇者にちょっかいを出す気なら無駄だよ。外には識がいる」

「それほどバカじゃないわ。失礼」

　──怖い。

　この場を離れようとする私の頭にあったのは、その一念だった。

　ライドウこそが魔人。

　彼が自ら名乗った名前ではないにしろ、実に似合いの異い名みょうだ。

　ようやく顔を伝う冷や汗を拭った私は、心底そう思った。





◇◆◇◆◇






「剣が手とくっついてるように見えるけど？」

「……これは元々御剣の力の結晶みたいなものよ。こうして竜の力を強く解放すればするだけ、融合に近い状態になるわ」

　謁見の間──だった場所に二人きり。

　ソフィアは再び立ち上がっては青い光を纏い、傷を癒す。

　いまだその目には戦意がある。

「あのさ。そうやって手札を少しずつ切るのは、相手が自分よりも弱い時だけにしたら？　それとも、僕がお前を殺さないとでも思ってる？」

　もしそうなら、ソフィアの方こそ甘い。

　僕は、こいつを殺す気でいるから。

　蜃の名前に反応した以上、こいつは巴も喰らおうとしているわけだ。

　いくら実力が及ばなくても、巴を狙う奴をむざむざ見逃してやる道理はない。

「戦場で殺されないなんて思うほど、夢見る歳でもないわ。お前こそ、一撃の威力は帝国の勇者に劣っているんじゃないの？」

　帝国の勇者？

　なんでいきなり彼の話が。

　ソフィアは見逃したらしいけど。

「さあ？　帝国の勇者には会った事ないし。一撃で決める必要もないだろう？　手札は少しずつ切ったっていい」

「皮肉を……。お前の方が上うわ手てだって言いたいの？　やっぱり、あの子の方がまだ可愛かわいげがあるわね」

「……」

「あの子の一撃は凄かったわよ。影竜と水竜。二匹の竜の力を全力で引き出してなんとか凌げた。この姿になるほどじゃなかったけど、お前よりも上ね」

「……それ、矛盾してないか？」

「仲間を思う事も出来るし、命を削ってでも目的を達しようとする覚悟もある」

「……」

　随分とそいつの事を買ってるんだな。

「もしも誰かと手を組めと言うなら──」

　……いや、帝国の勇者、確かに侮れない。

「なるほど、確かに。帝国の勇者は凄いね」

「なに？」

「お前みたいな規格外の女にさえ、魅了チャームをかけるんだから。しかも多少とはいえ、しっかり切っ掛けを残している。何度か遭遇すれば完成させられるほどには」

「!?」

　全く気が付いてなかったのか、ソフィアの顔が驚きに染まる。

　無理はないか。本当に静かに、魅了の種を仕込んだって感じだから。

　どれほど緻ち密みつに策を巡らせれば可能なのか想像もつかない。

「ははは、気付いてなかったんだ。お前、どこかで抵抗しきれてなかったみたいだよ？　いや、流石は勇者だ。僕ならお前と敵対して、仲間にしようとは思えない」

　ソフィアの中に篭るように残る魔力の欠片を見つけて、感心した。

　まさかソフィアに魅了とはね。

　帝国の勇者、美人なら見境なしか？

　亜空でも被害者が出ないように、対策をきちんと立てておかないとな。

　ソフィアにも効くほどの力なら結構驚異的だしね。

「み、りょう？　私が？　お前、何を」

「見逃した──か。どうだか。殺さなかった本当の理由は勇者への好意なんじゃないか？　竜殺しともあろう者が」

「……」

「せめてもの情けだ。終わる前にそのチャーム、解いてあげようか？」

　魅了されているからといって、僕との戦いに支障はない。

　でも、やたらと帝国の勇者を持ち上げる彼女が、道どう化けに見えた。

　ソフィアは、僕が戦いへの没頭を気にしなくちゃいけないような脅威じゃなかった。

　驕りか、自信か。

　僕はただ、彼女を哀れんでいた。

「……黙れ」

「すまない。だが、不意をついたりはしない。どう、チャーム打ち消させてもらえない？　ディスペルマジックは安全な魔術だよ？」

「……黙れと言っている」

「一人ではどうせもう、出来る事もなさそうだ。ランサーを待ってもお前に有利な展開はないと思うよ？」

「その口を──」

「あのさ……」

　僕が言葉を続けようとした瞬間、ソフィアの背が燃え上がった。

　否、燃えてない。

　炎だ。

　竜の翼をかたどった炎が開いたんだ。

「──閉じろっ!!」

　姿が消えた！

　転移!?

　いや……違う!!

　単純に目で追えない速度で……。

　宙を見る。

　紅い軌跡が縦じゅう横おう無む尽じんに疾はしって線を描く。

　高速機動。

　まだこんな手が残っているのか。

　引き出しの多い奴。

　魔力体の至るところに斬撃の跡と黒いシミが残っていく。

　口数の多かったソフィアが、今は無言で攻撃を続けている。

「……ふぅ」

「御剣が戻れば、お前は終わりよ」

　ん、喋った。

　でも、的外れだ。

　いや、〝僕達〟が規格外すぎるのか。

「御剣──ランサーは戻らない。上位竜数匹の力を持つお前でもこの程度なんだろう？　なら……ウチの識はランサーなんぞより、もっと強い」

　そう。

　目に見えないほどの高速で放たれる斬撃を受けつつ、僕は確信をもってソフィアに応えた。

　同時に、念話で僕に許可を求めてきていた識に伝えた。

　好きにやって良い──と。








ＥＸＴＲＡエピソード　一方その頃





















　真達クズノハ商会がロッツガルドの変異体騒動に対応を始めてしばらくの後、学園都市から二人のヒューマンが姿を消した。

　エヴァ＝アーンスランド。

　学園の司書をしていた女性だ。

　そしてその妹のルリア＝アーンスランド。

　学園都市の飲食店ゴテツで働くエヴァの妹である。

　強力な魔物と化したモノ達による住民の犠牲は、商会の対処が始まった後にも次々と出ていた。この間に失われた命も少なくない。

　だがアーンスランド姉妹が消息を絶った直接の原因は、変異体ではなかった。

　亡国ケリュネオンの民であり、かつて貴族であった二人。

　国が滅びるという惨さん事じの中で、彼女達は幸運にも命を長らえた。しかし、それ故に様々な蔑みと怒り、憎しみをその身に浴びる事になった姉妹。姉はいつしか危険な狂気に憑つかれ、妹は全てを諦めて抜け殻と化していた。

　だが……。

　妹の諦てい観かんで歯止めを失い、さらに加速しつつあった姉の狂気は、彼女の身を滅ぼすどころか、奇跡の果実への道みち標しるべとなった。

　それが、ある男との契約。

　姉妹は未だ知らない事だが……魔人との契約だった。

　過去の改変。

　一つの国が歩んだ歴史の捏ねつ造ぞうともいえる、無謀すぎる計画。

　滅亡という結末を迎えたはずの祖国に、それ以外の結末をこじつけて、やり直す。

　エヴァの狂気が望んだ最高の結果である。

　その引き替えとして差し出すものは、アーンスランド姉妹のこれまでの人生、営いとなみの全て。

　二人は、魔人──クズノハ商会代表ライドウの前に跪ひざまずき、彼が差し出した右手に縋すがった。

　だから今、エヴァとルリアはロッツガルドから消えたのである。

　全ては因果。




「ここ、どこ……」

「分からない。でも多分ライドウせんせ──ライドウ様の所有地、よね？」

　呆ぼう然ぜんとしたルリアの言葉を受け、姉のエヴァが推測を口にする。

　ただ、二人とも状況が呑み込めていないのは確かだった。

　今彼女達が立っているのは、綺麗に並べられた石畳の道路の端。

　目の前には青々とした草原が広がっており、風に乗って緑の香りが強く漂ってくる。

　彼女達をこの場所に連れてきた人物は、二人に「ここで待て」と告げると、少し先に見えている街に入っていった。

　エヴァとルリアは、彼がクズノハ商会の従業員の一人で、ドワーフという亜人だと紹介されている。正確にはエルダードワーフなる非常に優れた職人種族であり、もし一人でもお抱えに出来たなら、その商人なり貴族なりの家に莫大な富をもたらすであろう存在だとまでは知らされていない。

「あの街、何か変じゃない、お姉ちゃん？」

「ええ。妙ね」

　姉妹は揃って首を捻った。

「結構大きな街だけど……なんだろ。変」

「外壁……」

　エヴァがポツリと呟いた。

「あっ!?」

「あの規模の街なのに壁が低すぎる。堀も役目を果たすほど深くはなさそうね。幅はそれなりにあるけれど……」

　エヴァの指摘で、ルリアは違和感の正体に気付いた。

「そう、だよね。外からこんなに街の様子が見て取れるなんて、おかしいよ」

　姉妹が立っている場所からは、草原の先にかなり大規模な街が広がっているのが見えた。

　高所から見下ろしたなら話は別だが、これだけの規模の街なら、大抵はそびえ立つ外壁に遮られて外から街の様子など見られないはずである。だが驚くべき事に、この街はそうではないのだ。

　街を囲む低めの壁は所々繋がっていないため、防壁としてはいかにも頼りなかった。一方で、幾つか見える見張り用らしき櫓やぐらは不自然なほど高い。

　とにかく奇妙な街である事は確かだった。

「お姉ちゃん、ドワーフが戻ってきた！」

「落ち着け、私。もう覚悟は決めた。私は目的のために全てをライドウ様に差し出したんだから」

　エヴァは自分に言い聞かせるように小さく呟いた。

　緊張を隠せない二人と対照的に、戻ってきたエルダードワーフは自然体で機嫌が良さそうだった。

　実は彼の上機嫌の理由は彼女達に関わっているのだが、二人はまだそれを知らない。

「お待たせした。では案内しよう、若様の街を」

　エルダードワーフが何気なく発した台詞せりふだが、そこにはエヴァとルリアには聞き逃せない言葉が含まれていた。

「ライドウ様の……？」

『街!?』

　その意味するところを理解して、二人は口を揃えて叫んだ。

　個人が街を所有する──それは領土の保有とも捉えられる。

　ならばライドウは、商人ではなく貴族だったのか？

　エヴァの脳裏に、実年齢よりも幼く見えるライドウの姿が浮かぶ。

　小さな町や村程度なら、商人が財力にものを言わせて実質的に支配するのは難しい事ではない。

　しかしこれだけの街となれば、国が関わらなければ不可能だろう。

「おう、そういえば、客人にまだ名乗ってなかったな。イシュだ。そちらはエヴァ殿にルリア殿、でよろしいな」

　ドワーフは歩きながら陽気に自己紹介をはじめたが、エヴァもルリアも心ここにあらずといった様子で、生返事をしただけであった。

「……はい」

「よろしくお願いします」




　姉妹が街に入るにあたって、審査のようなものは一切なかった。

　不思議に思ったエヴァは、イシュにその事を尋ねたが、彼は笑ってこう言った。

「若様に招かれた客人に、審査なんて必要ないさ。……そういえば、ここに若様から直接招かれたヒューマンが来るなど、初めての事か？　どうだったか……」

　彼の言葉に反応して、エヴァとルリアは周囲を観察した。

　街にヒューマンがいない。

　ただの一人もだ。

　この重大な事実に二人は戦せん慄りつした。

「あ、あの！　イシュさん、聞いてもいいでしょうか!?」

　ルリアがビシッと挙手してイシュに質問する。

「構わんよ、鍋屋の娘。我らはもう同志、そしてお前達は我々に素晴らしい贈り物をもたらしてくれたのだからな」

「贈り物？」

「いや、それは後でゆるりとな。で、何が聞きたい？」

「ここってヒューマンは一人もいないんでしょうか？」

「今はおらんな。若様を除けばお前達だけだ」

「亜人がこれだけの街を持っているなんて聞いた事ないんですけど」

「ここは亜人の街ではないさ。若様の世界の、若様の街。ただそれだけの事でな。つまり若様の民であれば、誰が住んでも良いのさ」

　イシュはにこやかに説明しながら通りをまっすぐ進んでいく。

　すれ違うのはオークにリザードマン。

　彼女達が見た事もない、背に翼を持つ亜人。

　他にも魔物が何種類か。

　皆にこやかな視線をエヴァとルリアに向けてくる。

　敵意など全く感じない。

「でも、あの眼め鏡がねをかけた女性はヒューマンでは？」

　そう言ってルリアが指さしたのは、紫の髪をした女性達。街の奥に進むにつれて、ちらほらと目にするようになっていた者達だ。皆一様に髪が紫という共通点こそあるが、亜人には見えない。ルリアにはヒューマンだろうと思えた。

「ヒューマン？　ああ、彼女達か。ゴルゴンという種族だ。言っておくが、亜人ですらないぞ。魔物だ」

　イシュの答えに息を呑む二人。口元に手を当て魔物への恐怖に目を見開いて驚く反応は、実にヒューマンらしいものだった。

「はははは。じきに全部知る事になる。何せお前達は若様と契約を交わしたのだから、な」

　やがて、広い通りの先に一際大きな建物が見えてきた。

　イシュが目指している場所はここだろう。

　邸宅にしては大きく、宮きゅう殿でんと呼ぶには小さい。

　そんな印象を持たせる大きさだった。

（ねえ、まさかあそこ、先生の家、じゃないよね？）

　ルリアはイシュの様子をチラチラと窺いながら、姉に耳打ちする。

（ルリア。先生じゃないでしょ、ライドウ様。ここがライドウ様の街なら、あそこはご自宅か、クズノハ商会の本店と考えるのが妥だ当とうよ）

（それにイシュさんって人、〝若様の世界〟とかよく分からない事を言ってたと思うんだけど……）

（忘れなさい。そこは多分考えちゃダメ。今は目の前の光景こそが現実だと思いなさい。ただそれだけを念じるしかないわ）

（お姉ちゃん……分かった。なんとか呑み込んでみる）

　往来でひそひそと耳打ちし合うアーンスランド姉妹の姿は、なんとも不審だ。

　しかしそれを気にする者は誰もいない。

　ルリアとの内緒話に区切りがつくと、エヴァは空を見上げた。

　青く高い空が、どこまでも続いている。

（ここが、ライドウ様の仰っていたキギョウジョウカマチという場所なのかしら。でも空はどこだって同じ。四大国だって魔族領だって……ケリュネオンだって、もちろんここだって。今更転移や街くらいで驚いていたら、あの人と関わっていくなんて到底出来ないわ）

　決意を胸にエヴァがまっすぐ前を見る。

　……実のところ、この空さえもが彼女が頭に浮かべたどことも通じてはいないのだが。

　全てはまだ明かされぬまま。

　真に招かれてこの地を訪れた二人のヒューマンは、こうして数すう奇きな運命を歩き出していく事になる。





◇◆◇◆◇






「──以上が、近々貴女達に協力する事になる種族です。翼人とゴルゴンについては他の者よりも多少時間がかかるかもしれませんが」

「は、はぁ」

　ケイトと名乗ったオークの女性の説明に、エヴァは曖昧な返事をした。

　果たしてエヴァの予想通り、大きな建物は真の家であり、姉妹は建物内の一室に通された。

　会議室らしきその部屋には、幾つもの種族の姿があり、それぞれの自己紹介が始まった。

　──彼女達の〝協力者〟として。

　いずれの種族も、ここまで歩いてきた間に目にしていたので、二人がパニックになる事はなかったが、本当にヒューマンがいない事に、彼女達は内心で大いに驚いていた。

「……随分と腑ふ抜ぬけたお返事ですね。エヴァと言いましたか……貴女、状況はわかっていて？」

　互いの紹介を仕切ってくれたケイトが、エヴァを厳しい目で見つめる。

「はい。それはもちろん。ライドウ様は、ケリュネオンを私達の手に取り戻して下さると。その代わりに私達のこれまでの人生を貰うと仰いました」

「つまり、具体的にどういう事になると考えているのですか？　それを尋ねています」

「で、ですから！　私達とアーンスランドの全てをあの方に捧げる代償として、あの国を、ケリュネオンを！　魔族の手から取り戻して下さると考えています！」

「イシュ……本当にこれが若様の仰っていたアーンスランド家の生き残りなの？」

　オークの女性は落胆を隠そうともせず、姉妹の後方に立つドワーフに目をやる。

「間違いないとも。気持ちは分からんでもないが、覚悟だけは本物のようだし、やり甲が斐いがあるじゃないか。それに、ケリュネオンを取り戻す──この二人の願いはつまり、もしかすると我らにとっての……」

「分かります。ええ、素晴らしい事になるかもしれないわ。けれどね、コレはあまりにも自分達の今後が見えていないわよ？」

「そこはそれ、若様は我々に任せて下さるとの事だ。巴様も澪様もな。それに此奴らは最低限の運も持っておる。ほれ、ここにエマがおらんのは、幸運と言えよう」

「……確かに。エマがこんな様ざまの二人を見れば、黒ブラック化どころか深淵アビス化するわね。近くにいたくないわ」

　女オークは何か良くない記憶を思い出したかのように頭を押さえ、嘆息した。

　控えている他種族の者も皆何故か、彼女に同意して何度も頷く。

「エヴァ＝アーンスランド。それからルリア＝アーンスランド。改めて聞くわ、覚悟はあるのね？」

「……この身の全てをあの方に捧げます」

「私も、構いません」

　エヴァとルリアが再び覚悟を口にした。

　なんだってする。何を望まれても応じる。

　確かに二人はその覚悟をしていた。

　だが、それは、ライドウが彼女達に望んでいる覚悟とは若干──いや、大きく乖かい離りしたものだった。

「では、その言葉を忘れぬように。こちらも良いように解釈する事にしますから」

『？』

　言葉の意味が分からず、姉妹は顔を見合わせた。

「さて、エヴァ。質問を続けます。貴女はケリュネオンが魔族の手から取り戻された時、どうなると思いますか？」

　ケイトが少しだけ暗い笑みを浮かべて、エヴァに向き直った。

「それは、魔族が再び奪いに攻めてくるのではないでしょうか。ですからまずは防備を──」

「ああ……それは心配しなくて構いません。あり得ませんから」

「あり得ない？」

「ええ。ケリュネオンは魔族の手を離れ、代わりに貴女がいる訳です。すると、そこには物語が必要ですね？」

「と、言いますと？」

「どうして魔族領内に取り込まれたはずの小国から魔族が手を引き、そこにヒューマンである貴女がいるのか、という点にですよ。必要でしょう、理由が」

「……ライドウ様が治めるのでは……」

「駄目です。恐らくそれは若様のご意向には添いません」

「駄目!?」

「私達は若様のお考えの全てを教えていただいている訳ではありませんので、あくまで推測ですが。若様は貴女達とアーンスランドの名に、もっと違う役割を求めていらっしゃるのだと思います」

「……」

　エヴァはケイトの話に圧倒されながら、言葉の続きを待っていた。

　唾液が、上手く喉を通らない。

　緊張が彼女の身を支配しつつあった。

「貴女と妹のルリアは、ケリュネオンで魔族への抵抗を続け、遂に彼らを国土から追い出した救国の英雄なのですよ」

「……え？」

「その過程において魔族の方針を良しとしない亜人や魔物をもとりまとめ、アーンスランド以外の貴族が滅びの結末を迎えてなお、不屈の意思と卓越した才をもって戦い続けたケリュネオンにおける絶対的な英雄。それが貴女方です」

『……』

「ケリュネオンは滅んでなどいない。それどころかクズノハ商会という頼もしい協力者を得て、魔族領に囲まれる中で独立を勝ち得た奇跡の国。──若様はそんな筋書きを描いておられるのだと、私達は考えています」

「あ、あの。それはもう、狂ってるというか、小さな子供の愚ぐにもつかぬ妄もう想そうのような話では……」

　ケイトが口にした物語の荒こう唐とう無む稽けいさに、思わずエヴァが異議を唱えた。

　今まで黙っていたルリアも、姉に追従する。

「私も、その……あまりに非現実的な気がするんですけど……」

「でしょうね。私もそんな事ある訳がないと思います。私が信じるか否かは関係ありませんけどね。……ああ、エヴァ。若様に対して狂ってるだの子供の妄想などという無礼な物言いは禁止です。以後、慎つつしむように」

　ケイトが臭わせた言外の重圧を受け、押し黙る二人。

「先ほど紹介した通り、亜人については我々から協力者を出します。あくまで一時的なものになる予定ですけど。それからヒューマンですが、ツィーゲの冒険者を中心に送るつもりでいます。こちらは冒険者ギルドとの兼ね合いもありますから、後日若様から何らかのフォローがあるでしょう」

「……」

「あとは英雄がいればいいだけです。エヴァ＝アーンスランドと、ルリア＝アーンスランドがね。戦闘力は期待しません。必要もないでしょう。それよりも、戦争が終わった国を再興するための政務能力を中心に身につけてください。貴女方にはこれから生まれ変わってもらいますよ」

「ええっ!?」

「わわわわ、私はお姉ちゃんみたいに学も知識もない、しがない給仕なんですけど!?」

　必死に拒否するルリア。だが、ケイトの目が無慈悲に光った。

「つまり、食料や農作物については下地がない訳ではない、という事ですね。これは良い事を聞きました」

『ちょ!?』

「覚悟……あるんですよね？　まさか家名を捨てるだけで済むとでも？　誰かにケリュネオンをまとめてもらって、自分達は元の領地辺りで若様の愛人として子育てでもしていればいい、だなんて──」

『!?』

「……そんな温ぬるい事は考えていませんよね？　ケリュネオンを捨てたアーンスランドの姉妹は若様との契約で消え去りましたが、同時にケリュネオンを救った英雄としてのアーンスランド姉妹が生まれたんです。死んでも辿りついてもらいますよ？」

　ケイトと他種族から放たれるプレッシャーで、エヴァとルリアはガタガタ震えだした。

（嘘です。こんな無茶、狂ってます！　いくらライドウ様だからって、こんな事お考えになるはずがない。このオークの人が思い違いをしているだけなんだ。きっとそう……そうだと言って下さいライドウ様……）

　これから何が始まるのか、エヴァにはまったく予測がつかない。

　少なくとも彼女が想像しうる範囲の苦しさ、辛つらさでは済まない事だけは確信出来た。

　ルリアの顔からは血の気が引いて、もはや土つち気け色いろになってしまっていた。

「では、現状と若様のお考え、そしてこれからしておくべき最良の道も示された訳だ。早速始めようではないか」

　そう言って、唐突にポンと手を叩いたイシュ。

　ルリアは反応せず、エヴァは壊れかけのブリキのおもちゃのように、ぎこちない動きで彼に顔を向けた。

　ここに集まった一同は──彼女達二人を除いて──至極納得の様子で、イシュの言葉に首しゅ肯こうした。

「な、何を？」

「なあに、来れば分かる。では皆もよろしく頼む」

　イシュは特に同意を求めるでもなく、姉妹の手を取って半ば引きずるように部屋を出た。

　そのまま廊下を進み、渡り廊下を経て離れらしき部屋の一つに入っていく。

　部屋の内部はそれほど広くないが、その中央には橙だいだい色の奇妙な霧の塊が柱状に立ち込めていた。

　明らかに魔術の仕業と分かる光景。

　巴が確立した、亜空内で移動する際の転移陣だ。

　今は各種族の居住地と真の家が繋がれている。

　霧の柱という形状は独特だが、その効果は既存の転移陣よりもかなり優れている。

「最初は俺達エルダードワーフの暮らす場所からだ。ほれ」

　言うが早いか、イシュはその霧の柱の中にエヴァとルリアを放り込み、自らもそれに続いた。

「え、あ！」

「ひぇ!?」

　一瞬の出来事の後、二人の視界には鉱山街のような集落が広がっていた。

　途切れる事なく鍛冶の音が響き、煙と熱が漂う、活気溢れるドワーフ達の暮らす地。

　転移した先は、壁がない屋根だけの建物だったため、その場から周囲の景色が見渡せる。

「まずは工こう場ばだ。言っておくが、俺達が作り出す物は武具だけではないぞ？　道も家も、日常のちょっとした品まで、なんでもやる。世に知られる我らの名はその殆どが武具にまつわるもの故、誤解も仕方ないがな。ともあれだ、聞けばケリュネオンなる国は若様にとって大事な国。ならば再興においても半端な物を使う訳にはいかんからな」

『……』

「どうした、何を呆ほうけている。お前達には無駄に出来る時間なぞ微塵もないのだぞ。早くついてこい！」

　いつの間にか歩き出していたイシュが、姉妹を振り返って怒鳴る。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつに陥おちいっていた二人は、慌ててイシュの背中を追いかけた。その身に残る覚悟──既に砕けての残りカスになっていたが──に押されて。

　鍛冶職人達の村。

　まさにそんな印象の場所だった。

　心なしか、草原や真の家にいた時よりも肌を撫でる風が熱い。

　学園都市で見慣れた、装飾に力を入れた建築物とは異なる、無ぶ骨こつで実用性を重視した建物が並んでいた。

　見回せば、常に金属製の道具や武具が視界のどこかに入ってくる。

　ドワーフの武具はヒューマンの街でも評価が高い。ドワーフ達にとって低品質な物でさえ、手に入れるには結構な手間がかかる。

　無造作に壁にかけてある斧、空から樽だるに何本も突っ込まれている剣──ケイトから紹介された通り、彼らがエルダードワーフだとすれば、どれもが一ひと財ざい産さんになる代物だ。イシュ自身もここをエルダードワーフの村と口にしたので、間違いないのだろう。

　エルダードワーフという種族についてよく知らないが故に、ルリアはこれまでと変わらない様子でイシュの後について歩いていたが、姉のエヴァの方は、この村の光景に新たな緊張を覚えていた。

「まずはわかりやすく武具だ。見ろ」

　工場に到着してもイシュの足は止まらず、そのまま奥へと進んでいく。

　姉妹は一瞬立ち止まったものの、辺りを見回す余裕もなく、慌てて後を追う。

　ある部屋の前で、ようやくイシュが立ち止まった。

　鍵はかかっていないらしく、彼はそのまま両手で扉を押し開け、姉妹に中に入るよう顎で促す。

『……』

　壁や棚に所ところ狭せましと並べられた武具の数々に、姉妹は言葉を失った。これら全てがドワーフの手による品。あまりの事に、彼女達はなんと言っていいか分からなくなっていた。

「全て業わざ物ものとまではいかんが、一般的な使用においては十分役割を果たしてくれる物ばかりだ。大体三千。同じような品質の武具の保管庫はまだ幾つもある。必要ならばここの武器をケリュネオンに回す事になるだろう」

「はぁ……っ!?　ええ、これを!?」

　エヴァの驚きを品質への抗議と捉えたのか、イシュが諭さとすように説教を始めた。

「おいおい、流石にこれよりも上の物は鍵付きで保管してるし、持ち出しにも譲渡にも許可の手続きがいる。あまり最初から高望みなどするな、まったく……」

「あ、その──」

「普段から若様や識様がお持ちになっている物を見ているお前にしたら、物足りんのは分からんでもない。だがな、よく聞け？　あのクラスの装備品は使い手を選ぶ。使い手足る資格もなく手に入れたところで、部屋の飾りにしかならんぞ。それどころか、いらぬ争いを生み出しかねんのだ」

「あの、イシュさん。姉は多分逆の意味で驚いているんだと思います」

　ルリアが姉をフォローするために、遠慮がちに口を開いた。

「おお、先ほどから静かだった娘がようやく話し出したか。だが……逆とはどういう事だ？」

「こんな──私達みたいな素人が見ても凄いと分かる武器を、それも大量に出してくれるって事に驚いてるんです。私もそう思っています」

「……まだどこの誰が手にするか分からんから、とりあえず最低限の物を用意してあるという確認だったんだがな。まったく、困った認識だ」

「最低限……これが……？」

　保管庫一杯に詰まった武具を見渡すエヴァ。

　それなりに大きな街で武器屋を覗いたとしても、ここにある武器に相当する物は滅多に見つからないだろうと彼女にも分かった。

　最低でもこれらの品を支給してくれるという、とんでもない提案。

　今のエヴァの心境をたとえるなら、道ですれ違った見ず知らずの人から、突然宝くじの一等を譲り受けた時に等しいに違いない。

「ならば逆に良かったか。もっと高品質な方を見せて、十分扱える者がいるなら将来的にはこのくらいの武具も用意出来るぞ、と示そうかと迷っていたのだが。どうやら、ここで丁度良かったと見える」

「ですね。私もお姉ちゃんも武具に詳しくないですけど、それでもここにある物が凄いのが分かりますから」

「ふむ、そうか。だが俺達にとって本当に良く出来た作品になると、ある種の気配というかオーラというか、そういうのを纏う。ただ一振りの短剣であっても、今感じている以上のプレッシャーを受ける事さえある」

「一本で、今以上？」

「うむ。千も並べれば、お前達では身が持たずに倒れるかもしれん。これも要訓練というわけか……ふむ」

　プレッシャーに慣れる。

　人が相手であれば、なんとなく理解出来る言葉だとルリアは思った。

　慣れというものは馬鹿にしてはいけない。

　ゴテツに入ったばかりの頃は接客も緊張の連続だった彼女だが、今では店が大入り満員であっても、どこか心に余裕を残して対応出来るようになっていた。

　いつかこの環境にも慣れる日が来るならば──。

（まだとてもいつとは言えないけど……）

　ルリアはそこまで考えて苦笑を漏らす。

　姉ともども、とんでもない人と、とんでもない約束をしてしまったようだと自覚し始めた。

　想像していたのとはまったく方向性が違う、そして遥かに困難な道が続いている事に戦慄もしている。

　しかし。

　ルリアは思う。

　これはあのライドウとの約束なのだと。

　彼はやると言ったらやる男だ。

　少なくともこれまで、ルリアが見てきたライドウはそういう人物だった。

　相手が酔っ払いだろうが、大貴族のホープレイズ家だろうが、いつもと何一つ変わらぬ様子で守ってくれた。

（きっとこれだって、少し覚悟の種類が違っていただけ。お姉ちゃんと力を合わせてなんだってするんだ。どんな山にだって登りきって──違う、そうじゃなかった。私達はあの時、下が見えない、ただケリュネオンの復活という光だけが薄く輝いている谷底に飛び降りた。あれは、そういう覚悟だったってだけ）

　既に飛び降りた以上、どういう形にしろ谷底には必ず到達する。

　ケリュネオンは本当に、きっと近いうちに復活するだろうと、ルリアは理解した。

　姉を見る。

　背負い込んでいる物がルリアよりも多かったエヴァは、まだこの現実を受け止めきれていない。

　けれどそれでいいのだと妹は思う。

　今全部を受け止めていなくても、やるべき事は変わらない。

（だって私達は今落ちている。悩んで歩みを止めようとしたって、もう出来やしない。〝その時〟に向けて、ただ落ち続けるだけ。ふふふ）

　観念したルリアの顔に、笑みが浮かぶ。

　色々なものが吹っ切れた、そんな晴れやかな笑みだ。

　イシュがルリアの変化に気付き、小さく頷く。

「む、良い顔をする。そろそろ次に向かうか。建築や土木の部分だな。お前達が国に戻った後、おそらく最初から最後まで関わり続けなくてはならんところだ。これに携たずさわる者をどう確保し、どう育成していくか。難しい事案だ」

　彼は保管庫を閉じ、次の目的地に向けて歩き出した。

　ルリアはエヴァの手を引いて彼を追いかける。




　ほどなくして、集落の裏手にあたる場所に案内された二人は、広大な土地を目にした。

　下草は刈られ、木も全て抜かれて地面が剥むき出しになった場所。

　実際に広さは相当なものだが、それ以上に広く感じるのは、完全に視界が開けた空間になっている事が理由だろう。

　そこではドワーフと他の種族が協力しながら家を建てたり、道を作ったり、穴を掘ったり、丘を造成したりと、多様な工事をしていた。

「見ての通り、建築や土木作業を学び、研究し、身につけるための場だ。流石にお前達以外の者をここに連れてくる事は出来んが、ここの仕組みや使われている技術を学べば、模も倣ほうした施設を現地に作る事は可能だろう」

「……凄い。家が一瞬で組みあがってる」

　ルリアが目を見開いて驚きを口にする。

　無理もない。

　一軒だけならばロッツガルドでも時々見られる光景だが、何軒もの実に多様な家が、数箇所同時に、建ててはバラしてを何度も繰り返されていたのだから。しかも、建て直す度に細部が微妙に異なっている。

「あれか？　種族ごとに快適な家というものは違うからな。たとえば俺達がオークの住居を作るにしても、オークが快適に過ごせなくては意味がない。だからああやって、それぞれの種族と話し合って情報交換をしながら、より良い物を組むようにしている」

「あの、あちらは？」

　武具の保管庫以来自失していたエヴァも、この光景が気付けになったのか、イシュに質問する。

　彼女が指で示した先では、形状も厚みもまちまちな、様々な大きさの石のタイルらしきパーツが等間隔に積まれていた。こちらも関わっているのはドワーフだけでなく、翼人やオーク、リザードらが大勢忙しく動き回っている。

「あれは道の舗ほ装そうだな。積まれた石材の脇に道筋が掘られているのが分かるか？」

「……いえ、私にはよく」

　エヴァはあまり視力が良くない。作業場所全体を見る程度ならともかく、細部の様子までは見えなかった。

　妹のルリアはイシュが示した場所をしっかり捉えていた。

「幅も深さもバラバラで一定じゃないような……」

「ほう、妹の方はよく見えているな。こちら方面ならば姉よりも妹の方が素養があるか……対人能力もそれなりのようだし……なるほど」

　イシュが小声で評価をこぼしたのには気付かず、ルリアは能天気に聞き返した。

「道ってああやって作ってるんですか。そういえば見た事ありませんでした」

「そうだ。俺達のやり方では、と但し書きがつくが。それにまだまだ研究の最中でもある。ほら、始まるぞ」

　まるでその言葉を合図にしたかのように、作業をしていた面々がその場を離れた。

　同時に別の者達による大規模な魔術の詠唱が始まる。

　積まれた石材が宙に浮き、あたかも自分の意思で動いているように定位置に設置されていく。

　同時進行で、大きな衝撃音が何度も鳴り響き、石材が地面に固定される。

　ほんの十分ほどで、舗装された道が完成した。

　人が通ろうと馬車が通ろうと、まるで問題なさそうな堅固な造りで、立派な名前がついた大都市の中央部の道と比べても遜そん色しょくのない、見事な出来映えである。

　道は一直線ではなく、数キロごとに幅が違ったり角度の違うカーブが加えられたりと、テスト目的である事は明らかだ。

　実際、音が止んで、魔術の気配が消え去ると、作業に携わった者達は、皆それぞれ自分が担当す区域に駆け寄って仕上がりを確かめていた。

「長い道を短時間で……。もしこんな技術があれば、ロッツガルドだってきっとすぐに復興出来るわ」

　思わず感嘆の声を漏らすエヴァ。

「若様が望むならそれを手伝うのも構わんが、俺達としてはまず、ケリュネオンで使いたいところだな」

「ごめんなさい、流石にロッツガルドの騒動の方が先に片がつくでしょうから、つい。そう、ですよね。私達はもうロッツガルドじゃなくて、ケリュネオンの事を考えないといけないんですよね」

　エヴァは静かに、自分の中に浸しみ込ませるように呟いた。

「道や家があんな風に出来るなら、街造りはすぐに終わっちゃいそうです」

　ルリアはその作業速度に驚き、素直に感動を示した。

「そうもいかんな。見て分かるように、ここは基本的に平地だから、すぐに材料を配置出来るし、人員も最大限使える。だが実際の土地というものは相応に起き伏ふくがあり、水気もあり、斜面も少なくない。整地の時間や手間も無視は出来ん」

「そっか。そうですね。荒れた場所に街を造ろうと思ったら、ゼロからじゃなくてマイナスからスタートなんだ……」

　次々と行われる建築、土木工事の様をいつしか神妙な顔で見つめる二人。

　イシュはアーンスランド姉妹を見守りながら、彼女達を亜空に招いてから見せる事がなかった満足気な笑みを初めて浮かべた。

　家にしろ道にしろ整地にしろ、それらを完成させるには、定まった順序が存在する。

　まず何をはじめ、次にどうしていくのか。

　一つ一つ確実に進めなくてはいけない。

　実際に作業に携わる者としてでないにしろ、これからのエヴァとルリアには、この建築や土木の作業から思考法を学んでほしい。

　イシュはそう考えていた。

　そして同時に、必ず身につけさせる、とも。

　その後しばらくして、イシュが切り上げる旨を告げた。

「さ、次だ。ここには何度も来る事になる。まだまだ見てもらうものは沢山あるのだぞ」

　エヴァもルリアも、今度はきちんと自分の意思をその目に宿らせ、彼の言葉に頷いた。

　二人ともしっかりとした足取りで彼に続く。

　エルダードワーフがいずれケリュネオンに提供する技術や、人、それに知識。

　二人はその一つ一つをイシュの案内によって知っていくのだった。





◇◆◇◆◇






　夜の闇が村を覆ってしばしの時間が過ぎた頃、三人は来た時と同じ霧の柱まで戻ってきた。

「初日はこの辺にしておこうか。若様の屋敷に部屋を用意してある。食事と睡眠はそこで取るといい。連絡は済んでいる。向こうではケイトがお前達を案内してくれるだろう」

　イシュが姉妹にこの後の事を伝える。

「はい」

「分かりました！」

「来た時よりも元気になっているのは良い事だ。ルリアは特にそうだな」

「最後に見せていただいた陶とう芸げい!!　あれ凄いです！　私、もっと勉強したいです」

　声を弾ませて陶芸への興味を語るルリア。

「やはり、あれが気に入ったか。俺達のみならず、他の種族でもあの魅力に取り憑かれる者は多い。ヒューマンでもそうだとは嬉しいものだ」

　ルリアとは対照的に、エヴァは苦笑いしながら首を振った。

「……私は、あまり。泥をこね回す感触は慣れませんでした」

　だが、その表情は確かにここに来た時よりも生せい気きに満ちていた。同時に、なんともいえない新たな疲労を覚えていたのも事実。

　どちらも二人が最後に見て、そしてさわりの部分を体験した陶芸によるものだった。

「それもよくある反応だ、エヴァ。気にする事はない。あれもまた若様が教えてくださったものでな、もちろんお前達がケリュネオンに持って帰っても構わん技術だ。お前には辛いかもしれんが一通りは体験してもらう。しかしこの分なら、きちんと習得してケリュネオンに陶芸の芽を育てるのはルリアの方がやってくれるだろうよ」

　イシュは今日一日の案内と説明、一部の体験を通して二人との仲を少しだけ深め、違和感なく名を呼ぶようになっていた。

　二人に対して向ける表情も幾分柔らかくなった。

　……元々が厳いかつい顔の職人であるため、まだ二人はその変化に気付いていないが。

「大丈夫だよ！　私が覚えるし、ハマるから！　……あの余計な事は何も考えない幸せな時間、イイ。本当に最高」

「くく、あははは！　そうだな、最高だ。俺もあれは好きだよ。どうやら俺達が管かん轄かつする部分の多くはルリアの方と相性が良いらしい。となれば、他は姉が多く負担せねばな。エヴァ、ルリア。励めよ。明日からまたよろしく頼むぞ」

「え、他？　他って？」

　エヴァがきょとんとした様子で言葉の真意を尋ねる。

　だがイシュは答えずに、ニンマリと笑っただけだった。

「すぐに分かる。俺の番はひとまず終わりだ。もう行け、ケイトが待っている」

「じゃあイシュさん。おやすみなさい！　今日はありがとうございました！」

「ああ、またなルリア」

「お世話になりました。これからよろしくお願いします。おやすみなさい」

「気にするな。こちらこそな。……おやすみ、エヴァ」

　おやすみ、と告げたイシュの顔にほんの僅かな同情が浮かんだ。だがその感情は、既に背を向け霧の柱に入っていく二人に気付かれる事なく、静かに消えていった。

「まあ終わったのは一日じゃなくて、一時間目なんだがな。さて、俺も窯かまの具合を確認して仕事するか」

　イシュはそう呟いて工場に戻っていった。




　一方その頃。

　転移を終え、真の家に戻ってきた二人の目の前には、見覚えあるハイランドオークの女性が立っていた。目に冷たい光を湛たたえ、口元には笑みを浮かべ。

「おかえりなさい、アーンスランド姉妹。二時間目は私達ハイランドオークが担当します。まずは食事ですね、もちろんお二人の分もありますから、講義の後で時間を取ってありますよ」

「に、二時間目、ですか？」

　予想外の言葉に、ルリアが目を白黒させた。

「ご飯を食べて、今日はおやすみなさい、じゃあ……」

「うふふふ。おやすみなさいだなんて、すごく面白い冗談。もちろんお部屋の用意も済んでいますよ？　いつ使えるかは全く別の問題ですけれど」

　反論は許さないとばかりに、ケイトは即刻背を向けて歩き出した。

「それってどういう事ですか!?　これからご飯なんですよね!?　講義って何なんですか!?　それに、私達、いつ寝られるんですか？」

　ケイトの背中を追いながら、必死に質問を重ねるルリア。

「講義は講義。食事、食物についての講義です。ケリュネオンだろうがどこだろうが、農作業や狩しゅ猟りょうは生きていくために絶対に必要ですから。食事を取るのはその後だという事です」

「寝る時間については何も答えてもらってないです！」

　それでもルリアは必死で食い下がる。

　既に疲労はそれなりに身体に溜まってきているのだから、睡眠は結構大問題だ。

「最初は色々と時間がかかるでしょうから……数日後になるんじゃないですか？　その後は貴女方次第。役割が分担出来てからは毎日寝られると思いますよ……きっとね」

「うっそお……」

「二時間目、二時間目……。数日って事は六時間目くらいまであるの？　絶対途中で寝ちゃいます……」

　うなだれる妹を横目に、エヴァは冷静に残り時間を計算した。その結果に、ますます打ちひしがれる事になったが。

「寝かせませんから、ご心配なく。体力の回復はしてあげますし、気力も場合によっては回復してあげます。でも気力の方は〝依存症〟になられても治療が面倒なので、出来るだけ頑張りなさいね」

『依存症!?』

　ケイトの口から出た数々の不穏な言葉の中でも、一際存在感のある単語に二人の声が重なる。

「大げさに驚く事でもないでしょう。ちなみに貴女達はまだ幸運よ？　最初の指導役が私なんだから」

『……』

　ケイトが言う幸運の意味が分からない二人は、沈黙したまま「どこがだよ」という目で恨めしくケイトを見つめ返す。　

「いきなりエマ──ああ、正式にお二人を鍛える事になる娘こですけれど、彼女に指導なんてされたらもう……」

「……もう？」

　エヴァは自分と似た名前の、女性と思しきオークの名に謎の親近感を覚えながらも、恐る恐る続きを促した。

「二人とも何回壊される事か。若様にお仕えするようになってからあの娘、どこか一本芯が通ったと言いますか、肝が据すわったと言いますか……結構無茶するようになったので」

「……」

「少なくとも、初日に異種族の言語を一つ覚えるくらいの事はさせそうな、入れ込み具合になるんじゃないかなって」

「無理に決まってるじゃないですか、そんなの」

　エヴァが言葉を絞り出す。

「出来るまで続きますよ？　〝覚えるまでが初日です〟って言われます。心も体も斬り刻まれながら、多分終わる頃にはエマ様って呼んでるんじゃないでしょうか。ここまで見た感じだと、お二人とも出来が悪そうですからね、うふふふ」

『……』

　明らかに恐怖の表情を浮かべたエヴァとルリアに対し、ケイトはころころと笑った。

　目が全く笑っていない笑顔で。

「ああ、安心して下さい。私はまだ優しい方ですから。エマの出番はきっとまだしばらく先です。ケリュネオンの英雄姉妹になるんですから、そんな事で怯えられては困りますよ、お二人とも？」

　二人の授業はまだ、終わりが見えない。

　外の世界の動向は一切知らされる事なく。

　アーンスランド姉妹が後に語る〝人生において最も苛か烈れつな時間〟と称される一幕が今、静かに、かつ有無を言わさずその幕を開けたのだった。
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